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角川ルビー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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身勝手な王子様





　



　プロローグ







「えー！　ハル、もう帰っちゃうの？」


　そうやって甘ったるい声で僕を引き止めたのは弟のカズ──和かず希き。


　弟と言っても僕らは双ふた子ごだから、年の差はない。その代わり、立場が全然違ちがうけど。


　普ふ通つうに着る分には派手すぎるそれを仕事のために着るカズの職業は今をときめくアイドルで、今いるのは有名なテレビ局だったりするんだ。


「午後から授業なんだよ。もう具合は平気なんでしょ？」


　そんなアイドルの弟を持つ僕はと言えばただの大学生。


　今日は具合が悪いから収録についてきてくれと言われたために、心配で訪れたテレビ局。だけどさっきから楽しそうにこれからの予定を話してくれるカズはもう平気そう。だから安心して学校に行こうとすれば、カズは頭を押さえて眉まゆを寄せる。


「平気じゃないよ。ちょっと頭痛いし」


「どんな風に？」


「え？　あ、えーと、ちょっとズキズキ？」


　考え込むように首を傾かしげるカズの額に、とりあえず手を当ててみる。もちろんこれで正しい温度がわかるものじゃないけれど、特別熱いわけではないようだ。


「熱はないみたいだけど、そんなに痛い？　城き戸どさんに言って薬もらってくる？」


「……いいよもう。大だい丈じよう夫ぶ」


　その顔を覗のぞき込んでマネージャーさんの名前を出せば、カズは一つ息を吐はいて首を振ふった。


「本当に大丈夫なの？　ここで無理して倒たおれたら元も子もないんだからね？」


「わかってる、大丈夫。まあハルがマネージャーになって世話焼いてくれるならもっと大丈夫になるけど」


「なに言ってんの。カズには立派なマネージャーさんがついているでしょう。……本当に平気ならいいけど、カズはすぐ無理するから」


　肩かたをすくめて茶化すカズの顔色はそう悪くないから、もう一度顔をじっと見つめて具合を確かめてから時計に目をやった。そろそろ急がなきゃいけない時間。


「大丈夫。いいよもう。ハルは勉強の方が大事なんでしょ」


「拗すねないでよカズ。機き嫌げん直して。あ、ほら、夕飯はカズの好きなもの作ってあげるから。ね？」


「じゃあロールキャベツがいい。……どーしても行くんだよね？」


「うん、もう時間だし。ちゃんと夕飯作って待ってるから、仕事頑がん張ばるんだよ。本当にダメだったら電話して」


「はあーい」


　まるで子供みたいな返事をして手を振るカズに手を振り返し、周りの人に挨あい拶さつをしてそこを後にした。


　気持ち早足になってしまうのは、時間が差し迫せまっているからだけじゃない。実はこういう人の多い所は苦手なんだ。たくさんの人が忙いそがしそうに動き回っていると、自分もなにかしなくちゃと妙みように焦あせっちゃうし、まず人見知りはするし。


　だから帰りも、交通量も人通りも多い通りを避さけて、近道のつもりで小さな公園を通り抜ぬけることにした。


　時間のせいか場所のせいか、オフィス街の中にある小さな公園は人ひと影かげもなく息いき抜ぬきするには良さそうな所。騒さわがしさもないし木こ陰かげも多いし、きっとお昼時なんかには人が多く集まりそうな所だけど、今は誰だれもいなくて穴場的な感じだ。


　それでものんびりしてるほど時間はないから、また今度来た時はここでお昼でも食べようかな、なんて考えながら歩いていたその時。


「ねえ」


「わっ！」


　後ろから急に肩を叩たたかれて引っくり返った声を上げてしまった。だってまさか人がいるとは思わなかったから。


　慌あわてて振り返れば、そこにはスーツを着た男の人がいた。知り合いでもないし、顔に覚えはない。それなのにやけに真正面から顔を覗き込まれて、困って問いかける。


「あの、なんですか……？」


　一体誰なんだろう？　まさかカズにまたなにかあったんだろうか、それとも僕がなにか落としたりしたんだろうか。


　僕の顔を見たまま口を開かないその人に困ってもう一度問いかけたら、やっと返答が来た。


「和希くんだよね？　いつ髪かみの色落とした？　俺知らなかったなぁ」


　呼ばれたのは弟の名前。


　確かに双子だし、昔は似ていると言われていたけど、今は違う。アイドルを職業に選んだカズと比べれば僕は地味な見た目で、分厚い黒ブチメガネと染めてはいない天然の暗めの茶色い髪はカズとは違うもの。


「あ、あの、僕は……」


「俺、君のすごいファンなんだ。わかる？　俺のこと、わかるよね？　この前の収録も見に行ったんだけど。見てくれたよね、この前。視線合ったもんね」


　急に驚おどろくくらい早口でまくし立てられて言葉に詰つまってしまう。


　一体この人はなにを言っているんだろう？


　たぶん、ファンだと言っているから僕とカズを間違えているみたいだけど、それにしたっておかしい。突とつ然ぜん好きな人に会えた興奮とはなにか違う気がする。


「あの、違います。人違いですよ」


　一気に喋しやべられる勢いが少し怖こわかったけど、それでもなんとか絞しぼり出した言葉はあっさりと否定された。


「人違いのわけないじゃないか。和希だろう、君は。こんなもので変装したってわかるんだから」


「あっ」


　男の人が少し怒おこったように取ったのは僕のメガネ。気づいて伸のばした手は空を切り、なくなったメガネのせいで視界がぼんやり曇くもる。


「か、返してくださいっ」


「ほら、やっぱり和希じゃないか。どうしてそんな噓うそをつくんだ？」


　メガネへと伸ばした手を逆に摑つかまれ、責めるように顔を近づけられて思わず顔を背そむけた。なんだろう、この人なんか変だ。ファンだって言うけど、なんか怖い。


「違います、噓じゃないです。僕は違います、手を離はなしてください！」


　強く摑まれた妙に汗あせばんだ手が気持ち悪くて、思いっきり手を振り払はらってから近付く体を押し返して走る。


「和希！」


　だけど一足早く僕がカズじゃないってことを信じてくれないその人に後ろから抱だきつくように捕つかまえられて、その勢いのまま地面へと倒れ込んだ。咄とつ嗟さに伸ばした手のひらの下でじゃりっと砂がすべる感かん触しよくに眉をひそめる。


「いった……」


　なんとか頭は打たないで済んだけど、手のひらは盛大にすりむけた気がする。思い切りついた膝ひざも痛い。


「どうして逃にげるんだよ。俺のこと知ってるだろ？　わかってんだろ？」


「……知りませんっ！　あなたのことなんて知らないし、僕は高たか篠しの和希じゃないんですっ！」


　腕うでを摑まれ無理矢理体を起こされて、体中の色んな所が痛んだけれど構ってられなかった。


　手も足もめちゃくちゃに動かして精せい一いつ杯ぱいもがく。その内何発か男に足が当たったけど、ひるんだ様子はまったくなかった。


「離して、離せ！　僕は違うってば！」


「この前の番組収録の時も、俺のこと見て喋ってくれたよね？　ちゃんとわかったよ俺。和希が俺のこと見てるって」


　僕の言うことをまったく聞かないその人は、興奮したように上うわ擦ずった声で喋り続ける。


　通り抜けるのにはちょうどいいと思った公園だけど、人がいないのが逆に仇あだになったみたいだ。誰かに助けを求めようにも人はいない。


　もがいて手を振り払おうとしても痛いくらい腕を摑む力は緩ゆるんでくれなくて、段々と息が切れてきた。


「もう、人違いなんです！」


「和希、俺ずっと君のこと見てて……」


　摑まれたままの手が勢いよく引っ張られ、抵てい抗こうする体ごと無理矢理引き寄せられる。一気に近付いてくるその顔に、必死に体を押し返しつつ抗あらがうけれど力は男の方が明らかに強くて。


「やめ……っ！」


　押し返しても押し返してもどうにもならない恐きよう怖ふに目をつぶってしまった時だった。


「なにしてるんだ、そこで」


　誰か、と喉のど奥おくで掠かすれた声が届いたわけじゃないだろうけれど。


　決して大声ではないのにしっかり通る声はひどく頼たのもしく響ひびいた。


　誰も来ないと思っていたのに、誰かが近付いてくる。


「おい」


　近付いてきた声の主が僕をスーツの人から引き剝はがそうとするより早く、手を再び強く摑まれ引かれた。


「いやだっ、離してってば！」


「あんたには関係ないだろ！　どっか行ってろ！」


　人が来たら逃げてくれるかと思っていたスーツの人は逆にもっと興奮したようにその声の主に怒ど鳴なりつける。上擦った怒鳴り声にびくりと体を震ふるわせたのは僕だけで、声の主は大してひるまなかったみたいだ。


「ずいぶん乱暴だな。……確かに俺は関係ないかもしれないが」


　低い声でスーツの人に短く告げると、今度は僕へと声を投げてきた。


「お前はその男と知り合いか？」


「し、知りません、助けてください！」


　この状じよう況きようにしてはとても冷静な声と問い。それに必死に返す僕。


　力ちから一いつ杯ぱい腕うでを振ふっても振りほどけない手をそれでもなんとかしようとしていたら、とても呆あきれたようなため息が聞こえた。


「どうやらそいつも関係ないみたいだな。みっともないから、いい加減手を離してやったらどうだ？」


「来るな！」


　近付く気配。それを威い嚇かくするように、スーツの人はポケットからなにかを取り出して叫さけんだ。


「ナイフとはまた短たん絡らく的だな」


「うるさい！」


　その言葉から、スーツの人が取り出したものがナイフだってわかる。驚きに足を止めたわけじゃないらしい男の人の短い言葉の中には軽い嘲あざけりが混じっていて、スーツの人がかっとするのも当然のように思えるほどの挑ちよう発はつだった。


　そんなことを聞いて、元から頭に血が上ってるスーツの人が冷静でいられるわけがない。


　当然のことながらその言葉に腹を立てたらしいスーツの人が走り、突つき飛ばされた僕はよろけてその場に転がった。


「け、警察……」


　それでもとにかく警察を呼ばなきゃ、と無意識のうちに洩もれた言葉を聞き取ったのか、スーツの人がほんのちょっと躊躇ためらうように動きを止めた。その一いつ瞬しゆんを、声をかけてきた男の人は見み逃のがさなかったようだ。


　真っ直すぐとナイフを向けるスーツの人に近寄ってきた男の人は、無造作にその腕を摑んでそのまま引っ張り、よろけたスーツの人の首の後ろに肘ひじ鉄てつを当てて倒たおしてしまった。


　よく見えないはずのその動作を自分のおかれている状態も忘れてじっと見つめてしまったのは、引き込まれるほどにその手並みが鮮あざやかだったから。あんなに暴れていたのがバカみたいにあっさりと、文字通り倒されているスーツの人。


　その捻ひねり上げられた手からナイフが離れ地面へと落ちる音がした。


「次に来た時は手加減しない」


　そして脅おどしよりも怖いその声こわ音ねに負けたスーツの人は、転げるようにして駆かけ出した。


　残されたのは、今さら取り出した携けい帯たい電でん話わを握にぎり締しめたままの僕と、その人だけ。


「腰こしでも抜ぬけたか？」


　ただ成り行きを見守っているだけで呆ぼう然ぜんとしていた僕の前に屈かがんだ男の人。ほら、なんて軽く落ちていたメガネを押し付けられて、受け取ったそれを握り締める。


「……」


「なんだ？」


　今この瞬間まで、大変なことが起きていたはずなのに。


　さっきからほとんど変わらない平然とした行動のその人に、張り詰つめていたものが切れた。


「な、んて危ないことするんですかっ！」


　気づけばメガネをかけることも忘れて、その人に向けて力一杯怒ど鳴なっていた。


　ナイフを持った人に無造作に近付いたりして、本当に刺さされたらどうするつもりだったんだ。それも自分に関係ない、知り合いでもない僕のことなのに、あんな危ないことして。


「あんなことして怪け我がしたらどうするんですかっ！　相手はナイフ持ってたんですよ？　上手うまくいったから良かったようなものの、一歩間ま違ちがえば刺されて大おお怪け我がしてたかもしれないのに！　もっと自分のこと大事にしないとダメじゃないですか！」


　今までの恐こわさが怒りに転てん換かんしてしまったのかもしれない。思わず叱しかりつける口調で怒鳴ってしまったその人が、軽く息をついたのが聞こえた。


「……あいにくと、怪我をしてるのは俺じゃなくお前のようだが」


　呆れたような声とともに摑つかまれた僕の左手。意識すれば手のひらに痛みがあって、顔に近づければ薄うつすら血が滲にじんでいるのが見えた。そういえばさっき転んだ時に擦ったんだった。


「あ、本当だ」


　でもこれくらいなら、なんて思っていた手を引っ張って連れていかれたのは水飲み場。ざっと汚よごれを洗われて、呆然としている間に綺き麗れいにハンカチを巻かれた。


「後でちゃんと消毒した方がいいぞ」


　まさかこんなことされるとは思ってなかったからただただびっくりする。


「あの……」


「あんなのに好かれるなんて、人気者は大変だな」


「……え？」


　とにかくお礼を、と口を開きかけた僕を遮さえぎったのは、そんな言葉。人気者ってどういうことだろうと首を傾かしげていると、男の人はそのまま問いを続けた。


「一人なのか？　マネージャーは？」


「マネージャー、って？」


「……お前、高篠和希だよな？」


「え？」


　メガネがないせいで晒さらされた顔に投げられたのはやっぱり弟、カズの名前。この人も僕のことカズと勘かん違ちがいしてたんだ。


　今さらだけどそれってまずい気がする。だってカズがこんな所で騒さわぎを起こしたんだって思われたら、それこそスキャンダルになっちゃう。


「違います！　ごめんなさい！」


　慌あわてた僕は、そのまま一目散に逃にげ出した。


　とにかく逃げなきゃってそればっかりで、結局そのことをちゃんと考えられるようになったのは大学に着いてからだった。


　遅ち刻こくしてしまった授業は上の空で、僕はずっと手に巻いてもらったハンカチに気を取られていた。この怪我の理由と、これを巻いてくれた人のことばかりが浮うかぶ。


　昔はよく似てるって言われてたけど、今はほとんどそんなこと言われなくなっていたのに。あのスーツの人はどうして僕とカズを間違えたんだろう。カズがあのテレビ局にいるってことを知っていたからかな？


　そういえば僕、助けてくれた人の名前も聞かなかった。それどころか顔も見ていなくて、ぼんやりとしたシルエットしかわからない。でも、現れたタイミングもその後のフォローもとてもスマートで、まるでお伽とぎ話ばなしの王子様か映画のヒーローみたいだった。


　その、助けてくれた人にいきなり怒おこるって、本当に失礼極きわまりなかったと思う。あの人が来てくれなきゃ僕は今いま頃ごろどうなっていたかわからなかったのに。でも、危険なことは本当だったし……。


　顔も知らない人だから会ってもわからないかもしれないけれど、いつかまたどこかで会えたら、今度こそちゃんとお礼を言ってこのハンカチを返そう。


　このハンカチが僕とあの人を繫つなぐ赤い糸、だなんて考えは乙おと女めみたいでちょっと恥はずかしいけど、それでももしもう一度会えたらって思うとドキドキするのは本当だから。


　それこそお伽話のような話かもしれないけれど、出来ることなら再会して、目を見てお礼が言いたい。


　それまではこのハンカチ、大事に取っておかなくちゃ。




　　　　１







　目覚ましの音で目を開くと、カーテンの隙すき間まから差し込む朝日が見えた。いい天気みたいだし、洗せん濯たく物がよく乾かわきそう。


「ん～……ん？」


　ともあれ今日も迎むかえた清すが々すがしい朝に伸のびをして起き上がろうとした体を、妨ぼう害がいする存在にふと気づく。ぐるりと巻きついた腕うでと、慣れた香こう水すいの匂におい。首を巡めぐらすまでもなく首筋をくすぐる明るい茶色の髪かみが見えてため息をつく。


　……まただ。


「ちょっとカズ、また自分のベッドと間違えてるよー？」


　僕の双ふた子ごの弟、高篠和希は、兄の僕が言うのもなんだけど結構な売れっ子のアイドルだ。若い子向けの雑誌には大たい抵てい載のっているし、テレビも一日のうち一度は必ず目にするぐらいの人気者。


　だから仕事の関係で夜遅おそく、日付が変わってだいぶ経たった後に帰ってくることもしばしば。そんなカズは、よく僕のベッドと自分のベッドを間違えるから、こうやって朝から抱だき枕まくらにされるのは慣れてるんだ。


　本当に、自分のベッドがあるのにわざわざ狭せまい所に寝ねなくたってとは思うけど、毎日疲つかれて帰ってくるんだから仕方ないんだよな。それにしたってカズの部屋の方が玄げん関かんから近いのに器用な寝ぼけ方だとは思う。


　そこまで疲れているカズだから、気持ちとしてはギリギリまで寝かせておいてあげたい。でも、これじゃあ僕が起きられない。まさかカズが起きるまで一いつ緒しよに寝ね坊ぼうすることなんて出来ないし、朝ご飯だって作れない。こればっかりはしょうがないよな、と諦あきらめて揺ゆらして起こそうとしたのに。


「ハルぅ～、おかわり～」


「ちょっ、くすぐったい……！」


　もごもごと寝言を言ったカズが首に嚙かみ付いてきて声が裏返った。首筋に張り付く生暖かい唇くちびるの感かん触しよくに、慌てて逃のがれようとするもカズの腕は離はなれてくれなくて。


　なんの夢を見てるのか首にきつく吸い付かれて痛みを感じ、散々暴れてもがいていたら、やっとのっそりとカズが起き上がる。


「んー……おはよぉ、ハル」


「おはよぉじゃないよもうっ。僕は食べ物じゃありません！」


　のんびりと笑うカズから離れて、首に手を当てた。歯形はついてないみたいだし、この感じから言って跡あとはつかないだろう。いくら寝ぼけてるからって僕のことを食べようとするなんて！


　首に手を当てたまま当然の抗こう議ぎをする僕に、カズは軽い笑い声を立てた。朝から明るくて爽さわやかな顔で。


　明るく染められた茶ちや髪ぱつに満面の笑えみを浮かべれば可愛かわいく、唇の端はしを上げるだけならかっこよく変わる甘い顔は、僕と同じ顔とは思えないくらい華はなやか。身長は僕の方が少し高いけど、そんなのなんの慰なぐさめにもならない。


「いいじゃん、別に。キスマークつけたからって、困るような相手いないでしょ？」


「……カズのバカ」


　思わず言葉に詰つまって、そんな子供みたいな文句しか返せなかったのは、言われたことが図星だから。


　わかってるよ、二十一歳にもなって誰だれとも付き合ったことがないっていうのが自じ慢まん出来ることじゃないってことは。僕だって気にしてるのに。


　ニヤニヤと笑いながら僕を見てくるカズ。そんな顔に少しムカッときて、僕は枕を投げて反はん撃げきしたけど、それもいつものことだから簡単に受け取られて、「反撃の仕方がガキっぽい」なんてからかわれるんだ。


「もう、起きたんだったら早くシャワー浴びてきなよ。ほらしゃきっとして！」


「俺は寝起きでもかっこいいアイドルだからいいのー」


　だから逃げるようにベッドから飛び降りると、カズはにこりと笑って僕を追い越こして部屋を出ていった。


　自分のことをそんな風に言っても嫌いや味みにならないのはそれが本当だからだ。


　双子なのに僕とカズは全然違う。


　土台は同じ顔だけど、性格の差なのかなんなのか雰ふん囲い気きはまったく違うんだ。兄の僕から見ても華やかで可愛いのにかっこよくて派手な衣装も難なく着こなしちゃうカズと、オシャレにはとんと興味のない僕。服装も髪かみ型がたもカズに頼たよりきりで、実際のところ自分になにが似合うとかは全然わからない。


　性格だって、取り立てて目立つところもなくごく普ふ通つうだし、人の多いところが苦手っていう典型的な人見知りの僕と違ちがって、カズはとっても社交的。友達も多いからただでさえ忙いそがしくて少ない時間を人に呼ばれることで使うこともよくある。


　だから余計、顔の元は一緒でも外見から性格からすべてが違うから僕とカズが間ま違ちがわれることは今ではほとんどない。大学でも、よくある名字でもなく特に秘ひ密みつ裏りってわけでもないのに僕とカズが双子だっていうのはほんのわずかの人しか知らない。……まあ元から僕が目立つタイプじゃないっていうのも多分にあるんだろうけど。


　なのにごくたまに間違われる時があって、そういう時は大たい抵てい面めん倒どうな話になる。冷静に見てくれれば別人だってことがわかるんだから、それに気づかない辺りで冷静じゃない厄やつ介かいな人なのは確実だし。


　そんな人から助けてくれたあの人、かっこよかったな。もちろんと言うかなんと言うか、その人も僕のことをカズと間ま違ちがえてたみたいだけど……。


　そうやってことあるごとく思い出してしまうのは一ヶ月前の出来事。


　なぜかカズと間違われて変な人に襲おそわれて、そこを助けてくれたあの人。メガネをかけてなかったせいで細かい造作はわからないしあの時はそれどころじゃなかったけど、今思い出すととてもかっこよかった。それこそ本当に王子様みたいだった、っていうのは自分でも乙女チックな考えだとは思う。


　そんな恩人に向かって、お礼よりなにより先に「自分を大事にしろ」なんて怒ど鳴なってしまった自分はなんてバカなんだろう。


「一ヶ月、か」


　ふとカレンダーに目をやってため息。一ヶ月前の、今さらどうしようもないことでうじうじしてるのなんて、基本的に寝て起きたらリセットの僕らしくもない。しかも、しっかり洗濯してアイロンかけたハンカチをいつでも返せるように持ち歩いてる辺り、どうにも女め々めしくて。


「……ご飯食べて元気出そう」


　朝からこんな風にネガティブなことを考えてしまうのはきっとお腹なかが減ってるからだ。しっかり朝ご飯を食べれば嫌いやでも元気は出る。


　頰ほおを叩たたいて気合いを入れると、部屋から出てまずはリビングへ行きカーテンをいっぱいに開けて日の光を入れる。次いで顔を洗いに洗面所へ。そこで脱ぬぎ捨てられた服を見て抗議のためにお風ふ呂ろ場ばのドアを一回叩いてやった。


「こらカズちゃん。脱いだものはちゃんと洗せん濯たつ機きに入れとけって何回も言ってるでしょう」


『後で入れようと思ったー』


　シャワーの音に混じって聞こえてきた声にため息をついて、脱ぎ散らかされた服を洗濯機の中に放り込んで顔を洗う。まったく、カズはいつまで経っても子供みたいなんだから。よくこれで一年も一人暮らし出来てたもんだ。


　顔を洗ったその後は、キッチンへ、と入る前にテレビを点つけた。確かく認にんするのはニュースと天気予報。


　でも点いたばかりのテレビは芸能情報をやっていて、それを横目にキッチンに入って朝食の準備を始めた。お湯を沸わかしてから、取り出したパンをとりあえず二枚トースターにセット。後はサラダと……。


　頭の中でメニューをまとめつつ動いていたら、テレビの中から黄色い歓かん声せいが聞こえてきて思わず顔を上げる。そこには色んな番組でよく見る顔があって、なんとなく納なつ得とくしてコップとフォークを両手にテーブルの前へ移動した。


　画面に映っていたのは俳優の藍あい沢ざわ柊しゆう也や。染めたことのないような艶つややかで真っ黒な髪も、下手へたしたら冷たく見えそうな切れ長の目も、すべてが整っているから男の僕から見ても魅み力りよく的。


　大人おとなの男の魅力たっぷり、ストイックでワイルドでセクシーっていうのが売りの俳優さんだから、小こ悪あく魔ま的に可愛くて時にかっこいいっていうアイドルであるカズとは、ある意味逆の位置にいる人だ。


　その人が映画の撮さつ影えいで行っていた海外から帰ってきた、ってだけで空港にたくさんのファンが集まったらしい。それを伝えているテレビからはきゃーきゃーと黄色い歓声が飛び交かっている。


「ねー、それなんの音ー？」


「テレビ！　藍沢柊也！」


「……あそ」


　その音が聞こえたのか、お風呂場の方からカズの声が問いかけてきた。やっぱり自分も歓声を浴びている立場だからか、こういうのは気になるみたい。だけど僕の答えに返ってきたのはどうでも良さそうな短い言葉。どうやらもう興味を失ったらしい。


　そういえばカズとこの人って共演したことなかったなぁ。


「かっこいいよねー。しかもクールって言うの？　これぞ本物の俳優さんって感じでさ、僕好きだなぁこの人の演技。今度もまた映画の主役やるって言ってたし」


「俺の方がかっこいいし俺の方が演技うまいし俺の方がハルのこと好き！」


「あはは、なにと張り合ってんの」


　独り言ではないけど、なんとなく洩もらした感想を聞き取ってわざわざ反論してくるカズに笑いを返す。カズとこの人ってタイプが違ちがうんだから比べるものじゃないと思うんだけどなぁ。


「そういえばこの前ドラマの再放送やっててさ。ほら、『君に捧ささげる花束を』って、前に言ったじゃん。母さんと見てて泣いちゃったってやつ。それの最終回がちょうどやってて、見たらまた泣いちゃったんだよね。最後のさ、お墓に花束を置いて立ち去るシーンなんか、セリフがないのに……あれ？」


　感動のシーンを思い出して語っていたら、唐とう突とつにテレビが消えた。振ふり返ればカズがリモコンを握にぎって不ふ機き嫌げんな顔をしている。バスローブを羽織っただけで、濡ぬれたままの髪かみから雫しずくが垂れているから乾かわかしもせずそのまま出てきたんだろう。


「もーっ、そんな格好で出てきて、風邪かぜ引いたらどうすんの」


　ため息一つついて、近くにあったタオルで頭を拭ふいてやりながらお説教。本当にカズってば体調管理に無関心なんだから。


「なんでテレビ消すの？　天気予報見ようと思ったのに」


「寝ね不ぶ足そくの頭に響ひびくんだよ。うるっせーの」


　眉み間けんにしわを寄せたまま、ソファーにリモコンを投げるカズの気まぐれはいつものこと。寝不足で機嫌が悪いんだろうと大して深く考えずに、タオルを任せてキッチンに取って返した。外はよく晴れているみたいだし、これから突とつ然ぜん雨が降るってこともないだろう。


　テレビは諦あきらめとりあえずは朝食だとフライパンを温めながら、卵を片手にリビングへと声を投げる。


「カズー、目玉焼きとスクランブルエッグどっちがいい？」


「あ、俺いらなーい。食欲ないからコーヒーだけでいいや」


「……いらない？　コーヒーだけ？」


　朝ご飯が、いらないだって？


　聞き捨てならない言葉を聞いて、着き替がえるためか自分の部屋に戻もどろうとするカズを捕ほ獲かくした。トースターから焼けて飛び出たパンのことも放って、逃にげようとする手を摑つかんで真正面を向かせれば、気まずげに目を逸そらされて。


　わかっているならなおさらそういうことを言わなきゃいいのにまったく。


「カズ、あのねぇ。僕毎回言ってるでしょ、朝食は一日の元気の源なんだって。仕事がハードなんだから、しっかり食べないとバテちゃうでしょ？　昨日だって母さんから電話あったんだよ。二人でちゃんとやってるのかって。カズがちゃんと食べてくれなきゃ、僕なんて言ったらいいか……」


「適当にやってるって言えばいいじゃん。別に病気してるわけじゃないんだし」


　母さんは基本的にのんびり屋さんで過か剰じように心配するタイプじゃないから、きっと父さんが電話しろって言ったんだろう。どちらかと言うと父さんの方がそういうのを気にする人だから。でも、かと言って母さんが全然心配してないわけじゃない。だってカズには前科があるんだもん。


「そんな風にしてて、また前みたいに倒たおれたらどうすんのって言ってるの。僕あの時、本っ当に心臓止まるかと思ったんだからね」


　まだカズが一人で東京に住んでた時、一度倒れて病院に運ばれたことがあったんだ。原因は過労と栄養失調。しばらく会ってないだけでやつれたその姿を見て、こっちが青くなったのを未いまだに覚えているし、またそんなことがあったらと考えると怖こわい。


「だからー、あれはちょっと忙いそがしい時期で、寝ねてないのと食べてないのが重なってたんだって。ハルに会えなくてストレスも溜たまってたし。でももう大だい丈じよう夫ぶ。ハルがこうやって傍そばにいてくれるんだもん」


　でもカズはその時のことを言われるのは嫌なのか、僕の手を持って笑え顔がおで誤ご魔ま化かそうとする。だけど残念ながら食に関してだけは譲ゆずれない。親元を離はなれて二人で住むことになった時、それだけはちゃんとやろうって決めたんだ。


「そんなことで誤魔化されません。大体ね、朝から食べないって言うのがもう反省してない証しよう拠こだよ。お昼だって忙しくてちゃんと食べられない時もあるんでしょ？　だったらなおさら朝はしっかり食べること！　さあ目玉焼きとスクランブルエッグどっち！」


　忙しいカズには、しっかり食べさせて寝させて、面めん倒どう見る人が必要なのは確実。だから、僕は大学進学をきっかけに東京に出てきてカズと一いつ緒しよに住むことにしたんだ。


　もちろんその経けい緯いを痛いほどわかってるカズは、しばしの僕との睨にらみ合いの後降参のしるしに両手を上げて頭を下げた。


「……目玉焼き、半熟でお願いします」


「わかればよろしい」


　僕はせいぜい重く見えるように頷うなずいてキッチンに取って返す。まったく、最初から大人しく食しよく卓たくにつけばいいものを。


　改めて温めたフライパンに卵を割り入れて目玉焼きを作っていたら、飲み物を冷蔵庫に取りに来たカズがとんっと肩かたをぶつけてきた。


「なぁに？」


「ハルさー、そこまで言うならマネージャーになってくれればいいのに。そしたらずっと俺の傍にいれるんだから」


「カズには城戸さんという有能なマネージャーさんがいるでしょう」


「あいつは可愛かわいげがない。いっつもメガネ光らせて教育ママかっつーの」


　確かに城戸さんは知的なメガネをきらりとさせてにっこりとカズのわがままを却きやつ下かするからカズは苦手だろうし、いかにも出来る感じのかっこいい系の人だから可愛いってのとは違うと思うけど。


「僕には務まんないよ」


「でも、ハルって絶対世話焼き体質だし向いてると思うんだよなー。いいじゃん。公私共に俺の傍にいれて。そしたらちゃんと食べてるかも確かく認にん出来るし。ね、ね、いい案でしょ？」


「そりゃちゃんと食べてるかとか気になりはするけど……。そういうのは城戸さんがしっかりやってくれてるじゃない。わざわざ僕が代わることじゃないよ。それに何度も言ってるでしょ？　僕は騒さわがしい所は嫌きらいだし、いっぱい人がいる所も苦手なの」


「知ってるよ。ハルのことならなんでも」


　妙みように自信満々に答えたカズは、さっきの仕返しなのか、僕の反応を窺うかがうように顔を覗のぞき込んでくる。


「俺が今の事務所入った時だって、一緒にって誘さそわれたのすっごい勢いで断ってたしね。思い出すと笑えるんだあれ」


　その上余計な思い出話をして楽しそうに一人笑い声を立てたけど、そっぽを向いて答えないでいたら諦めたのか冷蔵庫からオレンジジュースのパックを取り出した。


「まあハルは色んな人に触さわられて髪とかメイクとかされんのもきっと無理だよね。……よし。やっぱり俺のマネージャーしよう」


「なにどさくさにまぎれて変な結論出してんの。僕はしません。今の生活で充じゆう分ぶん楽しいんです」


　見ているだけでも大変そうなカズと同じ仕事を勧すすめられたことも実際あるけど、僕には絶対向いていない。そしてそれが向いてないからと言って裏方に回ればいいってもんでもない。


　何気なく、というには少々露ろ骨こつに誘ゆう導どうしようとするカズに、焼き上がった半熟目玉焼きを付け合わせの野菜を載のせたお皿に入れて渡わたしてその背中を押した。


「その話はもう終わり。はいこれ、持ってって」


「ちぇっ、つまんないの。……睨まないでよ。ちゃんと持ってきますー」


　右手にパック、左手にお皿を持ってリビングのテーブルへと戻っていったカズに続いて自分の分のお皿を持ってテーブルにつくと、両手を合わせていただきますをする。そして少し冷めてしまったパンにジャムを塗ぬった。カズはさっそく目玉焼きにかぶりつき、半熟具合を楽しんでからふと思いついたようにフォークを振ふってみせる。


「あ、じゃあさ！　今日夕飯お弁当にして持ってきてよ。そんで一緒に食べよう？　そしたらハルも安心でしょ？」


「お弁当作るのはいいけど、別に一緒に食べなくてもいいでしょ？」


　夕飯をちゃんと食べる意思があるのはもちろん良いこと。だけどわざわざ僕が行く必要はないと思うのに、カズは思いっきり首を振って。


「やだ。ハルの顔見ながら食べたい。その方が美味おいしいし」


「カズ？　毎回言ってるけど、僕みたいな関係ない人がそう簡単にスタジオとかに出入りしちゃ……」


「関係なくないよ。ハルは充分関係者でしょ」


　双ふた子ごにしては、なのか双子だからか、はわからないけど、僕らは仲がいい方だとは思う。だからってそんなに終始一緒にいる必要はないし、元から僕は賑にぎやかな所が苦手なのに。


　僕が人が大勢いる所が苦手で、しかもそういう邪じや魔まになるような所には行きたくないって言うのをわかってて尚なお一いつ緒しよにいたいんだとカズは言う。


「だってもう出されるお弁当飽きたんだもーん。ハルの美味しいご飯が食べたいよー」


　……一いつ般ぱん的に言えばそれはわがままの域で、そんなカズに対して僕が甘いことはわかってる。だけど。


「今日は午後空いてるでしょ？」


「……行けたら行くよ」


「待ってまーす」


　自分のスケジュールはマネージャーさん任せなのに、僕の時間割だけはしっかり把は握あくしているカズには到とう底てい敵かなわない。


　にっこりとアイドルスマイルを見せられて、今度は僕が降参の白旗を揚あげたのだった。








「……大変。忘れるとこだった」


　朝食の後、カズを送り出してから僕も学校へ行く仕し度たくをしていて思い出したのは、昨日洗せん濯たくし直したハンカチのこと。ずっと持ち歩いていてしわが寄っちゃったから洗い直したんだった。


　鞄かばんに荷物を詰つめ込んで、それから最後に綺き麗れいにアイロンをかけたハンカチを入れる。


　なんにも手がかりのないあの人のハンカチ。いつか渡せる時が来るといいんだけど。











「あ、すいません！」


　お弁当二つ入りのバッグを抱かかえて歩いていた僕がそう声を上げたのは、カズに言われたスタジオを目指している時だった。


　道に広がって歩いていた人たちを避さけたつもりだったんだけど、避けきれずにバッグが当たってしまったんだ。


　咄とつ嗟さに謝ってそれから改めて横を通り抜ぬけようとした僕の前に、なぜかその人たちが立ち塞ふさがった。僕より少し年上ぐらいの男の人たちが、じろじろと僕の顔を覗き込んで。


「あれ、高篠和希じゃねぇ？」


「え、マジ？」


「うっそ、げーのーじん？」


　一気にテンションの上がったそのやり取りを聞いて、内心ため息をついた。


　まただ。普ふ段だんなら全然見た目の違ちがう僕たちが間違えられるはずないのに、どうしてこういう厄やつ介かいそうな人たちにだけ勘かん違ちがいされるんだろう。本当に、なんてついてない。


「なあなあ、お前そうだよな？　高篠和希だろ、あのアイドルの」


「違います。人違いです」


「ほら、声がそう。絶対そうだし」


　答えた声をつっこまれて、思わず唇くちびるを嚙かむ。確かに飾かざれない声は似ているとは思うけど、こればっかりは双子なんだから仕方ない。目ま深ぶかに被かぶったキャップとメガネが逆に変装に見えたんだろうか。


　とにかく違いますともう一度はっきり告げてそのまま行こうとしたのに、一足早く横に回り込んだ一人に進路を塞がれると同時にキャップを取られた。


「あ、ちょっ……！」


「あれ、高篠和希ってこんな髪かみの色だったっけ」


「だから違いますってば！」


　取られたキャップを少し乱暴に奪うばい返したら、空気が嫌いやなものに変わった。不満げな顔付きに変わっていくその人たちを前に、どうしたらいいか困ってしまった。


「なに、俺らみたいのには関かかわりたくねーって？」


「そういうことじゃなくて僕は……」


「ちょっと女に人気があるからって生意気なんだよてめぇ」


「わっ……！」


　声を荒あらげた一人に強く肩かたを押されて思わずよろけそうになる。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　その時背中を支えられ、声をかけられた。どこかで聞いたことのある低い声にちらりと目をやれば、黒いキャップを深く被って目元を隠かくした背の高い人が後ろに立っていた。


「悪い、待たせたな」


　その人が言ったのはまるで待ち合わせの相手のようなセリフ。だけど待ち合わせてるはずのカズではないその相手に誰だれだろうともう少しちゃんと顔を見ようとすると、ひそめられた声が耳元に届く。


「逃にげたいんだろ？　俺に話を合わせろ」


　訳がわからずとも信じたくなるような妙みように力のある声が告げたのは、願ってもない申し出。状じよう況きようがわからないままにそれでもありがたく受け入れて小さく頷うなずいてみせれば、その男の人は僕の前に立ち塞がる人たちに一ひと際きわ低めた声を投げた。


「俺の連れになにか用か？」


　そのドスの利ききまくった迫はく力りよくある声に全員が反射的に首を振る。僕に声をかけてきた時の軽さがウソのように全員硬こう直ちよくしていて、それを見ていたら腕うでを引っ張られた。


「悪いが急いでるんで失礼する。……行こう。向こうに車停とめてあるから」


「あ、う、うん」


　まるで本当に待ち合わせしていた相手のように、なんの迷いもない足取りで歩くその人に続く僕。ある程度離はなれてから、ここらでいいかとお礼を言うために足を止めたんだけど。


「とりあえず車に乗った方がいい。奴やつらまだ見てるぞ」


　ひそひそやられた言葉に何気なく視線をやった男の人たちは確かにまだこっちを見ていて、ここで別れたら明らかにおかしい話になる。そうしたらまた声をかけられるだろうし、ほんの少し迷いはしたけど、結局すぐ近くに停めてあったその人の車に乗せてもらうことにした。











「え、あ、藍沢柊也……!?」


　車が走り出してすぐ、改めてお礼を言うより先に僕の口から飛び出したのは引っくり返った声でのそんな言葉だった。


　後ろの席に放り投げられたキャップの下から覗のぞいた顔は有名人も有名人、今朝テレビで見たばかりの藍沢柊也だったんだ。モノトーンの飾り気のないシンプルな形の服でまとめた姿は、見間違えなんか出来ないまさしく本物。


　小さな疑問が解けたのとは別に、沸わき起こる別の疑問。どうしてそんな有名人がこんな所に、しかも僕なんかを助けてくれたんだろう。いや、僕の疑問はともかくまずはお礼をしなくちゃ。


「あ、あの、すいません、藍沢さん……助けてくださってありがとうございました！」


　あまりの驚おどろきに思い切り呼び捨てにしてしまったことが気まずくて、謝ってからお礼をする。ただでさえ助けてもらったありがたい人なのに、それが誰もが知っている有名人だったなんて緊きん張ちようするしかない状況に、とにかく頭を下げる僕。そうしたら藍沢さんはちらりと僕を見て、「大したことじゃない」と簡単に返してきた。


　けれどそれで終わってしまった会話。無言のまま車を走らせる藍沢さんの横顔を窺うかがいながら、外の景け色しきが流れていくのを見ていた。


　でも、あまりにも沈ちん黙もくが続くのも気まずくて、会話のきっかけとしてさっき抱いだいた疑問を聞くことにした。


「まさか、藍沢さんみたいな有名な方が助けてくれるなんて思ってもいませんでした」


「目に付くところであんなにベタな絡からまれ方していたら無視出来ないだろ」


「……すいません」


「別にいいけどな」


　確かにぶつかって絡まれる、なんて今時ないくらいベタ以外の何物でもないけど。そう言われると妙に申し訳なくなってしまった。怒おこっているわけではなさそう。でも話し掛かけやすい雰ふん囲い気きではないから、お喋しやべりが得意じゃない僕としてはすぐに沈黙が出来て困ってしまう。


　なにか話題がないかと辺りを見回して、外の景色がだいぶ変わっていることに気づいた。車だから当たり前だけど、さっきの所からだいぶ離れたみたいだ。


「あ、もうここで大丈夫ですから。ありがとうございました」


「こんな所で降りたら目立つだろ」


　きっと忙いそがしい人なんだろうし、あまり時間を使わせても悪いからそろそろいいだろうと声を上げたらすぐさまそう返答された。


　暗いはずの夜道をまだまだ賑にぎわってるお店からの光が照らしていて、確かにまだ人通りがある。そんな所で、運転するのに邪じや魔まだったのかキャップを脱ぬいでしまった藍沢さんは目立つだろう。そうだよね。芸能人なんだから色々気にしなきゃいけないんだ。


　小さくすいませんと謝って、再び外に視線を向ける。会話のタイミングが難しい。もう少し暗くなった所に来たら再度挑ちよう戦せんしてみよう、と心の中で決めていたら、藍沢さんが先に口を開いた。


「ちょうど家に帰るところだったんだ。少し時間を潰つぶしていったらいい」


　ハンドルを切るのと同時に何気ない口調でそんなことを口にされ、予想外の提案に一いつ瞬しゆん遅おくれて振ふり向いた。


「え、でもそこら辺で平気ですから」


　それって藍沢さんの家に行くってこと、だよね？　しかも口調は問いかけではなく決定事じ項こうのようで。


　そこまで気を遣つかっていただかなくても、と適当に降ろしてもらうつもりでいた僕だけれど、返ってきたのは軽く目を細めた不ふ機き嫌げんそうな睨にらみ。


「俺が寄っていけと言っているのに嫌なのか？」


「……嫌なわけじゃないですけど」


「ならいいだろう」


　一瞬の目線が妙に強制力を持っていて、そんな力に勝てるはずのない僕が曖あい昧まいな返事をすれば変わらぬ口調で藍沢さん家行きが決定されてしまった。


「降ろした後にまたあんなことがあったら俺の寝ね覚ざめが悪い」


　追い討うちのようにそう言い切られて、二の句が継つげなかった僕はそのまま閉口した。確かにさっき藍沢さんが来てくれなかったらどうなっていたかわからないし。


　それにしたって藍沢柊也の自宅なんて……ファンだったら卒そつ倒とうものだろうなぁ。


　あまり表情の変わらないその横顔を盗ぬすみ見ながら、僕は隠れてため息をついたのだった。











「お邪魔します」


　帰るきっかけもつかめず、当たり前のように先に立って歩かれ、結局お邪魔することになってしまった。地下の駐ちゆう車しや場に入る前に見えた高いビルにあんぐりと口を開けてしまったのは内ない緒しよの話。


　僕たちの家だってセキュリティの関係で結構立派なマンションに住んでいると思っていたけど、なんていうか規模が違ちがう。豪ごう華かなエントランスにはフロントがあって、そこには畏かしこまったお兄さんが立っていた。たぶんコンシェルジュってやつだろう。どこもかしこもまるでホテルみたいな造りにキョロキョロと視線をやりながらエレベーターに乗った。


　通されたのはワンフロアに一室しかないという広い室内。だけどそこにはほとんど生活感ってものがなくて、モデルルームそのままのような部屋だった。シックな色合いでまとめられた家具や、下手へたすれば無む駄だに見えてしまいそうな広い空間はとても藍沢さんに似合っていたけど、どこか冷たい感じがした。


　適当に座れと言われてとりあえずソファーに腰こし掛かけても、高そうな座り心ごこ地ちが落ち着かない。だって、助けられた方の僕がまあお茶でも一いつ杯ぱいと家に招くならわかる。だけどここは藍沢さんの家で、なぜか僕はお客さんで。普ふ通つうとは逆の状況に、どうしてもそわそわしてしまう。


　もぞもぞと据すわりのいい位置を探しつつさっきから抱かかえっぱなしのバッグに視線を落としたタイミングで携帯が鳴り出した。


　画面を見ればカズからの電話。


　……しまった。カズに連れん絡らくするのすっかり忘れていた。慌あわてて時計を見れば待ち合わせの時間はとっくに過ぎていて、すぐさま通話ボタンを押した。


『もしもしハル？　なんかあった？』


「あ、ごめんね、時間過ぎちゃって。電話するのも遅おそくて……」


『俺はいいけど、ハルは？　平気なの？　なんかあって電話出来なかったとかじゃなくて？』


「ううん、大だい丈じよう夫ぶ。なんともないよ。それよりかカズ、ご飯食べた？」


　心配げなカズの声に、第一声で謝る。なにより僕が約束を破っちゃったんだし、それに気になるのは今手にしてるお弁当の代わり。カズとは夕飯としてこれを食べようって約束したから、ちゃんと代わりのなにかを食べたのか気になって。


　そうやって聞けば、明るい笑い声が電話の向こうから響ひびいた。


『もう出された弁当食べちゃったよ。時間ないし』


「ごめんね、ちょっと行けなくなっちゃって……」


『なに、転んで弁当の中身ばら撒まいたりした？　もう今日はいいからさ、ちゃんと戸と締じまりしっかりして寝ねるんだよ。んじゃ、呼ばれてるから行くね』


　朝のお説教の仕返しなのか、子供に言い聞かすような口調で言いつけると、カズはさっさと電話を切ってしまった。次の収録の時間が迫せまってるんだろうし、変な心配させることもないだろうからさっきのことを黙だまっているのはいいんだけど、悪いことしちゃったな。


「電話、いいのか？」


　コトン、と目の前に置かれたコーヒーに顔を上げると、藍沢さんが自分のカップを持って首を傾かしげていた。それだけでまるでドラマのワンシーンのようなかっこよさに一いつ瞬しゆん見み惚とれてしまう。


　カズについて行くテレビ局やスタジオで結構有名人を見てきたけど、特によくテレビで見てる人だからか他ほかの人とは感じが違うように思う。いや、実際本人の佇たたずまいが違うのかもしれないけど。


「はい、すみません」


　勝手に電話に出て失礼だったかな、とは思ったけど慌てていたし、軽く頭を下げて携けい帯たいをしまった。お礼を言ってカップを持ち、一口、口にしながら目の前に座ったその人をちょっとだけ観察してみる。


　藍沢柊也。それこそ知らない人はいないくらいの有名な俳優さん。まあまあ背のある僕よりもまだ背が高くて、細身だけど胸むな板いたは厚くて正直テレビで見るよりもかっこいい。シンプルな服装だからか、余計スタイルの良さも際きわ立だっているし。


　確か二十八くらいだって聞いたことがあったけど、この落ち着きっぷりからみるともう少し上に見える。きっとオーラの問題なんだろう、風格があるように見えるのは。いかにも芸能人ですっていやらしいものじゃなくて、内側から輝かがやいてしまうようなそんな『本物』の存在。そんな人にあんな風にスマートに助けられたら、女の子なら一発で恋こいに落ちるだろうな。


　そんなことを考えながら隠かくれて窺うかがっていたら、向こうの視線が上がって慌てて目を逸そらした。あんまりじろじろ見てたら失礼だよね。


　コーヒーをすすりつつわざとらしくならないように室内を見回す僕に、今度は反対に視線が飛んでくる。目を合わせているわけではないのに、それ自体に惹ひき付けられるような威い力りよくがあって妙みようにドキドキしてしまう。


　なんで見られてるんだろう。見てたのが不快だったんだろうか。


「……前に、会ったことあるよな？」


「え？」


　俯うつむきがちになって視線を外していたのに、低く探さぐるような声に思わず真正面を向いてしまった。こんなに目立つ人、会ったら印象的で忘れられないと思うけど、そんな覚えはない。


「いえ、初めてお会いしましたけど……」


　そりゃあテレビではよく見る人だ。この前やっていたドラマだって毎週見てた。でもカズと同じ番組に出ることはあんまりないし、僕だってそんなにしょっちゅうテレビ局に出入りしているわけでもないから、日常生活でこんな有名人とどこかで会うなんてことはないわけで。


　色々な状じよう況きようを思い浮うかべてもやっぱりなにも思い当たらない僕を、なんだか難しい顔で見ながら考え込む藍沢さん。それに対して僕もなにも言えなくて、お互たがい喋しやべらないせいでひどく重い静せい寂じやくが出来て困ってしまった。もし本当にどこかで会っていたとしても、僕には覚えがないから、どちらにせよ気まずいことには変わりはない。


　……やっぱりもう帰ろう。きっと仕事から帰ってきて疲つかれてるだろうし、僕がいたら雰ふん囲い気きも悪くなって休めないだろうから。


　残念ながら慣れてるんだ。話が続かなくて場の空気を悪くしてしまうことには。こういう時、カズならきっと上手うまくやれるんだろうけど、あいにく僕にその才能はない。


「あの、さっきは助けてくださって本当にありがとうございました。もう大丈夫だと思いますし、僕はこれで……」


　重い空気を断たち切るように出した声は少し掠かすれていたけど、それでも僕にしては頑がん張ばった方。深々と頭を下げて立ち上がった時、焦あせっていたからか間ま抜ぬけにも目の前にあるガラスのテーブルに足を引っ掛かけて、抱えていた紙かみ袋ぶくろから弁当箱が一つ飛び出てしまった。バンドで留とめておいたおかげで中身は飛び出なかったけど、床ゆかに落ちた瞬間の結構な音に青くなる。綺き麗れいなフローリングの床にお弁当箱が叩たたきつけられた。


「あ、ご、ごめんなさいっ。傷つかなかったかな」


「……これはなんだ？」


　僕が気にしたのは床。藍沢さんがしゃがみ込んで手に取ったのは……。


「弁当箱、か？」


　一瞬なんのことかわからなくて、目の前で見慣れたお弁当箱を掲かかげられてやっと理解して頷うなずいた。


「あ、そうです。夕飯にって、お弁当作ったんですけど……」


「これ、お前が作ったのか？」


　明らかに買ったお弁当じゃない、手作りのそれを見られて一瞬だけ言葉に詰つまった。なんとなく、わざわざお弁当を作って持っていく男ってどうなのかなぁとこの人を見ていたら思ってしまって。


　それでも問われたことには答えようと小さく頷いてみる。


「一応……。けど、もういらなくなっちゃって。本当は持っていくはずだったんですけど、待ち合わせの時間過ぎちゃって、もう相手は食べちゃったって言うんで」


「今の電話の相手か？」


「はい」


　カズに持っていこうと思っていたお弁当だけど、こうなったらもういらなくなってしまった。家に持って帰って食べるにしても二人分だし、朝食べてもいいけど美味おいしいうちに食べることが出来ないと思うと少し悲しいけれど自じ業ごう自得だからしょうがない。


　そんな風に肩かたをすくめて説明したら、藍沢さんが意外なことを口にした。


「それなら、俺が食ってもいいのか？」


「……これを？」


「もういらないんだろ？　せっかく作ったのにもったいないじゃないか。……ちょうど飯がまだだったんだ」


　弁当箱片手に本人は軽く言うけれど、僕は正直困こん惑わく。


　きっと豪ごう華かなご飯を食べ慣れてるんだろう藍沢柊也に、僕が作ったお弁当なんか食べさせていいんだろうか。


　そんな逡しゆん巡じゆんはあったものの、どうせ無駄になってしまうお弁当だ。食べてくれるならそれもいいかと納なつ得とくして、無事だった方の弁当箱を藍沢さんに渡わたした。明日僕が食べるよりも今食べてもらった方が、お弁当にとっては幸せかもしれない。


「じゃあこれ。あの、お弁当箱は今度なにかに使ってください。それじゃあ僕は……」


　わざわざ空になったお弁当箱だけを取りにくるっていうのも変だし、他のものにすればいいだろう。


　そう言い残して、もう一度頭を下げて今度こそ帰ろうとした。


「そっちもあるんだろ？　ここで食べていけばいいじゃないか」


　その僕を、藍沢さんは再び驚おどろく言葉で引き止めた。そして僕の手からお弁当箱を取り上げ、ガラスのテーブルの上に広げ始めた。当たり前に並べられた二人分のお弁当に、帰るに帰れなくなってその場に立ち尽つくす。


　だって、誰だれもがきゃーきゃー言うのが当たり前の俳優さんだよ？　その人が僕のお弁当を広げて食べるっていうことだけでも変なのに、僕も一いつ緒しよに食べるだなんて。


　いいです、って断るのもなんだか雰囲気からして言い辛づらいし、なによりお弁当を広げられて待たれたらそのまま帰るわけにもいかない。








「すごいな。ドラマに出てきそうだ」


　テーブルの上に並べたそれを見て、藍沢さんが渋しぶい声で呟つぶやく。呟いた本人が一番ドラマに出てきそうで、実際出ている人なんですが。なんていうつっこみはひとまず置いておいて。


　まあ、口に合わなそうだったら謝って持って帰ればいいだろう。


　広げられたお弁当は、カズの好物ばかりを詰め込んだからか少し子供っぽいカラフルな見た目で、オシャレなテーブルとは相反している。ついでに藍沢さんにも似合っていなかった。それでもまったく気にしていない藍沢さんは、卵焼きを一つ摘つまんでなんの躊躇ためらいもなく口の中に放り込んだ。こっちが緊きん張ちようしてしまう少しの沈ちん黙もくの後、喉のどが動いたのを見て思わず息を詰める。


「……うまい」


　そして洩もれた一言に、やっと息が吸えて顔が自然と笑え顔がおになる。緊張した分、単純なその言葉がやけに嬉うれしい。


「お世辞でも嬉しいです」


「悪いが世辞を言うのは苦手なんだ」


　それだけぽつりと言って黙もく々もくと食べ続ける藍沢さん。ほとんど表情は変わらず雰囲気は決して柔やわらかいものではないけど、なんだかいい人みたいだ。なにより作ったものを美味しいって言って食べてもらえることが嬉しい。実際、藍沢さんって一口食べて、それが気に入らないからって箸はしを置いてもおかしくない雰囲気だし。


　ほっとしたらお腹なかが空いて、こうなったらもういいやと真向かいの席に戻もどって一緒に食べることにした。


「いただきます」


　いつもの癖くせで両手を合わせたら、不思議そうな視線を返された。……わざわざ食べる前にいただきますの挨あい拶さつなんて、ちょっと子供っぽかったかな。なんとなく気き恥はずかしくて落としたせいで少し寄ってしまったお弁当に視線を落とす。


「これはなんだ？」


「……タコさんウィンナーです」


「ああ、そうか、ここが顔なんだな。器用だな」


「そんな。簡単ですよこれは」


　箸で摘まれたくるりと足が丸まったウィンナーを説明したら褒ほめられて、笑って肩をすくめた。そんなことで褒められるなんて思わなかった。


　それにしても藍沢柊也に助けられ、藍沢柊也と食事。しかもタコの形のウィンナーを摘む藍沢柊也なんてきっと他ほかじゃ見られないだろう。急な展開に内心おかしく思いつつ、お弁当を食べる僕。


　しばらく沈黙が続き、ふと視線を感じて顔を上げれば藍沢さんと目が合った。吸い込まれそうなほど黒い瞳ひとみに真っ直すぐに見つめられて思わず息を呑のむ。


「……お前、高篠和希だよな？」


　その名前を聞いた瞬間、胸の奥がぎゅっと痛くなった気がした。それと同時にどこか諦あきらめの気持ちが生まれる。


　やっぱりそうか。この人も僕とカズを間ま違ちがえてたんだ。だから助けてくれたんだ。僕が、芸能人で同じ業界の人だからスキャンダルとまでは行かなくても騒さわぎになると思ったから。当たり前だ。そうじゃなきゃ、こんな人がわざわざ僕なんかを助けてくれるわけないもんな。


　……そんなのわかってるはずなのに、なんでかとても悲しい気持ちになった。


「あの、僕も高篠ですけど、僕は春はる希きって言います。和希は双ふた子ごの弟なんです」


「双子の、弟？」


　今さらながらの自己紹しよう介かいに、藍沢さんが首を傾かしげる。それから僕の顔を覗のぞき込むように少し身を乗り出すから、ちょっと姿勢を正して息を詰めた。だってこんな真正面からじっと見つめられたことなんてないから。と言うか、こんなかっこいい人なら、緊張してしまうのは誰だって同じだろう。


　そうやってしばらく僕の顔を見ていた藍沢さんは、納得したようにゆっくりと頷いた。


「雰ふん囲い気きが違ちがうからおかしいとは思っていたが……双子か。確かにそっくりだな」


「そうですか？　でも、普ふ段だんだったらそんなに間違えられないんですよ？　カズの方が可愛かわいいししっかり物も言えるし誰にでも好かれるし。本当に、全然似てないのにどうして間違われるのか、僕にもわかんないんですけど」


　自分ではそんなに似てるとは思わないのに。本当に極ごくたまに間違われるそのタイミングがいつも悪い。でも、今回は藍沢さんが間違えてくれたからこそ助けられたんだから悪いことだけじゃないんだろうけど……。


「確かに造りは似てるが……そうか、双子か」


　まるで観察するようにじっくりと藍沢さんが見てくるから、妙みように恥はずかしくて視線を上げられない。


　しばらくは誤ご魔ま化かすようにもそもそとお弁当を食べていたけど、あまりに真っ直ぐな視線を送られてそれさえも諦めた。


　一いつ般ぱん人が芸能人をじっと見るのはわかるけど、どうして逆になってるんだろう。


「……前に、違うテレビ局の近くで同じようなことがなかったか？」


「違うテレビ局……？　同じようなことって……」


　とても居たたまれなくなって、なにか他に話題がないかと頭の中をフル回転させていたら、藍沢さんが難しい顔でそんな話を振ふってきた。


　考えていた分唐とう突とつな話題転てん換かんにとりあえずおうむ返しに呟いてみても、いまいちなにも浮うかばない。瞬まばたきを繰くり返してじっと見てしまった先の藍沢さんは、少し焦じれったそうに眉まゆをひそめて。


「スーツの男に襲おそわれてなかったか？」


「え……」


　スーツの人……？


　スーツの男の人となにか、と考え込んで、少しして浮かんできたのは、一ヶ月前のこと。


「もしかして、公園でのことですか？」


「ああ。そこで変な奴やつにからまれていただろ？」


「え、あれ、見てたんですか？　やだな、なんか恥ずかしい所ばっかり見られてますね」


　確かにそれは同じようなこと、だ。間違えられてからまれてる時に通りすがりの人に助けられて。


　周りに人はいないと思っていたけど、通り過ぎた車の中とかから見られていたんだろうか。


「そうなんですよ。この前もなんでかカズに間違えられて、危ない所を助けてもらったことがあって。メガネかけてなかったんで全然見えなかったんですけど、すごくかっこいい感じの人でした。なんか、登場のタイミングがヒーローっていうかこれぞ王子様！　って感じで。本当にいるんですね、危ない所を助けてくれる人って。あ、藍沢さんももちろんかっこよかったんですけど」


「王子様、ね」


　その時を思い出して語る自分の口調がちょっと夢見る乙おと女めみたいで、恥ずかしくなって一つ咳せき払ばらいをした。藍沢さんは難しい顔をしたまま、でもぼそりと呟かれたその苦い声に、もしかしたら同じようなことを繰り返してるとろい奴って思われているのかもしれない。そう考えると余計恥ずかしくなる。


「でも、その、その時はすごく焦あせってて、ちゃんとお礼も言わずに帰っちゃって。顔とか全然見てなかったから捜さがしようもなくて……」


「俺だ」


「え？」


　なんの手がかりもない相手のことを未いまだに忘れられないでいるなんて、おかしなことかもしれない。それでもどうしてももう一度会いたい相手なんだ。それを藍沢さんに対して訴うつたえるように話している自分に気づき、思わず照れて早口になった。そんな僕の言葉を遮さえぎったのは、藍沢さんの短い声。


「その相手」


　返された短い言葉に頭をフル回転。


「その相手って……僕を襲った人、じゃないですよね？」


「違う」


　当然逃にげたあの男じゃない。雰囲気が全然違うし声も違う。その前に藍沢さんがあんなことする理由もない。ということはあの場にいたもう一人。


「それじゃあ……助けてくれた人？」


　あそこには僕以外の人間は二人しかいなかったはずだ。襲った男でもないとなると、可能性はそれしかない。僕のことをあの男から助けてくれた人。


「え、じゃああれって、藍沢さん……？」


「……というか、そこまで言っておいてなにも悟さとらない方がすごいな」


　呆あきれたような口調は瞬しゆん時じにあの時を思い出させて、ぼんやりした映像と藍沢さんの姿が重なった。


　そうか。だから声が聞いたことあるような気がしたんだ。覚えがあったのはテレビの声じゃなくて、あの時の人と同じだったから？


「ほ、本当に藍沢さんだったんですか？」


「本当だ。そんな噓うそをついても仕方ないだろう」


　それじゃあ僕、二度も藍沢さんに助けてもらったんだ。


　なんで気づかなかったんだろう僕は。二度も助けてもらっておいて、今までわからなかったってどれだけ失礼なんだ。


「あ、あの、あの時は本当にありがとうございました！　そうだ、これ……！」


　思ってもみなかった偶ぐう然ぜんににわかに興奮した僕は、ふと思い出して焦りながらバッグを漁あさった。取り出したのはずっと持っていたハンカチ。いつか返そうとは思っていたけど、本当に返せると思っていなかった思い出の品。


「……ずっと持っていたのか？」


「いつ返せるかわからなかったので。あ、ちゃんと洗せん濯たくしましたから」


　まさかこのハンカチをずっと持っているとは思わなかったのか、藍沢さんの目が少し丸まってる気がする。さっきまでが見事に無表情だったからか、そんな些さ細さいな表情の変化が楽しい。この人も、やっぱり驚おどろいたりするんだ。


「そうか」


　短く答えたそれさえもなんだかちょっと微ほほ笑えんでいるように見えて、嬉うれしくなると同時に急にドキドキしてきた。


「手の怪け我がは大だい丈じよう夫ぶだったか？」


「はい。元々ちょっとした擦すり傷だったんで」


「それならいいが」


　大丈夫です、と手のひら見せた。一ヶ月前の傷きず跡あとはまったく残ってなくて、藍沢さんはそれを見て納なつ得とくしたように頷うなずいた。


「俺もあれから気になっていたんだ。てっきりあれは弟の方だと思っていたから、会いに行こうと思ってたんだがちょうど仕事が入ってな」


　あ、やっぱり笑った。


　唇くちびるの端はしを上げるだけの小さな微笑みだったけど、それだけでもだいぶ温かみが増す。なにより僕のことなんかを気にかけていてくれたことが嬉しくて、そして改めて思う。かっこいい人なんだこの人、って。


　前まえ髪がみを搔かき上げるだけの仕草が、妙に男臭くさくて、でも爽さわやかで。


　こんなかっこいい人が実際に存在するんだ、なんてすごくバカっぽいことを考える。僕だって結構カズについて行ったテレビ局で色々な人を見たことがあるけど、ここまでかっこいい人は今までいなかった。見た目だけじゃなく、すべてにおいて作り物じゃない自然なかっこよさを感じてまた、ドキドキしてしまう。


「あ、映画の撮さつ影えいですよね？　テレビで見ました。ロスでしたっけ」


　答えた自分の声がほんの少し上うわ擦ずって聞こえたのは、緊きん張ちようのせいだけじゃなかった。


「まあ、向こうに行ってなきゃ見当違いの方へ行ってるとこだったから、結果的には良かったんだろうが」


　苦味を混ぜた小さな笑えみに、そうですね、なんて曖あい昧まいに頷く。確かに藍沢さんがカズを訪ねていってたら、きっとおかしな話になっていただろう。僕はカズにあの時の話をしていないし、藍沢さんは僕をカズだと信じてた。だから嚙かみ合わない話を続けて変なことになってたんだろうから、今日僕があそこで藍沢さんに会ったことはとても必要な偶然だったのかもしれない。


「それにしても、毎回厄やつ介かいなのに捕つかまってるんだな、お前は」


「だから、毎回じゃないんです！　たまたま、本当にたまたまの時に藍沢さんが遭そう遇ぐうしただけで」


　改めてしみじみと言われた言葉は、間ま違ちがってるから反論しないといけない。本当に、普ふ段だんはそんなに間違われたりしないんだ。すごい偶然で藍沢さんがいただけで。


「お前は少し無防備すぎるんじゃないのか」


「そんな無防備ってわけじゃないんですけど……本当にたまたまで」


　確かに二度も藍沢さんに助けてもらって、その両方とも僕は大した抵てい抗こうが出来てなかった。自分がそんな危険な目に遭あうなんて思ってなかったから、少し考えが甘かったかもしれない。僕ももっと体力つけて自分でなんとか出来るようにしなくちゃ。


「……誰だれか、守ってくれる奴はいないのか？」


　そうやって一人で考えていたら、藍沢さんがほんの少し首を傾かしげてそんなことを問いかけてきた。


「守ってくれる人って、僕をですか？」


「ああ。お前はなんとなく放っておけない。俺が守ってやりたくなるほどな」


　守ってくれる人だなんて。そんなこと初めて言われたし、伴ともなう真っ直すぐな視線のせいで、意味もなくドキドキ高鳴る心臓。


　守ってくれる人、なんているわけない。それに男である僕は守られるんじゃなくて守る立場にいなきゃいけないんだから。そうは思っても二度も助けてくれた人に言えることじゃない、よなやっぱり。


　そうやってぐるぐると考えている僕を、藍沢さんがじっと見つめているのが目に入った。


　……もしかして、冗じよう談だんだったりするのかな？　だったらまともに受け取ってうろたえてしまった自分が恥はずかしい。きっと場を和なごまそうと言ってくれた冗談だろうに。


「あの、僕には全然そういう人は……」


「俺が守ってやろうか」


　でも、藍沢さんの様子を見ると本当にそう言ってくれているようだったから。そんな冗談さえ信じそうになってしまうほど真っ直ぐな視線を送ってくるから、思わず見つめ合ってしまう。


　……そう言えば僕、助けてくれた本人に向かって色々言った気がする。面と向かって褒ほめるならまだしも、誰かも認にん識しきしてない状じよう況きようで言ったことが本人に向かってだったなんて、すごく恥ずかしくないか？


　そう思うと妙みように照れて、たぶん赤くなってる頰ほおを隠かくしたくて顔を伏ふせた。


「……それ、はなんだ？」


「え？　それ……？」


　ふとその声のトーンが落ちた気がして、その目を追えば僕の首筋に痛いほど視線が注がれている。


　なんだろうって手で押さえて考え込む僕。でも思い当たるなにかはなにもなくて、首を傾げれば藍沢さんの目つきが剣けん呑のんになった。


「知らない間にでもつけられたのか、そのキスマークは。それともしらばっくれているのか？」


「きすまーく……？」


　言われたセリフに刺とげがあるような気がして、必死に記き憶おくをさらう。首筋になにか、と散々考えてふと浮うかんできたのはカズの顔。


「……ああっ！」


　それでやっと思い当たった。キスマーク。


　朝、カズに寝ねぼけて嚙み付かれた跡あとだ。歯形がついてなかったからいいと思ってすっかり忘れていたけど、どうやらしっかり跡はついてたみたいだ。そんなにしっかり跡になってたなんて全然気づかなかった。


　……ってことは。もしかして今まで僕これを見せて歩いてたの？　そんな恥ずかしい真似まねしてたなんて。


「あ、こ、これは……」


　自分でも驚いたことだから、うまく説明が出来ずしどろもどろになってしまう。


　だって、こんなのどう答えたらいいんだ。弟につけられました、なんて、いくら寝ぼけていたって変じゃないか。そもそもそれじゃあ一いつ緒しよに寝てるのかってことになって、寝ぼけてベッドに入ってくる癖くせまで説明しなきゃいけないし。


　ていうか、そんなにちゃんと見えるものだなんて全然思っていなかったから、それを今まで晒さらしていたんだと思うと急に恥ずかしくなって声が出なくなった。


　ただただその跡を手で隠して俯うつむくしかなくなって。


「恋こい人びと、か？」


「こ、恋人なんて！　そんなんじゃなくて、その……」


　なにか言わなきゃ、と考えを巡めぐらせる僕に向かって藍沢さんがびっくりする単語を投げるから、また混乱してしまう。そんな風に焦あせってた僕は、その声に含ふくまれた微び妙みような色に気づくことは出来なかった。


「そんなんじゃない、か」


　ぼそりと呟つぶやかれた言葉はよく聞こえなかったけど、なぜか雰ふん囲い気きが変わったのだけはかろうじて気づいた。


「海外なんて行くんじゃなかった」


　そしてその言葉とともに、急激に部屋の温度が下がった気がした。


　ただでさえ低い声が急に強こわ張ばったように聞こえ、顔を上げた次の瞬しゆん間かん景け色しきが反転する。


「こんなことなら、手っ取り早く俺のものにしておけば良かった」


　背中にソファーの感かん触しよくがした時には、僕の視界を埋うめるものは藍沢さんの強張った顔と天てん井じようだけになっていた。


　あまりにも突とつ然ぜんすぎる事態に状況が飲み込めず、ただただ目を大きく開けてその顔を見つめる。


　出会った時よりもより一層表情のなくなった、はっきり言って怖こわい顔。その顔が徐じよ々じよに降りてきて、メガネを奪うばわれたのと一緒に唇になにかが触ふれた。ぼんやりとした視界の中、藍沢さんの瞳、それだけがはっきり見える。


「ん……」


　声を出そうにも上手うまく動かない唇が、熱くて柔やわらかいもので覆おおわれているような……。


「んんっ……！」


　その可能性に思い当たった瞬間、頭に血が上って反射的にその体を突つき放した。とは言っても体勢的に大して力は入らなくて、押した勢いで少しだけ体を起こした藍沢さんが離はなれる瞬間ちゅっと音を立てた唇に可能性は確信に変わった。


　やっぱり、キス、されたんだ。


　初めてはロマンチックなムードで、なんて夢見てたわけじゃない。だけど、それでも少しは特別なものだと思っていたキス、をされた。


　どうして、なんで、とたくさんの疑問に促うながされて唇に触さわろうとした手を、ソファーに押さえ込まれていることに今さら気づく。いつの間にか上に伸のし掛かかってきていた藍沢さんにすべての動きを封ふうじられ、なにも身動きが取れない。


「な、なにするんですかっ？」


「キスぐらいでうろたえることもないだろう？　このぐらい、いくらでもしたことあるだろうに」


　冷たく貫つらぬくその視線は僕の思考を凍こおらすには充じゆう分ぶん。


　なにも言葉を返せないまま硬こう直ちよくしている僕を見て、藍沢さんはさっきとは違ちがう艶つやっぽい笑えみを見せると僕の首に顔を埋めてきた。


「わっ、ゃっ……んっ！」


「これだけでもう感じたのか？」


　くすぐったい、っていつもなら思うはずの首筋に舌が這はって、その瞬間背筋がぞくりとした。それとともに高い声が洩もれて自分でもびっくりする。だってカズがそこに触れた時はただくすぐったいだけだったのに。


「ゃっ、やだっ、あ、藍沢さんっ！　なにか怒おこらせたなら謝りますから！」


　なんとか身を捩よじって拘こう束そくから逃のがれようとするも、押さえつけている手は揺ゆるがない。


「……あの時に追いかけてれば良かった」


　不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを寄せて、呟かれた言葉の意味がわからない。どうしてこんな状態になっているのかなんて想像もつかない。


「藍沢さん！」


　必死で呼びかける声を無視して、藍沢さんは僕の両手を一まとめにして片手で押さえつけると、空いた片手でシャツのボタンを外し始めた。


　まるでマジックのように鮮あざやかな手つきで外されていくボタンに、どうしたらいいのかわからなくて。


「こっちに跡はないんだな」


「え？　あ、ふぁっ……」


　そんな僕を見下ろし、考えるように呟いた藍沢さんの辿たどる指が徐々に下がっていって、その感触がなんとも言えず息が洩れたような声が上がる。なんかさっきからおかしい。昔からくすぐったがりだってことは自覚していたけど、カズにされるのとは全然違う感覚に頭がよく働かない。


　それでも、ともかく逃にげなきゃって体を捩らせるけれど、まったく体が動かせない状況に逃げられる気がしなくて。


「大だい丈じよう夫ぶ。今の相手よりイイ思いをさせてやるよ。もう俺が忘れられなくなるくらいにな」


　まるで獲え物ものを前にした肉にく食しよく獣じゆうのような瞳で言われ、その獲物になった気分で愕がく然ぜんとした。


　ここまで来れば、いくら経験のない僕にだってわかる。藍沢さんがこれからなにをしようとしているのか。


　でも、その相手がどうして僕なのか、言われているのはどういうことなのかはさっぱりわからない。わかるのは一つ。とにかく今が絶体絶命のピンチだってこと。


「藍沢さ……っ、こういうのは、もっと違う人と……愛し合ってするべきものであって……！」


　首筋を舐なめ上げられる感触に変な声を上げないように耐たえながら説得を試みてみるけど、それが失敗した証しよう拠こに鼻で笑われた。


「愛し合って、な。それならきっとお前はたくさんの愛をもらっているんだろうな」


　意味が摑つかめないセリフを口にした唇が、あろうことか胸の粒つぶに嚙かみ付く。


「ええっ？　やっ、な、なにして……っ」


　男である僕には当然胸なんかなくて、まさか舐められるなんて思ってなかったのに。藍沢さんはまるで女の子にでもするかのようにそこを軽く嚙んだり舌の先で弄もてあそぶようにしてみたりと刺し激げきを与あたえてくる。


　するとなんともなかったそこに段々と熱が集まっていくような感じがして、より一層強く唇を嚙み締しめる。だって変なんだ。吸い付く唇と舌の感触がやけにリアルで、油断すると嚙み締めた唇の隙すき間まから変な声が洩れちゃいそう。


「ほら、硬かたくなってきたぞ」


　ちゅっと水音を立てて唇が離れたそこに、思わず視線を落としてしまってすぐに後こう悔かいした。


　唾だ液えきで濡ぬれた胸は妙みような光を帯びていて、そのいやらしい見た目に泣きそうになる。


「感じてるのか？　よっぽど敏びん感かんな体してるんだな？」


　それを見て、嘲あざけるように笑った藍沢さんの、唇を舐めるその舌の赤さがやけに際きわ立だって見えて目を逸そらす。


「か、感じてなんかいません。……んっ、ふぅ、ぁ……」


　感じてるなんて言葉、聞くのだって恥はずかしいのにそれが自分に言われてるだなんて事実に、頭が沸ふつ騰とうしそうなほどの羞しゆう恥ち心しんに見み舞まわれる。それから、なんでこんな目に遭あってるんだろうっていう理り不ふ尽じんな悔くやしさが込み上げてきて再び唇を嚙み締めた。


　そんな僕をまた笑った藍沢さんは、体を起こして脱ぬげかけのシャツの隙間から手を突っ込んで、撫なでるように腰こしを触ってきた。その手の冷たさに思わず逃げるように腰を上げてしまえば相手の思う壺つぼ。そこから手を入れられて、下着ごとズボンを脱がされた。


「ずいぶん協力的だな」


　まるで脱がすのを手伝ったような仕草を笑われて、恥ずかしくてたまらない。そんなつもりもない。あるわけない。


　だけど口を衝ついて出ようとした文句もすぐに飲み込まざるを得なくなった。


「なっ……や、なに……！　ゃあ、あっ……」


　信じられない信じられない！


　藍沢さんがなんのためらいもなく握にぎり込んだのは、僕自身。そんな所を人に触られたことなんてもちろんないから、人の体温が触れただけでぞくぞくと背筋が震ふるえた。そしてまるでオモチャでもいじるかのような手つきで荒あらく擦こすられて、抑おさえたい声がどうしても洩れてしまう。


「んっ……ぅあ、あっ」


「感じてなんかいない、ね」


　段々と濡れた音が混じり始めたのをわざと僕に聞かせながら藍沢さんが呟つぶやく。呟き自体は小さなものだったけど、他ほかにあまり音のない部屋の中にはやけに響ひびいて、恥ずかしさに体温が上がった気がした。そのせいでまた、嫌いやでも冷たい手の藍沢さんと温度差のあるそこに意識が集中してしまい、悪あく循じゆん環かん。


　まるでどこを触ればいいのかわかっているかのように、滑すべる手が確実に僕から快感を引き出していく。


「も、やだっ、やめて……っ」


　男の一番弱いところを握られて、力なんか入らない。


　いつの間にか解放されていた手も力が入らなくて、なんとか届く肩かたを押しても手の動きは一向に緩ゆるまない。後は弱々しい声でお願いするのが精せい一いつ杯ぱいだったけど、もちろんそんな願いが聞き入れられるはずもなく。


「やっ、あ……っ、ああっ」


　根元から先せん端たんまで、撫で上げられるだけで熱を持って芯しんが通っていくのがわかる。自分とは温度の違う手に擦り上げられてるその事実に、恥ずかしくてたまらないのにとろけそうな快感は容よう赦しやなく僕を襲おそう。認めたくないけど、藍沢さんの手はすごく気持ち良くて。


「うぁ、あ、ダメっ、ダメやだ、手離はなして……！」


「イきたいならイけばいい。こんなにトロトロに溶とけてるのに、我が慢まんしてるのは辛つらいだろ」


　ほら、なんて示すようにわざと音を立てて先端を引っかかれて、腰が揺れた。荒い息で熱を逃がそうとしても、そんなことじゃもうどうにもならない。


　楽になりたいってことばっかりが頭の中を回って、目をつぶればもうそのことだけしか考えられなくなって。


「も、ダメ……っ！」


　溜たまっていた熱が一気に弾はじけた。跳はねた腰がソファーに落ちるのと同時に急激に熱が冷めていったのを感じた。


「ふあ、あ、はあ、……も、さいあく……」


　当然こんなこと人にされたことはなくて、嫌なのに達してしまったことに情けなくて泣きそうだ。


　強ごう引いんに与えられた、過ぎる快感に負けた罪悪感が脱だつ力りよくした体中を占しめる。


「最高、の間ま違ちがいだろ。こんなに出しといて」


　見せ付けられた藍沢さんの手のひらは、僕の欲が白く汚よごしている。


　そんな自分の罪のようなものを見ていられなくて、目を逸らしたら這い上がってきた藍沢さんが僕の目じりにキスを落とした。目の端はしに溜まった涙なみだを舐め取られて、思わず睨にらみつけたら喉のどで笑う声が聞こえた。


「色っぽい目で睨むなよ。もしかしてここに欲しいのか？」


「ひぁっ！」


　そんなセリフとともに濡れた手で触ふれられたのは、脚あしの間。奥へと滑った指がとんでもないところへ触れて変な声が洩もれる。けれどその指は僕の反応なんか構うこともなく、白はく濁だくの滑ぬめりを借りて抵てい抗こうなく入り込んできた。


「待ち構えてた熱さだな。ほら、俺の指に食いついてきてる」


「う、うそ、やっ、そんなとこ……っ」


　くちゅくちゅと指が動かされるたびに聞こえる音が僕を耳から煽あおる。まだちゃんと力の入らない体を中から探さぐられる奇き妙みような感覚に、どうしたらいいかわからなくなって。


　最初から力負けしてる上にもうすでに体に力がはいらなくて抗あらがえないし、大声を出したくてもそんな声を出せるほど力が残ってない。


「ああっ！」


　途と切ぎれ途切れの思考を繫つないでどこかに道はないかと探していた僕の中にある指が折り曲げられた瞬しゆん間かん、弾はじかれたようにビリビリしたものが背筋を駆かけ上がってきて、自分のものとは思えないくらいの甘い声が上がった。思わず仰のけ反った背が戻もどるよりも前にまたその刺激を感じて、一気に目が潤うるむ。


「イイだろ？　ちゃんと感じてるじゃないか」


　そんな僕を見て、満足そうに口の端を上げる藍沢さん。さっきまでとは違ちがう感じに、とにかくなにかもっとやばい方向に誘ゆう導どうされた気がした。


「か、感じてなんか……！」


「いない、か？　よくもまあこんな体を晒さらしておいてそんなことが言えるな」


「んっ！　だ、め……っ！　あっ！」


　ぬめった水音をさせて指を動かされれば、信じられないくらいの電気が走る。文句を言うための口は自分でも甘いと思う声を洩らすだけになり、そんな自分が情けなくて。


　指を入れられている違い和わ感かんはまだ残っているものの、それを超こえる普ふ通つうじゃない感覚に頭がおかしくなりそう。


「噓うそつきの口の代わりに、体は素す直なおに反応しているな」


　膝ひざを押さえられ閉じられない脚の間で指を動かしている藍沢さんの姿がすごくやらしくて。


　いっそのこと、もう気を失えたらいいのに。


　恥ずかしくて、でも逃にげられなくて、こんな思いするくらいだったら意識をなくしてしまいたい。だけど中ちゆう途と半はん端ぱに働く頭はただただ引きずり出された快感だけを僕に伝えて苦しめる。


「三本目の指も緩くなってきたぞ。ほら、まだ足りないって鳴いてる」


　わざわざ見えない羞しゆう恥ちを音にして伝えてくるから、ひどく居たたまれなくなって伸のし掛かかってくるその胸を叩たたいた。拳こぶしにはまったく力が入ってないことを自覚してたけど、もう他に出来ることがなくて。


「もうやだ……っ、指やだ、抜ぬいてっ」


　哀あい願がんとも言えるような情けない頼たのみ方。もちろんこんなの聞いてくれないと思ってた。だけど次の瞬間奥でうごめいていた指がずるりと抜けていって、そのあまりの呆あつ気けなさに思わず藍沢さんの顔を見上げてしまう。


「我慢の限界か？」


　意地悪く笑った顔がなにを意味するか、整わない息に思考も乱れっぱなしの僕にはすぐには理解出来なかった。


　膝裏をすくわれ足を持ち上げられた時にやっとその意味に気づいても、もう遅おそかったんだ。


　藍沢さんが身を屈かがめたのと同時に指とは比べ物にならない熱い質量が体の中に押し入ってくる感かん触しよくがして。


「いっ……たぁい！」


　そこから脳天まで一気に信じられない激痛が駆け抜けた。伸し掛かってくる体を押しのけようとした手は力をなくし、代わりにソファーの背もたれを摑つかむ。


「そんなに力を入れていたらそりゃあ痛いだろう。素直に受け入れた方が楽だぞ」


「そんなこと……っ」


　素直に受け入れろったって、こんな状じよう況きよう受け入れられるわけがない。なにより一点に集中した痛みでまともに頭が働かない。


　元より、こんなの全部初めてのことだからなにをどうしたらいいのか全然わからなくて。


「歯を食い縛しばるな」


「だって、いっ……！」


「世話が焼けるな、お前は」


　ぐいぐいと遠えん慮りよなく腰こしを押し付けられて涙が零こぼれる。それを見た藍沢さんが、ため息をついてまた唇くちびるを重ねてきた。


　今度は一いつ緒しよに生暖かいものが口の中に滑り込んできて、逃げ損そこねた舌と絡からまってやっとそれが藍沢さんの舌だってことに気づく。


「んっ、んむ……んっ」


　くちゅくちゅと唇や舌から濡ぬれた音がする。息さえもまともに出来ない荒い口付けの合間に熱が奥へと侵しん入にゆうしてくる感覚があったけど、さっきほどの痛みはなかった。


「はあ、はあ、は……」


　やっと唇が解放された時にはほとんど酸欠状態。


　目の前は真っ白で、熱さだけが体中を火ほ照てらせてる。


「あっ……！」


　唐とう突とつに、お腹なかの奥から焦じれるように熱が生まれて、一気に目の前のもやが晴れた。藍沢さんが動くことで擦すれる熱に、嫌いやでも繫がってる事実を思い知らされる。痛みも違和感もあるとは言え、まるで女の子みたいに体の中に欲望を受け入れてる自分に愕がく然ぜんとした。


「ずいぶんきついな、お前の中は」


　意地悪い笑えみと一緒に、ずるりと熱が引き出され、そして息いきつく暇ひまもなく奥まで突つき上げられて体が跳ねた。


「ぁっや、ゃ、動かな……っ！」


　次し第だいにスピードを上げる動きに、段々と声が抑おさえられなくなる。


　自分の声が甘ったるい響ひびきを帯びているのは聞こえてる。でも気持ちいいかどうかなんてわかんない。ただ突き上げられるたびにお腹の奥から押し出されるように声が洩れるんだ。


「あっ、あ、やっ、アッ……！」


「ここ、か？」


　まるで抉えぐるようにそこを突かれて、僕は慌あわてて口を塞ふさいだ。そうじゃないと、聞きたくないような声が洩れてしまう気がしたから。


　それがまたなにかのスイッチだったのか。藍沢さんの動きが変わって、浅くそこだけを突き上げるような動きに頭が沸わき立つような気がした。


　強すぎる衝しよう撃げきのような快感に、口を押さえてもがくことしか出来なくて。


「んんっ……んっ、ぅ」


　抱かかえ直された足を上げられ深く貫つらぬかれれば甘ったるい声が喉から勝手に洩れる。


　こんなことおかしい、やめさせなきゃって冷静な自分は思っているのに、体に力が入らない。


　ギッ、ギッと軋きしむソファーの音を聞きながら、快感の波に流されかけている自分を感じた。嫌なのに。こんなことされてひどいって思うのに。


　繫がったそこから生まれる熱と快感が頭を支配する。


「熱……っ、あ、やっ……！」


　背中に擦れるソファーの革かわの感触が唯ゆい一いつの現実で、後はこことは違う世界の話のようだった。


　初めて与あたえられた、流される快感に頭はぼうっとしたままで。


「あっ、あ、んっ、あ……っっ！」


　体の最さい奥おうに自分とは違う熱が弾はじけたのを感じた瞬間、僕は意識を投げ出していた。











「ん……」


　洩もれた声はまるでどこか遠いところから聞こえたような頼たよりなさ。


　さらりとしたシーツの感触が気持ちよくて、寝ね返がえりを打とうとした瞬間背中を駆かけ上がった痛みに一瞬にして目が覚めた。


　大きなベッドの上。ただし僕の家のものではなく、見慣れない明らかに高級そうなもの。


　当たり前にそこに寝ていたせいで、ほんのちょっとの間状況が摑めずに何度か瞬まばたきを繰くり返す。


「っつぅ」


　それでも起き上がった時に感じたありえないところの痛みに、悪夢のような出来事を思い出した。


　薄うす暗ぐらい部屋の中はベッドが真ん中にでんと置いてあるだけ。首を巡めぐらせ見回してみても、寝しん室しつには他ほかに物は必要ないとばかりになにもなかった。そしてその部屋の持ち主もいない。人の気配もない。


　痛みを感じないようにゆっくりと動く自分がバスローブを着ているのに気づいて、ともかく周りを探さぐり、ベッドサイドのチェストの上に置いてあったメガネをかけてベッドを降りる。


　音を立てないように慎しん重ちように移動し、ドアを薄うすく開けると外を窺うかがう。そこは数時間前に見たリビングで、やっぱり人はいなかった。


　代わりに離はなれた所から水音が聞こえてきて、シャワーの存在を思い出させる。そうか、シャワー浴びてるのか。


「……っ」


　そこまで普ふ通つうに考えて、次いでシャワーを浴びる理由に思い当たって息を呑のむ。


　ああそうだ。あの人に、僕……。


　フラッシュバックのように瞬間的に思い出された映像に恐きよう怖ふを感じて、僕はその場に脱ぬぎっぱなしになっていた服を手早く身につけ、バッグを引っ摑んで部屋を飛び出した。





　なんでこんなことになったんだろう？　どうして？


　二度も助けてくれたいい人だと思ったのに。あんなに憧あこがれてた人に、やっと会えたのに。こんなことするなんて……ひどすぎる。


　零れそうになった涙なみだを、唇を嚙かみ締しめることで耐たえるのがその時の僕の精せい一いつ杯ぱいだった。




　　　　２







「じゃあ和希くん、スタンバってもらえますか」


「はーい！」


　隣となりではっきりした声で答えたカズが、慣れた様子でステージの上へと歩いていく。明るいライトの方へ向かっていくその姿は完全にアイドルの高篠和希で、今の今まで僕にベタベタしていたカズとは別人のよう。


　その姿を見て一つため息。


　あの日の夜、カズはドラマの撮とりが朝までで帰ってこなかったから、なんとか誤ご魔ま化かせた。だから、藍沢さんとのことは会ったことから全部話してない。


　カズには言えない。こんなこと言えるわけがない。僕を必要以上に心配してくれるカズだから、こんなこと話すわけにはいかない。だから相談も出来ない。出来るのは、何事もなかったように振ふる舞まうことだけ。


「はあ……」


　それでも油断すると勝手に洩れてしまうため息。


　それを聞かれたらしく、カズのマネージャーである城戸さんに同情するような笑みを向けられて、余計気まずくなる。


　だから僕はジュースでも買ってきます、なんて早口で告げてスタジオを飛び出た。


　きっと城戸さんはカズがこうやって僕を仕事場に連れてくることに対してのため息だと思ったんだろう。カズの性格同様僕の性格もわかってくれている人だから、僕がこういう賑にぎやかな所が苦手だってことも、だけどカズに言われると断れずに結局来てしまうってことも知っている。


　カズはどうしてか僕をこういう所に呼びたがるんだ。いつでも僕の顔が見ていたい、とか具合が悪いけど僕がいると安心して頑がん張ばれるとか言って、結局毎回隅すみで見学することになる。


　忙いそがしくてしっかりと睡すい眠みん時間は取れないし、体調がすこぶるいい時っていうのがあまりないカズだから、少しでも具合が悪いと言われるとどうしても心配になってしまうのはたぶんちょっと過保護だとは思うんだけど。それでもカズの渋しぶる顔を見るのは嫌だし、結局僕が根負けするのがいつものパターン。


　城戸さんはそのやり取りのすべてを知っているから、僕がため息を洩らした意味をそれと思ったんだろう。


　正直それもあるけど、今はそんなことよりもっと頭を悩なやますことがある。忘れたいのに忘れられないこと。


　もちろんそれは、藍沢さんとのこと。忘れたいと思えば思うほど、頭の中から消えてくれない映像。


　ともあれ、会おうと思わなきゃそう簡単に会える人ではないんだし、こういう所でのニアミスに気をつけていれば……。


「あ」


　そう考えていたのに。


　見つけたくないその姿を早々に見つけてしまった瞬間、意識する前に声が洩れた。向こうは気づいていなかったんだからこちらから存在を報しらせることなかったのに、とは思ってももうすでに後の祭り。


　振ふり返ったその人は、僕を見つけるとほんの少しだけ目を細め、それから低い声で「おい」と呼びかけてきた。だけどそんなの聞く謂いわれはない。


　回れ右して駆け出そうとしたけど、一足早く追いつかれて後ろから手を摑つかまれた。


「ちょっと待て、おいっ」


　こんな時まで下手へたすると聞き惚ほれそうな低い美声は、妙みような拘こう束そく力を持って僕を怯おびえさせる。悪いことしたのは向こうなのに、僕の方がたじろいでしまうような迫はく力りよく。


「な、なんですか」


「話したいことがある。ちょっと来い」


　摑まれた腕うでを引っ張られて、危あやうく視線に負けそうになりながらも両足で踏ふん張ばって抵てい抗こうした。だって怖こわいのは当たり前じゃないか。あんなことされた人に、来いと言われて大人おとなしくついていく奴やつなんていない。


「僕にはないです」


「それならここで話してもいいのか？」


　ため息をつかれ、改めて冷静に問われるともちろんそんなわけにはいかない。あの日のことを誰だれかに聞かれでもしたら、それこそ恥はずかしすぎて憤ふん死ししそうだ。そうじゃなくたって思い出したくないのに。


「困り、ます……」


　結局その脅おどしのような提案に負けて、僕は出来るだけ藍沢さんと距きよ離りを取りながらも結局藍沢さんの楽屋に連れて行かれることになった。


　とりあえず周りには人がいるんだし、妙なことはされないよね？


　一人警けい戒かいを強めながら入った楽屋は、藍沢さんの部屋と同じようにこざっぱりとしていて、自前の持ち物らしい物はほとんど置かれていなかった。楽屋は、大きな鏡といすやテーブル、その上にお弁当とペットボトルが置かれているだけ。カズに用意された部屋と同じはずなのに、住人が違ちがうと印象が違ちがって見えるから不思議だ。


　ともかくなにかあった時にはすぐに逃にげられるようにとドアに近い側に座ると、向かいに座った藍沢さんは率そつ直ちよくな質問を投げてきた。


「どうして帰った？」


　真っ直すぐと目を見み据すえられての疑問は、まるでそうした僕がおかしいかのような言い方。どうして帰った、なんて聞くまでもないことだろうに。


「あ、あんなことされたら普ふ通つう逃にげるに決まってます！　助けてもらって、いい人だと思ってたのに、いきなりあんなひどいこと……」


　思い出したくないあの時のことが自分の言葉で蘇よみがえりそうになって、慌あわてて言葉を切る。それでも瞬しゆん間かん的に赤くなった顔はどうにも誤魔化せない。


「キスマークなんて見せびらかしておいて、いきなりもなにもないだろう」


「別に見せびらかしてなんかいませんっ。それにあれはキスマークなんかじゃなくて、寝ねぼけたカズに、弟につけられて……」


　この際もうそういう恥ずかしさからは目を逸そらすとして。


　呆あきれたような物言いに、一度は飲み込んだ説明を持ち出した。決して見せびらかしたわけじゃない。跡あとがついていたこと自体知らなかったし、それが見えていたことにびっくりしたんだから。


　そう弁解する僕に、藍沢さんは口の端はしを上げ含ふくみのある笑い方をして見せる。


「弟に、な。それにしてはだいぶ敏びん感かんだったが？」


「び、びんかんって！　変なこと言わないでください。そんなわけないじゃないですかっ。初めてだったんですよ！」


「初めて？」


「そりゃそうですよ。だって僕はあんなこと今まで誰ともしたこと……」


　明らかに噓うそだって決め付けている表情に、反射的に言い返す。しかも興奮のあまりついつい余計なことまで口にしてしまった。でも、全部本当だし。


　僕の言葉を聞いて、今まで意味ありげな笑えみを浮うかべていた藍沢さんは、軽く目を丸めて驚おどろきの表情を見せる。それからすぐに眉まゆを寄せて怪け訝げんな顔に切り替かわった。


「……噓だろう？」


「なんでそんな噓つかなくちゃいけないんですか。本当にないんです！」


「ないのか？　……まさか一度もないとは言わないだろ？」


「悪かったですね！　一度もないんですっ。だって僕は今まで誰とも付き合……！」


　付き合ったことがないんだから、あんなことをしたことがあるわけない。


　本当に驚いたように聞くものだから、正直に応じてしまってから慌てて口を閉じる。さすがにそれを認めるのはなけなしのプライドが邪じや魔まをした。だって絶対笑われる。すべてにおいて経験豊富そうなこの人の前でそれを認めるのは情けなさすぎる。


　それでも言いかけた言葉で悟さとられたのか、藍沢さんの喉のどがくっと鳴った。はっきりと表情に出たわけではないけれど、今絶対笑った。


　予想通りに笑われたのはもちろん、まんまと喋しやべってしまった僕自身に対しても悔くやしくて、むくれそうになるのを抑おさえて藍沢さんから視線を逸らす。


「しかし、まさか一度も経験がないなんてのは噓だろう？　しっかり感じてたじゃないか」


「か、感じてなんかいませんってば！」


　再度もう聞かれたくない質問を持ち出されて大声で返してしまった自分の声の響ひびきにまた恥ずかしくなる。


　感じてなんかいない。あんなこと無理矢理されて、そんな風に思うだなんて絶対、断じて、ない。……ないったらないんだ。


「本当に、僕は初めてだったのにあんなこと……」


「ふむ……」


　僕の言葉をどう受け取ったのか、藍沢さんは腕を組み片手を顎あごに当ててなにか考え込んでしまった。なにを考えてるのかなんて、それこそ考えたくないけど。


　とにかく、いくら話したってこの調子じゃどうせまともに聞いてくれないんだろうし、早く話を終わらせてカズの所に戻もどろう。僕がいないときっとまた機き嫌げんが悪くなるだろうし、それを宥なだめなきゃいけない城戸さんに悪い。


「とにかく、あのことはなんとも思ってませんから、もう僕のことは放って置いてください。有名な人は、だいぶ変わってる人が多いっていうのもよく知ってますし、あんなの、犬に嚙かまれたようなもんですから」


　それこそ女の子じゃないんだから責任取って、なんて言えるわけもないし言うつもりもない。お金持ちの趣しゆ味みやファッションセンスが変わってるのと同じで、結局この人にとってはあれもからかいのうちに過ぎないんだろう。所しよ詮せん庶しよ民みんにはわからない雲の上の人の遊び。それに巻き込まれただけなんだ。


　だからこれで終わり、と出来るだけきっぱりした口調で言えば、なぜか藍沢さんは口元を笑みの形に歪ゆがめた。


「俺は犬か」


「そうです。とびきり獰どう猛もうで躾しつけが成ってなくて、絶対鎖くさりの外せないやつです。そんなのに近付いた僕が注意不足でした」


　天下の藍沢柊也を犬扱あつかいなんかしたらきっとファンの人だけじゃなく周りの人みんなに怒おこられるだろうけど、そんなの今は構いやしない。


　怒られるならそれはそれで帰りやすくなる、と毅き然ぜんとした態度を意識して背筋を伸のばしていたら、藍沢さんが腰を浮かしたのが見えた。


「……まともに付き合っている奴がいないのなら都合がいい」


　そしてテーブルに片手を乗せ、身を乗り出すようにして僕へと距離を詰つめる。思わずちらりとドアを確かく認にんした瞬間すぐ傍そばで声が聞こえて。


「嚙んだ責任はきちんと取ってやるから安心しろ」


　ふっと、場ば違ちがいに爽さわやかな笑みを見せた藍沢さんが手を伸ばしてきて、そのナチュラルすぎる仕草に咄とつ嗟さに反応出来なかった僕は簡単に捕とらわれた。


　頰ほおに触ふれた手に引き寄せられ、唇くちびるが耳たぶに触れてただでさえ威い力りよくのある声が直じかに鼓こ膜まくを揺ゆらす。


「カラダの相あい性しようは良かったろ？」


「な……！」


　囁ささやかれた言葉がまるで熱を持っているかのように頭を支配する感覚。触れられた所から熱が発した気がして、声が上うわ擦ずった。今うろたえないって決めたのに、その決意を平気で叩たたき壊こわすような威力に焦あせってしまう。


「な、なに言ってるんですかっ」


「言葉通り、口説いてるんだよ。お前が欲しい、ってな」


　そんな僕に、藍沢さんの笑み混じりの囁き。


　間近の笑みと囁きは悔しいけどくらくらするほどかっこよくて、惑まどわされないように仰のけ反るように距離を取った。


「へ、変なこと言わないでください」


　引っくり返りそうになる声をなんとか留とどめて、藍沢さんに言い返す。やっぱりこの人といると危険だ。


「僕もう帰ります！　カズが待ってるんでっ」


　だからもういい加減帰ろうと立ち上がりかけたけど、摑つかまれた腕うでを引かれて座り込んでしまった。放してくれと言うのが当然な僕を、藍沢さんはまるで楽しいものでも見るかのように眺ながめ、微ほほ笑えみを浮かべてから口を開いた。


「念のために撮とっておいただけなんだが、使えるなら利用しよう」


　取り出されたのは黒いシンプルなフォルムの携けい帯たい電でん話わ。それをカチカチと操作した藍沢さんは、なにかを見つけたように手を止めた。


「なん、ですか……？」


「取り引きしようじゃないか」


　浮かんだ笑みに警けい戒かいする僕に、藍沢さんはやっぱり楽しそうな顔を崩くずさないまま携帯電話の画面をこちらに見せないようにして振ふってみせる。


「あの時の写真、弟に見られたくないだろ？」


「なっ……なん……っ！」


　本当にさらりとした口調で言われたのは、わかりやすい脅おどし。わかりやすいだけに簡単に混乱した僕は言葉が上手うまく紡つむげなくて。


　あの時、というのはもちろん藍沢さんに襲おそわれた日のことだろう。


　写真なんか撮られていたなんて知らなかった。もしそんなのをカズが見たら、本当に倒たおれてしまうかもしれない。その前に僕が倒れそうだけど。


　さっきまではシンプルなただの黒い携帯電話だったそれが、藍沢さんの手に収まった今、ものすごく凶きよう悪あくな武器に見える。


「そ、そんなの……、け、消してください！」


「だから取り引きだと言っている」


　当然のことながらそんな恥はずかしい写真を撮られていたことを知らされて、冷静でいられるわけのない僕と、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの藍沢さん。どちらが有利な立場に立っているかは一いち目もく瞭りよう然ぜん。


　すでに半泣きの僕を前に、藍沢さんはあくまでゆったりとマイペースに考え込む。


「そうだな……。今は時間がないから仕方ないが、今度時間が出来た時に呼び出すからその時は文句を言わずに付き合え。大人おとなしく言うことを聞くのならこの写真は誰だれにも見せない。お前の態度次し第だいでは消してやってもいい」


　どうだとばかりに目を見つめられても、それが怖こわい申し出であることには変わりなく。


「……脅きよう迫はく、するんですか」


「取り引き、と言っただろ？」


　どんなに言葉を飾かざったって、脅される方には変わりがない。それがいい条件かどうかなんて混乱した頭で考えられるわけもないけど、なんとか頭を回転させてその内容を咀そ嚼しやくする。


　僕がこの取り引きを飲めば、あの写真は誰の目にも触れない。だから誰にも知られない。


「本当に、言うこと聞けば消してくれるんですか？」


「守る気がないのなら、最初から約束なんかしないさ」


　再度確認するように念を押せば、藍沢さんは変わらない口調で簡単に答えてみせる。一つ一つの言葉がまるでなにかのセリフのようで、出来過ぎたドラマを見ている気分。だけど違ちがうのは僕がそこの登場人物だってこと。


「……わかりました。その条件飲みます。だからその写真消してください」


「と言っても、消した途と端たんに逃にげられたらたまらないからな。次に会った時な」


　必死な僕とは違って有利な立場に立っている藍沢さんは、ぱたんと携帯電話を閉じてしまった。


「それと」


　それに気を取られている隙すきに。


「……！」


「契けい約やくの印だ」


　長い指で持ち上げられた顎。流れるような動作で触れた唇。一度軽く触れただけのそれが、もう一度嚙み付いてきそうになった瞬しゆん間かん、コンコン、とドアを叩く音が響き聞こえてきたのはスタッフさんの声。


『藍沢さん、そろそろスタンバイお願いします』


　告げるだけ告げて立ち去る足音が響いてすぐ。


「残念。続きはまた今度な」


　本当にそんな風に思っているのか、藍沢さんは、そのまま楽屋を出て行ってしまった。


　呼ばれたから行く、それはわかるけど。あまりにも呆あつ気けなさすぎる途と切ぎれ方に、頭がついていかない。


　ただ一人、その場に呆ぼう然ぜんと残される僕。


　……ほぼ脅迫の契約の印にキスだなんて、どれだけ僕の心臓にショックを与あたえたら気が済むんだろうこの人は。


　それでもだいぶ早めに我に返り、慌あわてて楽屋を飛び出て自じ動どう販はん売ばい機きを目指した。


　カズにいないことが見つかる前に帰らなきゃ。


　そのことばかりを考えて、今さっきの藍沢さんの言葉を思い出さないようにすればするほど、逆にその囁きごと頭の中にリフレインされてしまう。


『口説いてるんだよ。お前が欲しい、ってな』


　まるで今この瞬間に囁かれたみたいに鮮あざやかなその声に頰が熱くなったのを感じて、ぺちんと音を立てて叩いてやった。


　口説く、だなんてそんなことありえない。お世辞じゃなく当たり前のようにモテるだろうあんな人が、可愛かわいくもない男の僕を口説くなんてそんなおかしな話あるか。絶対からかってるに決まってるんだ。


　だからそんな言葉に惑わされる必要はない。


　ないったらないんだ。


「……あ」


　頭の中での言い訳を繰くり返しながら辿たどり着いた自動販売機の前。


　何度も頭かぶりを振りながら響ひびく声を追い払はらおうとしていたら、ガタンと音がして出てきた缶かん。思わず勢いでボタンを押してしまった自動販売機の取り出し口から出てきたのは、熱々のコーンスープで。


「……元からこれが飲みたかったんだ僕は」


　周りに誰もいないのにどうでもいい言い訳をすると、もう一度お金を入れてカズのためにスポーツドリンクを買った。


　熱々の缶と冷たいペットボトルを手にしてスタジオに帰る途と中ちゆう、また熱くなったほっぺたを叩こうとして持っていた缶を落としたのは、決して動どう揺ようしてるからじゃないんだ。




　　　　３







　時計を見て時間を確かく認にんした講師が授業の終わりを告げて、周りがばたばたと片づけを始める。


　僕も書き込んでいたノートを閉とじ、メガネを外して眉み間けんを揉もんだ。


　珍めずらしいほどに出席人数が多いのは試験が近いからだろう。授業も聞かず試験範はん囲いだけ聞いて、後は一いち夜や漬づけでもするんだろうか。僕にはそんな賭かけのような真似まね出来やしないから、他人事だとため息をついて筆記用具をまとめた。


　あれから、幸いなことに藍沢さんから連れん絡らくはない。


　元から携けい帯たいの番号もメールアドレスもなにも教えてないけれど、向こうから呼び出すと言って来たんだし、なにかしらで連絡を取るつもりなんだろうけど。当たり前だけど警戒しまくりの僕は出来るだけ藍沢さんのいそうな現場にはついて行かないようにしている。


　出来ればこのまま会わないで、脅迫のことも忘れてくれるといいんだけど……カズのことも写真のこともなにも状じよう況きようが変わっていないんだからそうもいかないんだろう。


　ともかく、いつ藍沢さんから連絡が来るのかなんて予想もしようがない不安より、僕が今頭を悩なやましているのは今日の夕飯。


　また今日もカズは遅おそいみたいだから、重過ぎないけれどしっかり栄養摂とれるものがいいよな。


　さてなににしよう、と夕食のメニューを考えながら立ち上がると、後ろの方から知らない声で名前を呼ばれた。


「たっかしっのくーん！」


　振ふり返れば、一応名前は知っているけど、ほとんど喋しやべったことのない人たちが妙みようににこやかに僕のもとにやってくるのが見えた。


「なに？」


　なんの用だろう。だって本当にほとんどなんにも関かかわりのない人たちで、こんな風に呼ばれるような間あいだ柄がらじゃないから。


「な、ノート貸してくんね？」


「ノート？　なんの？」


「とりあえず、俺らと授業かぶってるやつ全部？」


「そのうち返すからさ」


　この答えは少し予想外だった。ノート全部？


「頼たのみますよ高篠さま～」


「な？　高篠ならテストとかちょろいだろ？」


　言葉がぽんぽん飛んできて、突とつ然ぜんのことに目を白黒させてた僕はやっとのことで頭を動かして答えを探した。


　テスト前の勉強のためにノートが必要ってことだよね。テスト前だけでも、諦あきらめて投げ出さないで勉強するのはいいと思うけど、全部となるとさすがに僕もちょっと困る。


「えっと、コピーじゃダメかな？　僕も勉強したいし」


　それならいいけど、と首を傾かしげて持ちかけた提案に、その人たちはお互たがい顔を見合わせ、その中の一人が顔の前で両手を合わせた。


「じゃあさ、コピー頼んでいい？　俺ら次すぐ授業だしさ」


「……わかった。じゃあコピー取ってくるよ」


「助かりまーす！」


　僕が頷うなずけば揃そろって両手を合わせられて、まるで拝まれてるみたいだと小さく笑って教室を出ようとしたら、僕の前に誰だれかが立ちはだかった。


「たまには人に頼たよってばっかりいないでしっかり勉強したまえ諸君」


　危あやうくぶつかりかけて足を止めれば、そこには友達の野の瀬せくんがいた。コホン、と大げさな咳せき払ばらいをして僕の肩かた越ごしに今喋っていた人たちの方に声を投げる。


「そんなんじゃ大学来てる意味ないじゃないか若人わこうどよ」


　そんなに年が違うわけじゃないのに、まるでおじいさんみたいな言い方をする野瀬くんに思わず笑ったら、返すように笑われがっしりと肩かたを組まれた。


「さ、行こーじゃないか高篠くん。学び舎やが我らを待ってるぞ！」


　あさっての方向を指差し、そのまま大おお股またで歩き出した野瀬くんに肩を組まれている僕は、引きずられるようにして後に続く。


「……なーんてな。まあ奴やつらには言っても無む駄だだろうけど」


　そして教室を出てしばらくしてから野瀬くんが大きく肩をすくめてみせた。


「そろそろ高篠辺り狙ねらわれんじゃねーかと思ってたんだよ。試験前になるとああいうのがわいてくるから。で、大だい丈じよう夫ぶだった？」


　どうやらさっきのやり取りを見ていたらしく、僕が普ふ段だん一いつ緒しよにいない人たちといたから心配してくれたみたい。


「うん、ありがと」


　お礼を言って笑って見せると、野瀬くんは満足げに笑い返してから思いっきり伸のびをした。


「さて。俺は次あるけど、高篠は今日は終わりだろ？」


「うん。あ、でもノートをコピーしないと」


「いーのいーの。どうせああいう奴らは適当にやるんだから。高篠はほんっと誰にでも優やさしいなぁ。いいんだぞ？　ああいうのは放ほっときゃあ」


　そういえばとノートを見てさっきのことを思い出したけど、野瀬くんは軽く僕の背中を叩たたいてから首を振る。それから半ば呆あきれたように言ってきたから、首を傾げてみせた。


「別に誰にでも優しいわけじゃないよ？」


「いいや、仏か高篠かって勝負だろ」


　これは好勝負だ、なんて勝手に難しい顔して考え込んでいる野瀬くん。そんなに誰彼構わず優しくしてるつもりなんてないんだけど、そう見えるのかな。


　そんなに真しん剣けんに考えることじゃないでしょうと落ちてきたメガネを上げながら笑ったら、なぜかその顔を覗のぞき込まれた。


「高篠ってさ、Ａ型？」


「ううん、ＡＢだけど、……どうして？」


　今までの話はどこへ行ったのか。唐とう突とつと言えば唐突な話の振りに、とりあえず答えてみたけどその真意はわからず。歩きながら素す直なおに聞いてみれば、なにかを考え込んだ野瀬くんはその問いに答えず違ちがう問いを返してきた。


「じゃあ弟もＡＢだよな。そうか。そう言われればそれもありか」


　弟、と当たり前に言われたのは、もちろん野瀬くんがカズのことを知っているから。


　野瀬くんは僕がカズと双ふた子ごだってことを知っている数少ない一人だ。野瀬くんの家に遊びに行った時に、見ていたテレビにちょうどカズが出ていて、「高篠和希って、ちょっとお前に似てない？　そういえば名字も一いつ緒しよだし、従兄弟いとことかだったりして」なんて笑われたのに双子だよって答えたのが最初。野瀬くんとしては本当に何気ない会話の一つのつもりだったみたいで、やたらと驚おどろいていたけれど、それからも特に距きよ離りを取るわけでもなく過か剰じようにくっつくわけでもなく付き合いは変わらない。だから僕も気負うこともなく話せるんだ。僕から言わせれば、野瀬くんの方がよっぽど優しくていい人。


　そんな野瀬くんは、自分の言葉に一人納なつ得とくしたように頷いている。


　なにをそんなに頷くことがあるんだろうと首を傾げていると、野瀬くんが僕の肩に手を置いた。


「あれだな。お前がＡ型の方で弟がＢ型の気質持ってんだな」


「そう？」


「うん、絶対そう。いや、弟はテレビで見たのしか知らないけど、お前は絶対そう。真面まじ目めで几き帳ちよう面めんで、変なとこで悩んで」


「そう、かな……？」


　確かにそう言われればそうかもしれないと思うところは少しある。


　人から言わせるとあまり大したことないことで悩んでしまうし、人に言われるとそれが多少無理なことでも断れないし。


　その点カズは社交的で相手といい関係を作るのが上手うまくて、あんまり細かいことでは悩まない。


　同じ血液型でも、野瀬くんの言う通り僕とカズは両りよう極きよく端たんなのかもしれないな。


「で、この前の悩み事は解決した？」


「え？」


　そうやって考え込んでいたら、変わらぬ調子で問われた言葉に驚いた。口調はさっきまでと同じさらりとしたものだったけど、予想外の所からの質問。急に「悩なやみ事は」なんてあること前提の話をされて、咄とつ嗟さに反応出来なかった。


「なんかこの前暗い顔してたし、具合悪そうだったから。今はちょっとマシになったみたいだけど、なんかやっぱ気になるんだよな。特に高篠って、悩みとか一人で抱かかえ込みそうだしさ」


「……そんな風に見える？」


「見える。人の悩み事とかはたっぷり聞いて真剣に相談乗ってやるのに、自分のことはあんまり、って感じ」


　きっぱりと頷く野瀬くんに、曖あい昧まいに微ほほ笑えみ返す。


　言われたのはたぶん、藍沢さんとのことがあった次の日のこと。確かにあれからしばらく具合が悪かったし、色々考えることもあったから暗い顔はしてたかもしれない。


　……悩み事、か。悩んでないって言うのは噓うそだよな。


　だからと言って、さすがに藍沢さんのことを相談するわけにはいかない。もしかしたら野瀬くんは気にしないかもしれないけど、やっぱりことがことだけに口に出せるような話題ではないから。


　なんて返すべきか、曖昧な笑えみを浮うかべたまま考え込んでいたら、野瀬くんはまたうんうん頷いて僕の背中を叩いた。


「相談なら、っていうか話を聞くぐらいなら出来るから、なんかあったらいつでも言いな。あ、お礼は春希くんの手料理で結構ですから」


「……ありがと」


　そんな風に茶化して話を終わらせると、まだ授業があるからと言ってさっさと階段を上っていってしまった。


　その背を見送ってから、僕は帰るために校門へと向かった。


　あんな風にさり気なく人のことを気き遣づかえるなんて、野瀬くんってすごい。僕もそういうところを見習わないといけないな。


　いつまでも同じことで悩まないようにしなきゃ。そりゃあ僕としては悩まずにいられないことではあるけど、起こってしまったことは起こってしまったこと。自分で忘れるって宣言したんだし、もっと気をつけて自衛の意識を強く持てばきっと大丈夫。さっきのことだって、僕に隙すきがなければそう簡単には使われないんだから。


　よし、頑がん張ばるぞ。まずは危ないものに近付かないこと。君子危うきに近寄らずって言うもんね。


　ともかく今悩むべきは過ぎてしまったことじゃなくて、夕飯の買い物だ。


　そんな風に一人気持ちを整理させて、さてスーパーへ行こうと通りかかった校門の辺りが、妙みようにざわざわしていることに気がついた。なにかを囲むようにして人だかりが出来ていて、それを抜ぬけて行こうとした僕の目に飛び込んできたもの。


　いかにも高級そうな、そしてなぜか見覚えのある車。


　なんとなく嫌いやな予感がして、早足でそこを通り過ぎようとした瞬しゆん間かん。


「春希」


　ざわめきの中、張り上げられたわけじゃないのによく通る声で呼ばれて思わず足を止めた。振ふり向けば、運転席から覗いた顔がこっちを向いていて、なぜかサングラスに隠かくれている瞳ひとみとばっちり目が合ってしまったことを確信する。知らん振ぷりしたかったのに。


　低いその声は嫌でも注目してしまうほどの美声。


　ざわめきが広がり、周りの視線は車と僕に二分された。注目を集めるどころか人目を避さけたい僕としては早くこの場を立ち去りたくてしょうがなくて、実際走り出そうとしたけど声の主はそれを許さなかった。


「おい、春希！」


　もう一度はっきりと名前を呼ばれ、その言葉の裏に隠された強制力に、気が進まずとも足は進めてのろのろと助手席に乗り込んだ。


　本当は気づかなかったことにして帰りたいけど、そういうわけにはいかない。だって僕にはあの約束があるんだから。


　逃にげ出したい気持ちを抑おさえて車に乗り込むと、その人──サングラスだけで顔を隠した藍沢さんはすぐに車を発進させてその場から立ち去った。ざわめきが遠のき、やっと一息つく。


　でも、これで終わりじゃないんだ。


「……なんなんですか一体」


　連れん絡らくする、という言葉に油断していた。なによりスタジオなんかに行かなければ会わないと思っていたのに、なんでこの人がここにいるんだ。


　当たり前だけど自分から大学名を言った覚えはない。それなのにどうしてこの人がこんな所にいるの？


「この前おあずけにしてしまったからな。焦じれてるんじゃないかと思って改めて口説きにきた」


　台本でもあるんじゃないかというセリフを平然とした様子で口にして、藍沢さんは僕の反応を見るようにちらりと目線をやってくる。まるで当たり前のことのように恥はずかしいことを言われて、頰ほおが熱くなっていくのを感じた。


「じ、焦れてるって、なに言ってるんですかっ。そういう話じゃなくて……」


「続き、したかったんだろ？　待ち構えていたような顔してたくせに」


「してません！　それにそんな話じゃなくて！」


　どうしてこの人はこんな恥ずかしいことをさらりと言えるんだろうか。そりゃああの時は驚いて動けなくなったけど、決して待ち構えていたわけじゃない。


　しかも僕が聞きたい話題からわざと遠ざけるようなことばっかり言うから、むっとして声を荒あらげてしまった。だって僕はそんなことを聞きたいわけじゃないのに。


「どうして藍沢さんが僕の学校を知ってるんですか」


「調べさせた」


　ともかく、ちゃんと答えてくださいとむっとしたまま再度問いかけをすれば、なんともあっさりした答えが返ってきた。


「調べさせたって、誰だれに？　え、どうやって？」


「それは秘密だ」


　聞く僕に今度は面おも白しろがるような笑み。そして眉まゆを寄せたままの僕を横目で見て、藍沢さんはもったいぶるように口を開いた。


「どうしても、お前が『どんなことをしてでも』知りたいって言うなら、教えてやってもいいが、どうする？」


「……結構です」


　意地悪な笑みを浮かべたまま、やたらと意味ありげな言葉を強調して聞いてくる藍沢さんの楽しそうなこと。


　もちろんそんな怪あやしい申し出、僕が受けるわけないってわかって言ってるんだろう。この人ってどうして楽しそうに僕のことをからかうんだろう。


「……暇ひまじゃないでしょうに、どうしてそんなことするんですか」


　そんなことしてどうするのっていうのが問題だと思う。


　どうして忙いそがしいだろう俳優さんが、わざわざ僕なんかの大学を調べて校門前で待っていたんだろう。どうしてもやらせたいことがあるのなら、なにも本人が直接こんな所まで来なくたっていいじゃないか。


　どうしても理由がわからなくて低く問う僕に、藍沢さんは前を向いたまま口の端はしを小さく上げる。


「だから、お前に会いに来たと言ったろ？」


　それしかないとばかりにさらりと言われた簡潔な回答。


　ほらまたからかう。今度こそ騙だまされやしないんだ。だってこの人、僕にあんなひどいことした人なんだから。


　そりゃそんなセリフが違い和わ感かんなく似合うほどかっこいいよ。それは認める。見た目にかっこいいのはもちろん、仕草だって隙がなくてこの場面だけ切り取ったら本当に映画だ。だけど、こんな風に二人っきりになっていい人じゃないのは身を以もつて体感してる。ひどい目に遭あったじゃないか。それにわざわざ会いに来たってことは、脅おどす内容が決まったに違ちがいない。


　静かな車内と窓の外をどんどん過ぎていく景け色しきに心配になって、無む駄だだとは思うけど一応その顔を窺うかがいつつ聞いてみた。


「あの、僕そろそろ降ろしてほしいんですけど」


「まだダメだ」


　文句ではなかったために契けい約やく違い反はんにはならなかったようだけど、それでも現状は変わらず。行き先もわからず目的もわからないままじゃ不安なのは当然。


　夕飯の買い物も行きたいし、なによりこの人の傍そばにいるのは色んな意味で緊きん張ちようするから出来るなら降ろしてほしいと恐おそる恐る告げた僕に、藍沢さんはきっぱりと否定してくれた。


「まだって、どういうことですか？」


「まだはまだ、だ。もう少しで着く」


　問いかけに答えてくれるのはいいけれど、あまりに簡潔過ぎて答えられれば答えられるほど謎なぞが深まっていく。


　横を流れていく景色の速さから、どこかを目指して走っているのは確か。まさか僕がスーパーに行こうとしていたのを悟さとっていたわけじゃないだろうし、そのための送そう迎げいってものじゃないだろう。そうなると思いつくのはすごく限られて。


「……着くって、僕の家、ですか？」


「家には後で送ってやるよ」


　とりあえず一番安全そうな場所を口にしてみれば、やっぱり謎が深まってしまった。後で、ってことは今向かってる場所とは別だということ。


　僕の家を目指しているわけじゃないとなると、可能性があるのは。


「……藍沢さんの家？」


「なんだ、家に来たいのか？」


「まさか！」


　これぐらいしか思いつかない、と恐る恐る聞けば、返ってきたのは意外そうな顔。そうとでも答えたらすぐにハンドルを切りそうな表情に、引っくり返った声で答えた。藍沢さん家に行きたいだなんて、そんな危ないこと僕が思うはずない。


　もちろん僕がそう答えることはわかってただろうに、あんまりにも声が裏返っていたからか藍沢さんが口の端で笑う。


「着けばわかる」


　そして質問は終しゆう了りようとばかりに短い一言で話を終わらせる藍沢さん。


　僕の家でもなく藍沢さんの家でもないとなると、後はスタジオぐらいしか見当はつかないけど、そんな所に行って一体なんの用があるのか。


　本当に、どうしてこんなことになっちゃったんだろう。助けてくれたと思った有名人に、変なことされてその上そのことで脅されて。今なんか行き先もわからないまま車に乗せられてる。


「カズに危ない人に近寄るなって言われてるのに……」


「危ない人、か。確かに俺はお前にとっての危険人物だな」


　思わず呟つぶやいた言葉は静かな車内に響ひびき、それを聞き取った藍沢さんは微かすかに笑った。


　自分で危険人物だと認めた上に余よ裕ゆうの笑え顔がおを見せられて、僕がそれ以上つっこめるはずもなく、仕方なく口をつぐむ。


「……前から思っていたんだが、その髪かみはどうしたんだ？　寝ね起おきか？」


「寝起き？　いえ、今日は朝から授業に出てましたから」


　そしたら今度は藍沢さんが、そんな話を振ふってきた。唐とう突とつな話題転てん換かんに、瞬まばたきを二度繰くり返してから自分の頭を触さわる。ついていけない頭を動かす間、搔かき回した髪の毛。セットしていないナチュラルなままの髪は、少し伸のびてきたかもしれないけど、床とこ屋やに行くにはまだ早いぐらい。


「別にカズはなんとも言ってなかったけど……変ですか？」


「というか、せっかくの土台を台無しにしているだろう、それじゃあ」


　藍沢さんの言動は時たま理解が出来ない。土台って、土台が地味だからこれぐらいでちょうどいいんだと僕は納なつ得とくしてる。そりゃあカズや藍沢さんみたいなかっこいい人なら次々変えたってどんな髪型も似合うんだろうけど、僕は違ちがうし。


「その服も。弟と間違われないような変装かなにかか」


　続けて言われたことが突とつ飛ぴ過ぎて笑いそうになった。僕が変装だなんてなにを言っているんだか。


「なに言ってるんですか。普ふ通つうにしてれば僕とカズなんか間違われないんですから、そんな無駄なことしませんよ。カズが、これがいいって言ったんで。僕オシャレのこととか全然わかんないですし」


　サイズが変わらないから昔から穿はいているジーンズも、原色より落ち着いた色が似合うとカズが選んでくれたシャツも特に変だとは思わない。似合わない服を着て悪目立ちするよりかはよっぽどいいと思ってるんだけど、そんなにおかしいだろうか。


「……お前はなんでも『カズ』だな」


　ため息混じりの言葉が少し引っかかって、そう言えば少し頼たより過ぎてるかもと隠かくれて反省。確かに髪型も服装も全部カズに頼ってる。双ふた子ごとは言え弟だし、それってやっぱり情けないのかな。


「そんなに、弟とは仲が良いのか？」


「……カズとは、普通の兄弟よりかは仲がいいと思いますよ。双子だし、二人で暮らしてるっていうのもありますけど、髪型も服も、僕よくわかんないので全部カズに選んでもらってて。だから買い物も一いつ緒しよに行ったりもするし、この間のお弁当……も、カズのために作ったもの、ですから」


　誤ご魔ま化かす理由もないし、正直に仲の良さを認めた。まあ、さすがにベッドに潜もぐり込んでくることとか、ほっぺたにキスしたりよく抱だきついてきたりすることまでは喋しやべる必要ないだろうから黙だまっておくことにするけど。


　それでも途と中ちゆうで言葉が詰つまったのは、その日のことを思い出したから。作ったお弁当を食べた後、藍沢さんにされたこと。


「カズ、ね」


　その恐ろしいことをした相手に、意味ありげに呟かれたカズの名。そこに滲にじんだ色は僕にはよくわからなくて、観察するように窺った顔の感情も読み取れはしなかった。


「と、とにかく、仲はいいです。ケンカもほとんどしたことないし」


「……そうか」


　ただなんとなくいい意味ではなさそう。だから早口で言葉を終わらせれば、またなんだかやけに含ふくんだ言い方で頷うなずかれて、眉まゆをひそめる。


　だけど黙ってしまった藍沢さんにそれ以上問い掛かけることも出来ず、そのまま口を閉とざした。


　そしてしばらく流れる景色を見ながら沈ちん黙もくを誤魔化していると、どこかの駐ちゆう車しや場に車が停とまったのに気づく。


「着いたぞ、降りろ」


　続いて短い指示を飛ばす藍沢さんの声。


「着いたぞって……美容院？」


　窓の外を覗のぞけば、たまにテレビで見る有名な美容院がそこにあった。近所の床屋で髪の毛を切る僕にはまったく縁えんのない場所。


　この人に連れて行かれるんだから、絶対に怪あやしくて怖こわい所に違いないと思っていた僕の予想はある意味裏切られた。


「なんで美容院、なんですか……？」


　どうしてこの流れで美容院なのかさっぱり繫つながらない僕は、ただただ呆ぼう然ぜんとその看板を見上げて。


　答えを求めた藍沢さんは、ただ意味ありげな微ほほ笑えみを浮うかべて一言だけくれた。


「嚙かんだ責任は取ると言っただろ？」


　もちろんそれは素す直なおに納得出来る理由じゃない。その言葉の意味さえよくわからない。


　それでもさっさと車を降りてしまった藍沢さんに促うながされるまま、僕は仕方なく車を降りて引きずられるようにしてその異世界へと連れていかれたのだった。








「これで完成っと。どうですかお客さん。お似合いですよ。これでこのメガネがなければまったく別人ですね」


　髪を切っていたお兄さんににこやかに肩かたを叩たたかれ、鏡の中に映る自分自身を見つめて呆然とする僕。


　連れられて入ったお店はオシャレな内装で、その中はお客さんでいっぱいだった。だけど藍沢さんは僕を連れてなんのためらいもなく奥の個室へと入って行き、断る暇ひまもなく鏡の前のイスに座らされて、止める暇ひまなく奥から出てきた店長っぽいお兄さんが鮮あざやかに僕の髪を切り始めた。


　マジックみたいな鮮やかな手さばきで動かされるハサミに目を奪うばわれているうちに、鏡の中には別人が現れていた。


　カズがたまにインタビューを受けるファッション誌に載のっていそうな髪型で、落ち着いた茶色ではあるけど色も入っている。カズほどではないにしても、なにも手を加えていなかった時より数段明るい色。こんなの生まれてこのかたしたことがない。


　重たい黒ブチメガネは見慣れた僕のもの。だけどその他ほかが「誰だれこれ」状態。まるで記き憶おく喪そう失しつになった後に鏡を覗いた気分だ。自分じゃないみたい。


「思った通り、化けたな」


　呆然と見ていた鏡の中に、もう一人の登場人物。


　美容師さんに注文をつけるだけつけてずっとそこで待っていてくれたらしい藍沢さんは、少し満足げに笑っていた。それが鏡越ごしの僕に向かってのものかと思うと妙みように照れて目を伏ふせてしまう。


　人となりは別として、やっぱりこうやって見るとかっこいい人だから、その視線が自分に向いているかと思うと照れて当然だ。


「でもやっぱり変ですよ。僕にはこういうの似合いません……」


「度数が合ってないんじゃないか？」


　急に視界がぼやけたのはあまりにも鮮やかにメガネを取られたから。反射的に伸ばした手は空を切り、逆に顔を上げさせられた。僕の目線で鏡を見るためなのか、腰こしを屈かがめて顔を寄せてきた藍沢さんに警けい戒かいよりも緊きん張ちようしてしまう。


「ああ、やっぱりメガネはない方がいいな。……ないと見えないのか？」


「見えません、全然」


「ならちょうどいい。これは預かっておくぞ」


　僕は早く返してほしかったから事実を言ったのに、藍沢さんはどうしてかそれを好都合と取ったようだ。


「え、困ります、返してくださいっ。これじゃあ全然見えないんですよ。ちょっと！」


「次行くぞ」


　僕のもとにメガネは返されず、逆に伸ばした手を摑つかまれ引っ張られたからその勢いで立ち上がって。


「あの、次ってなんですか？」


　ありがとうございましたー、なんて明るい声を背に、当然疑問に思うことを聞くけれど藍沢さんは答えてくれない。


「あの、お金は！」


　有う無むを言わさぬ勢いで手を引っ張られ、レジらしき所も通り過ぎてしまったから焦あせって聞いたけれどやっぱり返事はなかった。


　メガネを人ひと質じちに取られたあげくに視界の悪い状態じゃ店を出るのさえ恐こわい上に、似合わない髪かみ型がたをしている素す顔がおを誰かに見られるのかと思うと恥はずかしくて、仕方なく僕は俯うつむいたまま藍沢さんに手を引っ張られて歩くことになった。








　次の藍沢さんのターゲットはどうやら僕の服のようだった。


「あの、ねえ、ここは？」


　やっぱり手を引かれて入ったお店の中。藍沢さんからの説明はなく、聞いてみても教えてくれない。


「今度はなんなんですか？」


「いいからついてこい」


　よくは見えないけどやっぱり普ふ段だんの僕とは縁のなさそうな服だらけのお店。その奥の試着室へ押し込こまれ、次から次へと服を持ってこられて着き替がえさせられる。その様はまるで着せ替かえ人形のよう。


　着て、見せて、また着替えて、見せての繰くり返し。


　そのたび藍沢さんが店員さんと話してコーディネートし直してっていうのを何度も繰り返して、全然僕のイメージじゃない服に着替えさせられた。


　だっていいって言ってるのに、服を持ってきた藍沢さんがあの力強い目で僕をじっと見て「着ろ」なんて言ってくるんだもん。僕に断れる術なんかない。ただ言われるままに着替えをするしかないって決まってるようなもの。


　今も、渡わたされたのはいわゆるつなぎ。カーキ色のそれをとりあえず着てはみたけれど、やっぱり僕が着るとなんだか変だ。


「どうだ？」


　試着室の外から声をかけられ、とりあえずそっとドアを開けてみると覗き込んだ藍沢さんがため息をつくように肩を落とす。どうやら思った以上に似合わなかったみたい。


「あの、見ればわかると思うんですけど、僕こういうの本当に似合わな……」


「そんなにしっかりボタンを上まで留めるな。もう少しラフに」


「あ、ちょっと……」


　出来れば今すぐ脱ぬぎたい、と首元に手をかければ、その手に藍沢さんの手が重なって、驚おどろきと警戒に息を呑のんだのは一いつ瞬しゆん。


「ほら」


　鏡が見えるように肩を摑まれ半回転させられた。前を開けられ、中のシャツが見えるようにされれば確かにいかにも作業しそうな感じではなくなった。


　普段自分やカズでは選ばないような服だから着方さえよくわからないのに、藍沢さんの手にかかるとそれなりに見えてしまうから不思議だ。


　後ろから一いつ緒しよに鏡を覗いていた藍沢さんが頷うなずいたのが見え、そしてまた着替えタイム。


　今まではどちらかと言うと着ていて楽なのが一番だったんだけど、次々と選ばれてくるのは細身の白いパンツやタイトなブラックジーンズで、シャツだって普段なら選ばないような明るい色だし、さっきのつなぎもそうだけどオフホワイトのジャケットだなんて自分だったら絶対手に取らないようなものだ。


「せっかくスタイルがいいんだ。見せなきゃ損だろう」


　違う服に着替えた僕の腰に手を回し、くるりと鏡の方に向けて満足げな藍沢さんの声。スタイルがいいだなんて初めて言われた。そりゃ背はそこそこあるとは思う。だけど見るからに頼たよりなさそうな細い体は、スマートと言うよりひょろひょろって言った方が正しいと僕は思う。


　それにしても、いくらはっきりと見えないからってシルエットくらいは見えるわけで、髪かみ型がたも服装も違ちがってまるで別人のような僕と普ふ通つうに立っているだけでかっこいい藍沢さんが鏡の中に並んでいるととても変な感じがする。


「あの、メガネ返してください。これじゃあ全然見えないんですよ」


　せめて少しでも自分らしさを取り戻もどしたくてお願いすると、至近距きよ離りで強い視線を感じた。どうやら睨にらまれているらしい。


「せっかく作り上げたのにこれじゃあ台無しだ」


　隠かくそうともしない不満げな声。


　藍沢さんとしては僕の黒ブチメガネがどうしても気に入らないらしく、ものすごく不ふ機き嫌げんなオーラがひしひしと伝わってくる。そう言われても、僕はそれがないと見えなくて困るのでして。


「コンタクトにしろ。すると約束すればメガネは返してやる」


「コンタクトって……」


　どうにも美意識的に許されないらしいメガネを返す条件は、まるで子供みたいな要求。


「なんでコンタクトなんかにしなくちゃいけないんですか。僕はそのメガネで充じゆ分うぶん……」


「それは文句と取っていいのか？」


　微び妙みような笑えみ混じりの言葉。それとともに目の前で振ふられたのは黒くて四角いもの。たぶんそれは藍沢さんの携けい帯たい電でん話わ。その意味は、今さら言われなくてもわかってる。


「……わかりましたよ。言うこと聞きます」


　そんな無茶苦茶な。とは思ったけど、藍沢さんからメガネを取り返すにはそうするしかないみたい。頭の中で天てん秤びんにかけて悩なやんだ結果、渋しぶ々しぶだけど約束をしてようやくメガネを奪だつ還かんした。


　なんだかちょっと久しぶりのメガネをかけて、恐おそる恐る鏡を見ればそこにいたのは知らない人だった。同じ顔でオシャレしてるのにカズとも違ちがう、見たことない人。髪型を変えた時以上の変へん貌ぼう振ぶりに、思わず鏡を見つめてしまう。


　見覚えがあるのはメガネだけで、僕なのに僕じゃないみたい。


「似合ってる。その野や暮ぼったいのがなければ」


　僕の肩かたに手をかけ一緒に鏡を見て微ほほ笑えむ藍沢さんになぜかどきりとしたのは、きっと緊張しているところを触さわられたからだ。そうに違いない。


「なんか、恥ずかしい……」


　だからぎこちなくならないように自分に視線を戻して素す直なおな感想を口にした。


「明日学校行ったら変に思われるだろうな」


　いきなりこんな格好で行ったら、絶対変。なに急にしゃれっ気づいてるんだろうって自分で思うもん。からかうまではいかないだろうけど、変には思われるだろう。


「ああ、そりゃあ目立つだろうな」


「……困ります。すっごく」


　こんな似合わない格好しているのを誰だれかに見られたら、と思うとたまらない。知り合いに会ったら、と思うと今から動どう揺ようしている自分が目に浮うかぶし、なによりカズはどう思うだろうか。


　一人慌あわてる僕を横目に店員さんとどこかへ行っていた藍沢さんは、戻ってくるとまた別の店員さんになにかを指示して。


「え、ちょっと、あの……っ」


　僕が戸と惑まどっている間に店員さんは手て際ぎわ良く僕の着ている服の値札を切ってしまって、助けを求めた藍沢さんはすでに僕が元に着ていた服やバッグを持って歩き出していた。


「そっちの荷物はお前が持て」


「え、荷物って……」


　この服どうするんですか、と問いかけるより前に店員さんから渡された紙かみ袋ぶくろ。このお店の袋だってことに気づいたのは、店員さんが丁てい寧ねいに頭を下げて「ありがとうございました」と言っているのを聞いたからで。


　笑顔で頭を下げる店員さんと、二つの大きな紙袋と、僕の荷物を持って店を出て行く藍沢さんを何度も見比べてから、結局その背中を追いかけた。


　両手に大きな荷物を持ってばたばたとみっともなく走る僕が追いついた時には、藍沢さんはもう車に乗るところだった。


「なんなんですか、これっ」


「お前の服だ」


「服って……」


　運転席に座る藍沢さんに窓越ごしに紙袋を見せると、返ってきたのはとても簡潔な答え。


　この量からいってかなりたくさんの服みたいだけど……もしかしてさっき着たのを全部買ったっていうこと？


「こ、困ります、こんなの！」


　ただ試着をしているだけのつもりだったから、まさか藍沢さんが全部買うだなんて思ってもいなかった。しかもそれが僕のだなんて驚くし困る。


「乗ったらどうだ？　目立ってるぞ」


　だけど、藍沢さんから返ってきたのはそれに対しての反応ではなく、冷静な忠告。


　ただでさえ目立つ高級車の横で、大きな荷物持って大声出した自分が恥はずかしくなって、だけど両手に持つ荷物のせいで赤くなっただろう顔を隠すことも出来ないまま焦あせって助手席に飛び乗った。


　そうしたら藍沢さんが当然のように車を出そうとするから、僕は改めて紙袋を見せて訴うつたえる。


「藍沢さん！　聞いてください、こんなの困ります！」


　こんなたくさんの服、もらうわけにはいかない。誰にだってそうだけど、藍沢さんには特に。


　だけど困りますと訴える僕に対して、藍沢さんは憮ぶ然ぜんとした顔で静かに口を開いた。


「それならお前は、俺にこれをすべて返しに行けと言うのか？　今買ったそこに？」


「そ、それは……」


　大きな声で怒ど鳴なられたわけじゃない。けれどその視線の迫はく力りよくは普通の人の怒鳴り声以上で、僕の方がうろたえてしまう。


　確かに一度買ったものをいちいち返品しに行くなんて藍沢さんのイメージじゃないけど、だからってそれならいただきますなんてあっさり頷けない。だってこんな風にしてもらう理由がわからないんだから。


　もしかしたらこれが藍沢さんなりの「あのこと」の責任の取り方なのかもしれないけど、それはそれ、これはこれだ。文字通り話が違う。


「それならちゃんと服のお金払はらいます」


「値段なんぞいちいち覚えてない。いいから黙だまって受け取れ。……それとも、そんなに俺が選んだものが嫌いやか？」


「い、嫌とかそういうことじゃなくて……」


　とにかくきちんと代金を受け取ってくださいと提案すればきっぱりと拒きよ否ひされた。その上で声のトーンを落として問われれば、反論は弱まってしまう。


　もしそれが今までの高圧的な態度だったら、反射的に嫌だと言ってしまったかもしれない。だけど、目を見つめられたまま残念そうに言われたら、急にとても悪いことをした気分になって。


「そこまで拒否されると、さすがに応こたえるな」


　戸惑う僕を見て、眉まゆを下げて気弱な笑みを浮かべた藍沢さんは、ため息をついて肩を落とした。その傷ついた様子に、わいてきた罪悪感が胸をちくちく突つつく。


「せっかくお前のために選んだのに、余計なお節介だったってことか」


「藍沢さん……」


　どうしよう。こんなにがっかりされるとは思わなかった。またいつもの調子でからかったりして無理矢理押し付けてくるのかと思ったのに。


　……そうだよね。藍沢さんは色々と僕のために服を選んでくれて、それをプレゼントしてくれた。それを、まるで嫌がらせされたみたいに真っ向から拒否したら傷つくのは当たり前だ。


「あの、藍沢さん……」


「全部お前に似合うと思って選んだ。実際によく似合っていた。お前にどうしても着てほしい。そういうのも迷めい惑わくか？」


　紙袋を持ったままの僕はどうしたらいいかわからず、せめて謝ろうと口を開いた。だけどそれを遮さえぎった藍沢さんは、真しん摯しな瞳ひとみで僕を見つめてそう囁ささやくような声で聞いてくる。


　いつもと違ちがう口調にも視線にも戸惑った僕は、一度紙袋に目を落とし、それから決心して頷うなずいた。


「……わかりました。いただきます」


　僕が答えれば、藍沢さんはやっと満足そうに笑ってくれた。そんな風に藍沢さんに意地悪じゃない笑い方をされると、余計に断れなくて、結局受け取ることに。


　それでも、見せてくれた笑えみにほっとして、つられて微笑みながら座席に背をつけた僕は、抱かかえたままの紙袋を改めて見てとても基本的な疑問に捕とらわれた。


「藍沢さんって、どうして僕にこんなことしてくれるんですか……？」


　あんな写真があって逆らえないのは僕なのに、髪かみを切ったり服を買ってくれたり。


　脅おどされてなにか買わされたりさせられたりするならわかる。だけど、これじゃあ僕が優ゆう遇ぐうされてるだけじゃないか。


「今までの格好より似合うものがあったからそうした。……それじゃあ不満か？」


　悩む僕への答えはとてもあっさりしたもの。藍沢さんにとっては、本当にそれだけの理由なのかもしれない。


　答えになっているようないないような言葉に戸惑ったまま曖あい昧まいに頷く僕を見て、藍沢さんは穏おだやかな微ほほ笑えみを見せた。


「……本当にその格好は似合ってる。綺き麗れいだ」


　そして告げられたセリフに、一いつ拍ぱく間を置いて沸ふつ騰とうしたみたいに顔が熱くなる。


　面と向かって人に「綺麗」なんて褒ほめられたことは初めてで、なにかを返すより先に反応してしまった体は顔同様熱くなってしまった。しかも、それが藍沢さんの笑み付きだなんて、そんなの卑ひ怯きようと言うしかない。


　かくして僕は、藍沢さんが運転している間中真っ赤な顔で固まり続けたのだった。








「……あれ？」


　気づいたのは見覚えのある玄げん関かんの前。


　ワンフロアに一つのドアしかない豪ごう華かなマンションに住んでいる人なんて僕は一人しか知らない。


「僕、どうして藍沢さんの家なんかに……」


　そしてその一人、今目の前で鍵かぎを開けている藍沢さんに当然の疑問を投げれば、僕を招き入れるように大きくドアを開けてこっちを振ふり返った。


「その格好で目立つのが嫌だったんだろう？　だから目立たない俺の家に来た。なにか文句が？」


　平然とした顔は、それだけが唯ゆい一いつの正しい選せん択たくだったと言わんばかりの表情をしてる。


　それでも自分で目立つと言ってしまった手前、きっぱりと言い切られたその言葉に反論出来ず。


　結局、再び足を踏ふみ入れることになってしまった藍沢さんの家。


　玄関でのろのろと靴くつを脱ぬぐ僕にも構わず、藍沢さんは先に家の中に入っていってしまった。


　ほんの少し警けい戒かいが過ぎるんだろうかと自分を疑ってしまいたくなるほどの関心のなさは、僕がついてくると確信しているからなんだろうか。


　……どんな時でも簡単に気を許しちゃいけないんだ。テレビで見るかっこいい俳優、藍沢柊也は僕を襲おそって脅きよう迫はくしてる男の人、なんだから。


　意を決して乗り込んだ、相変わらず殺風景な部屋。警戒を怠おこたらないようにしてお邪じや魔まして、すぐにでも帰れるようにソファーの上に放られた僕のバッグをこっそり確保したりしていたんだけど。


「そういえば飯を食い損そこねたな」


　聞こえた声に時計を見れば、いつもの夕食の時間はとっくに過ぎていた。カズは今日もスケジュールがぎっしりで、帰ってくるのは日付が変わってからになるだろうって話だったから、その点は心配しなくていいんだけど。


「まあいいか」


「……まあ、いいか？」


　ぽつりと呟つぶやかれた言葉が耳に入ってそれだけで気になったのに、駄だ目め押しの一言を言われてかちんときた。


　ちょっと待て、落ち着くんだ。


　ここで急に怒おこるのはみっともないし、カズじゃないんだから僕が怒るような人じゃないのはわかってる。だから僕は出来るだけ落ち着いた声こわ音ねを意識して口を開く。


「それは食べない、ということですか？」


「なにかしら適当に口にすればいいだろう。酒のつまみぐらいならある」


「いいわけないでしょう、そんなの！」


　ほんの少し問う声が震ふるえたのは仕方ない。だけどあっさり答えられた食をないがしろにする発言に反射的に語気を荒あらげてしまった。怒鳴るとまではいっていないけれど、かなりの勢い。


　カズが栄養失調で倒たおれて、せめて食事だけはちゃんとしようっていうのを決めてから、食そのものに対しての感覚が僕の中で大きな割合を占しめるようになった。普ふ段だんから自分だけじゃなく人が適当に食事をしているのさえ気になっているというのに、特に体を大切にしなきゃいけない人が「まあいいか」で食事を抜ぬくだなんて言語道断だ。


「そうやって食事を適当に取ってると、いつか絶対倒れちゃうんですからね！　倒れてからじゃ遅おそいんですよ？　食べられる時にきちんと食べておかないと、いざって言う時に力も出ないんですから！」


　それでも、僕が怒るべきことじゃないってのもわかってるのに、この件に関してだけはそれを反省出来るのは怒ど鳴なってしまってから。


　またやってしまったと後こう悔かいしつつ、藍沢さんの顔色を窺うかがう。僕の視線の先、不ふ愉ゆ快かいになるかと思った藍沢さんは、なぜか口の端はしを上げて悠ゆう然ぜんと微笑んで見せた。


「じゃあお前が作ってくれるのか？」


「……え？」


　もしかしたら、この展開は藍沢さんにとって予想済みだったのか。なんのよどみもなく出てきた提案に、勢いを殺そがれて小さな声が洩もれる。


「この前の弁当は美味うまかったし、あの味なら今からでも食いたい。そうじゃなかったら俺は食わない」


　伝えるべきことを簡潔に伝え、藍沢さんは僕に答えを求めてきた。


　そうじゃなかったら食わない、なんて言い切られるのも、真っ直すぐ見つめられる視線にも弱いのは、僕。


「……わかりました。仕方がないから作ります」


　仕方がない、ってところを強調して告げれば、藍沢さんは僕が受け入れるのを当然と思っていたように頷いてさっさと僕の手を摑つかみキッチンへと連れていった。


　さてなに作ろう、と手を洗いながらふと気づく。


　……なんだか、まんまとはめられた気がする。


　どうやらこれは作られた流れのようだ。それに、僕は見事に乗せられた形みたい。でもここで食べなきゃ絶対この人はこのまま寝ねそうだし、そうなると食べてもらうには僕が作るしかないんだろう。仕事の都合上三食きっちり同じ時間に食べることが無理なのは、カズを見ていてわかってる。そうじゃなくてもこの人が自じ炊すいするようには見えないから基本外食ばかりだろうし、外に出たら出たで色々周りに気き遣づかうこともあるんだろう。


　……しょうがない。作らなきゃ食べないなんて人が目の前にいるのに、僕が無視出来るわけないじゃないか。


　結局同じ結論に至り、深々とため息をついてみてもきっとこの人には通じないだろうから考えを改めることにした。さっさと作ってさっさと帰る。それに限る。


「……あ、じゃあ買い物行かないと」


「いや、そこになにか入っているだろう。マネージャーが勝手に詰つめ込んでいくんだ」


　指されたのは綺麗過ぎる立派な冷蔵庫。いや、冷蔵庫だけじゃなくキッチン全体が綺麗なんだ。本気で使った痕こん跡せきがなくて、その様はある意味見事だった。


　ひとまず食材チェックと開けた冷蔵庫の中は、本当に色々と物が詰まっていた。この家のさっぱりしたイメージからいくと、飲み物くらいしか入ってないんじゃないかと思っていたのに、もしかしたら自分の家よりも色々なものが入っているかもしれない。


　そうすると逆に献こん立だてに困る。手早く出来るもの。……って、見たところ炊すい飯はん器きがないってことはご飯じゃない方がいいのかな。でもしっかり食べてもらうならやっぱり和食がいいよなぁ。


「あの、藍沢さん……？」


　そんな風に考え込み何気に視線をやったところに、こちらをじーっと見つめる藍沢さんの姿があって、思わず問いかけてしまった。


「ここで見ていたら気が散るか？」


「……はい」


　キッチンの入り口に手をかけ、どうやら見物する態勢に入っていたらしい藍沢さんに聞かれて素す直なおに頷うなずく。そんな華か麗れいに作るわけでもなし、料理をするところをこの人の真しん剣けんな瞳ひとみでじっと見られていたら火傷やけどしてしまいそうだ。


　そうは答えたものの、僕の意見なんかないも同然で構わずそこにいるのかと思った。強ごう引いんに自分のしたいことをして、人にもさせる人だと思ってた。


　でも、僕の答えにそうかと頷いた藍沢さんは、リビングへと移動するとソファーに腰こしを下ろしテーブルの上に置いてあった台本を読み始めた。


　一いつ瞬しゆんにして仕事モードへと空気が切り替かわった気がして、僕は出来るだけ音を立てないように用意を始める。


　あんなことした人だけど、たぶんカズ以上に忙いそがしいんだろうから、やっぱりちゃんと食事はとらせなきゃいけないよな、なんて妙みような使命感に駆かられて、僕は腕うでまくりをして料理に取りかかったのだった。








「すごいな」


「すいません、大したものじゃなくて」


　キッチン同様、綺き麗れいであまり使われた形跡のない立派なダイニングテーブルの上に並べた料理を見て、藍沢さんはそんな言葉を洩らした。


　ともかくちゃんとした食事をと考えて作ったのは、ご飯とみそ汁しる、それに肉じゃがとキャベツのおひたしっていうとってもスタンダードな食事。


「あの、あんまり時間かけない方がいいかと思ったんで、凝こったものじゃないんですけど……」


　急いで作ったから、肉じゃがとか味がちゃんと染しみてるかちょっと心配。しかも藍沢さんの前に並べたら、献立が普ふ通つう過ぎただろうかと変な不安が浮うかんできちゃって。


　その不安を埋うめるように言い訳のようなことを並べる僕には構わず、テーブルについた藍沢さんはまず肉じゃがに手をつけた。


「……うまい」


「あ、良かった！」


　ごくりと喉のどが動いた瞬しゆん間かんものすごく緊きん張ちようして、洩れた一言に安あん堵どの息をついた。


「口に合わなかったらどうしようって思ってたんでちょっと安心しました」


「これが口に合わない奴やつはよっぽどの変わり者だろう」


　みそ汁を一口飲んでから、さらりと口にされたのはすごい褒ほめ言葉だと思う。食べる手を止めずにそんなこと言われれば、嬉うれしくないはずがない。


「……なんですか？」


　そんな藍沢さんがふと手を止めて僕を見上げてきたから、なんだろうと首を傾かしげるとひどく柔やわらかな微ほほ笑えみを見せられた。


「食事に関しては、素直で可愛かわいい顔をするんだなお前は」


「……！」


　言われて、反射的に両手で口元を覆おおう。褒められたことで緩ゆるんでた顔を見られたんだろうか。


「お前は食わないのか？」


「僕はいいです！」


　恥はずかしくなって、かけられた声も撥はね除のけキッチンに引っ込んだ。確かに嬉しかったけど、だからってまた油断し過ぎていた。戒いましめるように藍沢さんが食べている間は後片付けに専念。


　藍沢さんは感想が噓うそじゃない証しよう拠こに次々と手をつけてくれて、見事完食してくれた。


　カズも美味おいしいとは言ってくれるけど、やっぱり家族の味だし他ほかの人が食べたらどうかはわからなかったから。


　こうなればついでだとコーヒーも淹いれてみた。お茶かコーヒーか迷ったんだけど、イメージ的にはやっぱりコーヒーだって勝手に決めた。そして見つけたから一応つけたけど、やっぱり砂糖もミルクも必要なかったらしい藍沢さんが、ブラックで飲む姿は本当に似合っていた。スタイリッシュな部屋の空気と相あい俟まってそれだけでもうドラマのワンシーンのよう。


　こうやって見れば、テレビの姿そのままの藍沢柊也なのに。


　……本当にこの人ってわかんない。


　あんなことしたかと思えば口説いてるとか言ったり、脅きよう迫はくしたかと思えば髪かみとか服装とか気遣ってくれたり料理をうまいと言ってくれたり。他の人にもこういう感じなんだろうか。普ふ段だん、誰だれに対しても同じような態度なんだろうか。


「……なんだ？」


　考え込んでいた僕はいつの間にかその姿をじっと見つめていたらしく、怪け訝げんそうに藍沢さんが目を細めてきた。睨にらまれているわけではないけどそれに近い迫はく力りよくのある視線に、なんでもないですとは言えずに慌あわてて質問を探す。


「いやえっと……あの、藍沢さんっていつもなに食べてるんですか？」


　結局出てきたのは雑誌の取材でも聞かれないようなどうでもいいこと。


　そんなの知ってどうするんだ、と自分でも思ったけど、藍沢さんは特に気にすることもなくコーヒーカップを傾かたむけながら少し考えて答えてくれた。


「ドラマに入ればなにかしら出されたものを食うが、基本的にはあまり食わないな。面めん倒どうだろう、毎日食べるのは」


「……は？」


　それに、反応。両手で持っていたカップが低い位置から落ちた音がしたけど、そんなこと気にならなかった。


　毎日食べるのが面倒。


　カズの仕事を見てきているから、生活の時間が不規則なのも忙しくて色々なことをする時間もなくてとにかく睡すい眠みんを取りたいのもわかってる。だけど、だからこそご飯だけはちゃんと食べなきゃ力が出ないじゃないか。それを、面倒だって？


「食べない？　面倒？　あなた自分の体をなんだと思ってるんですか！　忙しいからこそ食べるべきでしょ？　体が資本の職業なのに、どうしてそういう風に面倒だとかまあいいかとか言うんですか！　藍沢さん一人の体じゃないんですからね！」


　怒ど鳴なり切ってドンッと力ちから一いつ杯ぱいテーブルを叩たたいてから、静まった空気にしまったと青くなった。またやってしまった。いつもカズが言うようなことを言うもんだから、ついついそんなつもりで怒おこってしまったけど、この人は違ちがうんだった。


　僕より七つも大人おとなで、誰もが知ってる有名人で、こんな子供を叱しかるような怒り方はしちゃいけない人。しかも、僕が、なんてそれこそ見当違いなわけで。


　だけど後こう悔かいしてももう遅おそく、怒鳴ってしまった後の静せい寂じやくに耐たえつつ恐おそる恐るその顔を窺うかがうと、無表情だったその顔に小さな綻ほころびが生まれたのが見えた。


「……ふっ」


　そう、藍沢さんはこともあろうか僕の言動に吹ふき出したんだ。それから軽い笑い声を立てて。


　怒られるか不ふ機き嫌げんに無口になるかどっちかだと思ってた僕は、逆に目を丸めてその様子を見つめる。


「お前は本当に面おも白しろいな。自分のことではおどおどしてたかと思えば、人の食や安全のことに関してだけそうやって怒るんだから」


　楽しいオモチャ、というよりかはもらってきたペットを見るような目で僕を見てくる藍沢さんに、すみませんと謝って頭を搔かいた。食べ物のことになると沸ふつ点てんが下がってしまうのは自覚していることではあるから。


　だけどそんな僕を見てより一層楽しそうに笑った藍沢さんは、思い出すように少し目を細めた。思わず見み惚とれてしまいそうなほど楽しげな表情。


「最初に会った時もそうだったな。助けた後で怒鳴られたのはさすがに初めてだ。あんな男一人に対して怯おびえていたくせに、俺にはもっと自分を大事にしろと怒るし。その上見えてなかった奴に対してかっこいいだなんて臆おく面めんもなく言うんだから本当に変わった奴だなお前は」


　普段はあまり喋しやべらないのに、こういう時だけ饒じよう舌ぜつだなんて。真っ直すぐ僕を見て喋る藍沢さんに妙に照れて、コーヒーカップを片付けることで誤ご魔ま化かそうと立ち上がった。


「だって、かっこよかったのは本当ですから。あんな所で誰か助けてくれるとは思ってませんでしたし……」


　あんなタイミングで助けられたら、そりゃあかっこいいに決まってる。助けてもらったことに顔なんて関係ないし。でもまあ、それを本人に向かって言っていたっていうのはだいぶ間ま抜ぬけな話ではあるけれど。


「……あの」


　目を伏ふせたまま情けなく笑ってコーヒーカップに伸のばした手を、藍沢さんがなぜか摑つかんだ。


　引こうとした手を逆に引かれ、戸と惑まどって視線を上げれば真っ黒な瞳ひとみにぶつかって。


「春希」


「は、はい」


　目をじっと見つめられたまま低められた声で名前を呼ばれれば、思考が停止しそうになる。それぐらい藍沢さんの視線は強きよう烈れつ。一瞬息さえも止めていた自分に気づいて、ゆっくりと息を吐はき出した。


「食い忘れてるものがあった」


「え、でもご飯は全部……」


　緩く弧こを描えがく唇くちびるに目を奪うばわれそうになりながらも辛かろうじて頭を動かし返答すると、もう一度手を引かれ。


「飯の後はデザート、だろ？」


　席を立った藍沢さんの唇が僕のものに重なる。


「ん……っ」


　コーヒーの味なのか少し苦い唇に咄とつ嗟さに対応出来ず、油断した僕が悪いのか。そのまま押し付けられた唇にバランスを崩くずして、後ろにあったテーブルの上に倒たおれてしまった。


　突とつ然ぜんのことに状じよう況きようが飲み込めず、気づいた時には手首を押さえられ、その手の先に藍沢さんの顔があった。


　テーブルの上に仰あお向むけになった僕と、その手を押さえつける藍沢さん。それを一つ一つ確かく認にんして、やっと今さらながらに危機的状況を悟さとる。


　膝ひざ裏うらまでがテーブルに上がってしまい、精せい一いつ杯ぱいに伸ばしても足先が床ゆかにつかない格好。これじゃあ立ち上がることも出来ないし、そもそも力が入らない。


「……キスだけにしようと思ったんだが、そんな顔されるとちょっかい出したくなるな」


　意地悪く笑われ、今さらもがいても本当に後の祭り。なんでこの人ちゃんと食べてないくせにこんなに力が強いんだ！


　ほんの少し考える素そ振ぶりを見せた藍沢さんは、片膝をかけて半身をテーブルに上げると、片手を僕の腰こし元もとへと滑すべらせた。


　こんな高いテーブルに労せず膝を乗せられる足の長さも、それぐらいじゃ軋きしまない立派なテーブルも憎にくい。


　そんなことを思えたのは本当に一瞬。藍沢さんの次の行動に情けない声が上がった。


「わ、やだっ」


　新しいパンツのホックは弾はじかれればいとも簡単に外れ、出来た隙すき間まに体温の低い手が潜もぐり込んでくる。肌はだに触ふれたその温度の違いにびくりと体が跳はねた。


「もっ、や、藍沢さんやめてくださいっ！」


「心配しなくても、すぐ良くさせてやる」


　肩かたを押しても声を荒あらげても、聞く気がない藍沢さんの口元にはさっきとは違う楽しそうな笑えみが浮うかんでいる。もちろんその手が引っ込められることはなくて、逃にげることも出来ずすんなりと握り込まれたのは僕自身。


「やだってそんなとこ……！」


「相変わらず敏びん感かんだな、お前の体は」


「ちがっ、あっ……」


　なんでそう簡単に人のものを触さわって楽しそうな声が出せるんだ。


　そんな当然の抗こう議ぎは藍沢さんの手で黙だまらされた。快感よりも刺し激げきを、とばかりに荒く擦こすられて変な声が洩もれそうになった自分に気づいて口を固く閉じる。


　長くて無骨な指が輪を作って絡からみつき上下されるだけで、自身が熱を持ち始めたのがわかった。どうしてこう簡単に反応してしまうのか。男として仕方がないとはいえ、これじゃああんまりにも情けなさすぎるじゃないか。


「んっ、もぉ……っ」


「濡ぬれてきたぞ」


　段々と響ひびき始めた濡れた音を広げるように、先せん端たんを親指で擦られていじめられて泣きたくなる。


　わざわざ言われなくても聞こえてるし、認めたくないことなのに。それをわかっていて藍沢さんはわざと耳元で囁ささやいてくる。その低い声の響きで、藍沢さんの手の中のものが震ふるえたのを気づかれてしまった。


　片膝を立ててなんとか上に伸のし掛かかる体を避さけようとするけど、簡単に拒こばまれてお仕置きのように強く裏筋を擦り上げられる。


「ふあっ！　ゃ……あっ」


「快感に弱いのは悪いことじゃないんだから素す直なおに認めたらどうだ」


　藍沢さんが指先を動かすだけで、もう誤魔化せないくらいぬめった音が響き、あまりの羞しゆう恥ちに頭が混乱する。


　どうしてまたこんなことになってるんだろう、とか、あんまり暴れたらカップに当たってしまいそうとか。それに力じゃ勝てないし、大声上げたとしても誰だれに聞こえるわけじゃないだろうし。


　そんなことを思うと抵てい抗こうする手も緩ゆるまってしまう。なにより、……気持ち良くて、体に力が入らない。


「あっ、ん……んん……」


　自分の上げる声が、色めいて聞こえるのをどこか他人事のように感じる。絶え間なく押し寄せる快感が思考する力を奪っていくみたい。


　抵抗のために肩を押していた片手はもう伸ばしてもいられなくなり、解放された逆の手ももうろくに力が入らない。代わりにたぶん真っ赤だろう顔を見られないように目と口を隠かくした。


　それでも快感に負けそうになるのを拒むように、涙なみだが次々と零こぼれてくる。


「んぅっ……っあ」


「顔を隠すな。せっかくの色っぽい表情がもったいないだろ」


「やっ、やだ、いやですっ」


　今自分がどんな顔してるかなんてわからないしわかりたくもないけど、快感に浮かされた顔なんて見られたいわけがない。


　それでも藍沢さんはやすやすと僕の腕うでを引き剝はがして、また手首を押さえつけた。片手だけじゃ中ちゆう途と半はん端ぱにしか隠せず、涙でぐしゃぐしゃに濡れた顔に、藍沢さんはいくつもキスを降らせた。場ば違ちがいなほど優やさしい唇に思わずもう片方の手も緩んで。


「いい目してるな。……俺の手が気持ちいいか？」


　僕の顔を覗のぞき込んで低めた声で囁いてくるから、まるで脳まで痺しびれたように理性が麻ま痺ひしていく。


　気持ち良さと囁き声が僕の中に浸しん透とうしていくのを感じる。


　たくさんの熱と欲がぐるぐると体の中をうごめいていて、もうなにも考えられない。追い上げるような手の動きに促うながされてただ頷うなずくと、藍沢さんは満足げに笑って擦り上げる親指に力を込めた。


「ようやく素直になったな。イイコだ」


「ぁ、んんっっ！」


　張り詰つめたそこに爪つめを立てられ、痛いくらいの刺激に僕が耐たえられるわけもなく、あっさりと藍沢さんの手に白はく濁だくを吐き出すはめになった。


　痙けい攣れんするように震えるそこがすっかりと欲を吐き出してしまうと、やっと息がつけて。


「特別甘くて美味うまいデザートだった。ご馳ち走そう様さま」


　そう満足げに微ほほ笑えんだ藍沢さんに、完全に脱だつ力りよくしてしまった僕は閉口せざるを得ず。


　恥はずかしさと後こう悔かいで大泣きしたかったけど、あいにく涙は散々流れた後だった。




　　　　４







　次の日の朝、僕は寝ねる前から持ち越こした理り不ふ尽じんな気持ちとともに目覚めた。


　あれから情けないことに膝に力の入らなくなってしまった僕は、後始末まで綺き麗れいに済ませられ、藍沢さんに連れて行かれたソファーで回復するまで休むことになった。その間ずっと防ぼう御ぎよするようにバッグを抱だき締しめていたけど、あんまり意味はなかったと思う。


『デザート』を食べ終えた藍沢さんは、それ以上なにも手を出してこなかったから。


　歩けるまで回復した後、送っていくという藍沢さんの申し出は丁てい重ちようにお断りしたけど、聞き入れてもらえず結局家まで送ってもらった。


　帰ってからはとにかく早く色んなことを忘れたくて、カズがまだ帰ってきていなかったのをいいことにずーっとお風ふ呂ろに入って体を洗っていた。


　そして髪かみもろくに乾かわかさずベッドに潜り込んで眠ねむって、迎むかえた朝。


　いつもなら寝れば大たい抵ていのことはリセット出来る僕だけど、藍沢さんのことに関しては無理だった。


　うるさい目覚ましを叩たたいて止めて、ベッドから飛び降りてカーテンを勢いよく開け放す。それでも気が治まらなくて、部屋を出て顔を洗いに洗面所に向かった。顔を洗ってさっぱりしたら、今日はスクランブルエッグを作ってやる。半熟でやめてやらないんだ。取りにくいくらいボロボロのやつ作ってやるんだから。


　水を飛び散らせて顔を洗って、鏡を覗いてぱしんと頰ほおを叩く。いつもと髪の色も髪型も違ちがう自分の顔に少しだけびっくりして、それから変な寝ね癖ぐせがついていることに気づいた。乾かして寝なかったせいもあるけど、たぶん髪型が変わったからだろう。水をつけて簡単に髪型を整えながら、またあの人のことを思い出してしまった。こんな髪型にしたあの人。よくわからない人藍沢さん。


　やっぱり信じられない。本当になんであんなこと平然とするんだあの人は！


　……まあ、最後まで抵抗し切れなかった僕も悪いとは思うんだけど。


　大体近付かないように、って思っているのに、忙いそがしい人のくせして向こうから来るからどうしようもなくていつの間にか流されてあんなことに……。


「僕、なんて恥ずかしい真似まね……」


　考えれば考えるほどその時の記き憶おくが引きずり出されて、あまりの恥ずかしさにその場に座り込んだ。押さえた頰が熱い。


　最初の時と違って、本当の本当に抵抗する気なら逃げられたはずだ。確かに力の差はあったけど、途中両手は自由だったし、不安定な姿勢だったのは僕だけじゃなかったんだから。


　それに、なにが一番恥ずかしいって、あの時ばかりはなにも脅おどされていなかったこと。脅きよう迫はくもされていないのに流されて、されるがままだった自分が恥ずかしくてしょうがない。


　なんで流されちゃったんだろう。確かに髪も服も全部スタイリングしてくれたり、作ったものを美味おいしいって言ってくれたり、気を許してしまう場面はあったかもしれないけれど、元はと言えば最初にあんなことして僕を脅した人ってわかっているのに。


　しかも、そんな人にあんな風に触られて気持ち良く感じてしまうなんて。


「……ダメだ、煙けむり噴ふきそう」


　思い出せば出すほど自分が追い詰められていく気がして、両手で顔を覆おおった。わかんなすぎて、もう本当に頭の中がごちゃごちゃだ。


　そして悩なやんで出した結論は、とにかく会わないこと。藍沢さんと会わなければあんなことにならないんだし、こんな風に悩むこともないんだから。そう、会わなきゃいいんだ。会わない。会いません。……そりゃ、写真のことは気になるけど、会わなきゃ無理な要求もされないだろうし。たぶん。


　よし、と気合を入れ直して顔を拭ふき、キッチンに行こうと洗面所を出ると廊ろう下かに面したドアが開いたのが見えた。


「あおよぉ、ハルぅ」


　あくび混じりの挨あい拶さつに視線をやれば、カズが自分の部屋から出てくるところで。


「あ、おはよう。昨日は遅おそかったんだね」


　色々なことを考えすぎて、だいぶ遅い時間まで寝られなかったのにカズは帰ってこなかった。ということは帰ってきたのは朝方なんだろう。


「昨日っつーかさっきなんだけど、帰ってきたの」


　ボサボサの頭を搔かき回しながら覚おぼ束つかない足取りで歩いてくるカズは、まだほとんど目が開いていない。よっぽど眠ねむ気けが強いんだろう。もう少し寝ていればいいのに。


「なんか、どっかのお偉えらいさんが誕生日とかでさ、呼ばれちゃって朝まで付き合ってたの。帰ってきてシャワー浴びてから寝たから酒の臭においは取れてると思うけど、超ちよう眠い」


　そんな風に眠そうに目を擦こする仕草は可愛かわいいのに、髪を搔き上げる仕草はかっこいいだなんて本当に反則だと思う。双ふた子ごなのにこの違いは一体どこから出てくるんだろうな。


　いつものノリでそのまま寄りかかってきたカズは、ぎゅうっと僕に抱きついてきた。言う通り、朝方に帰ってきてシャワーを浴びて寝たんだろう。シャンプーの匂いが香かおって、こんなところまでアイドルしてるなぁなんてぼんやりしてたらまたほっぺたにちゅーされた。


「やっぱりハルが一番癒いやされる～」


　まるで猫ねこがじゃれるみたいに僕の首筋に顔を埋うずめてぎゅうぎゅうと抱きついてくるカズに、いい加減離してと背中を叩こうとした声は一足先に遮さえぎられた。


「……あれ」


　耳元で聞こえた疑問の声。僕が言うより先に体を離はなしたカズは、探さぐるような目で僕の髪を見てから手を伸のばしてくる。


「この髪、どうしたの？」


　本人が鏡を見て驚おどろくくらいなんだからカズだってびっくりしたんだろう。何度も瞬まばたきをしながら僕の茶色の髪を触さわる。


「ああこれは、その、いつもの床とこ屋やさんが休みで、違う所に行ったらなんか勝手に切られちゃって……」


「今までの方が良かったな」


　さすがに藍沢さんに連れて行かれた、って言うのは話がややこしくなるからと昨日考えた言い訳。それを全部言い切る前に、カズが遮った。


　ほんのちょっと眉まゆを寄せて、色が落ちやしないかと何度も僕の毛先を摘つまんで擦る。


「……そう？」


「そうそう。ハルはさ、俺が合わせたものが一番似合ってるんだから、無理して今時の格好するより、そのままの方がいいよ？　一番ハルのことわかってる俺が言うんだから間ま違ちがいないの」


　こんなの俺のハルじゃないよーと髪の毛をぐしゃぐしゃと搔き回してくるカズに、ごめんねと小さく謝った。


「ハルがこんな似合わない髪型になると、悪い奴やつと知り合いになったのかと思ってびっくりするよ。俺の寿じゆ命みよう縮める気なの？」


「ごめんね、もうそこには行かないから」


　ふわりと僕を抱き込んで、カズは怒おこってるぞって頰を膨ふくらます。だから僕も素す直なおに謝った。もう行かない。藍沢さんにも会わない。そうすれば全部今まで通り、なにも変わらないんだから。


「今度髪切る時はちゃんと俺に相談してね？」


「うん、そうする」


「うん、そうして。俺の可愛いハルは心配かけてばっかりなんだから」


　まるでお兄ちゃんと弟が逆みたいだ、と僕が笑うと、「ハルが頼たよりないからだよ」ってカズも笑った。








「……」


　カズが仕事に出てすぐ、着き替がえて外に出た僕。学校に行くにはだいぶ早い時間だったけど、新しい髪かみ型がたと服で部屋にいるのがなんだか耐たえられなくて家を出てしまった。


　……結局着ているのは昨日藍沢さんに選んでもらった服。だってこの髪にはなにを着てもどうしても合わなくて、これが一番マシだったんだ。というか、きちんとコーディネートしてもらっただけあって、合わせて着れば普ふ通つうの大学生って見た目になったから、変にちぐはぐよりかはいいかと思ってこれにした。


　そしてどうやって時間を潰つぶそうか考えていた僕が今足を止めたのは、メガネ屋さんの前。


　コンタクト。その言葉が引っかかる。


　もう藍沢さんには会わないつもりだからあの時の約束は聞かなくてもいいのかもしれないけど、それでも約束してしまったのは僕。


　噓うそをつくってことがどうしても心苦しくて、さっきから店の前を行ったり来たりを繰くり返してる。たぶん傍はた目めから見ればかなり不ふ審しんだと思う。


「……夏は、メガネ重いし、別に藍沢さんがどうとかじゃなくて、もうメガネを落として壊こわしたりしないようにちょうどいいかなぁって……」


　誰だれもいない店の前で呟つぶやいた声は空むなしく消える。


　到とう底てい自然な言い訳ではなかったけれど、それでも僕はそう理由付けて思い切って店の中に足を進めた。








　結局色んな検査やレンズを着ける練習をするのに時間がかかって、授業の時間ギリギリになってしまった。いつもは早めに来ている教室も今日はさすがに人で埋まっていて、後ろの方にそっと席を取る。


　まだ慣れないコンタクトで周りを見回していたら、違い和わ感かんに気づいて目を伏ふせた。


　……なんでだろう。そんなに遅ち刻こくしたわけじゃないのに、なんか見られてる気がする。


「高篠くん？」


　もう授業が始まるって時間に、なぜか周りを囲まれ名前を呼ばれて慌あわてて視線を上げた。周りには普ふ段だん僕とはあまり話さない女の子たちが群がっていて、キラキラした目で僕のことを見ている。


　なんだろうと瞬きを繰り返しつつ、とりあえず問いには頷うなずいてみると、一いつ斉せいに周りの人たちが喋しやべり出した。


「だよね？　髪型変えたんだ？　すっごいいいよそれ！」


「ホント、超ちよう似合ってる」


「しかもあの黒ブチもやめたんだね。コンタクト大正解！」


「こんなかっこよかったんだ、高篠くんって」


「うん、知らなかった。これを今まで隠かくしてたなんてもったいなーい」


　まるで畳たたみ掛かけるような勢いで高い声が飛び交かって、あまりに唐とう突とつな出来事に目を白黒させてしまう。一体どうしたんだろう。今までほとんど話したことがなかったのに急に話し掛けてくるなんて。


　その後すぐに授業が始まってその人たちは席に戻もどっていったけど、ことあるごとく振ふり返っては手を振られたりして、訳がわからずずっとノートに視線を落としていた。








　……なんだか今日は疲つかれた。


　普段なら話さないような色んな人から声をかけられて、そのたび不思議に思いながらも話をして。前の格好と違ちがいすぎるから面おも白しろがって声をかけてきてるんだろうか。


　一つため息をついて、それから頰ほおをぱしんと両手で叩たたいた。


　いつまでも悩なやんで考えてたって理由がわからないんじゃしょうがない。ひとまずこのことは忘れて、買い物して帰ろう。今日もカズは遅おそいって言ってたから、あまり重くならない夕食を気合入れて作るんだ。


「あ、野瀬くん」


　そうやって大おお股またで歩き出した途と端たん見知った人を見つけて、何気なく声をかけた。その相手は僕の声に振り返り、そしてそのまま動きを止めた。


「……」


「野瀬くん？」


　黙だまったままの野瀬くんの目の前でひらひらと手を振ってみる。


「……もしや俺の友達の高篠春希くんでございましょうか」


「そうだけど」


　そうしたらやっと動き出した野瀬くんが妙みようにぎこちない口調で返してきた。まだ疑う目をしてる。


「ＡＢ型のＡ型の方の僕ですよ」


「あ、マジで高篠なの？」


　とりあえず昨日した会話をしてみれば、やっと納なつ得とくしたらしく野瀬くんが目を丸めた。


「全然格好が違うから、弟が化けてるのかと思った」


　確かに今日の僕は髪型も服装もメガネも、全部昨日までとは違う。あんまり親しくない人でもおかしく思うくらいだから、野瀬くんからしたら訝いぶかしく思うのも当然だろう。


「どーしたのそのイメチェン。急にオシャレに目覚めた？」


「いや、ちょっと切られちゃって……」


　どうしたかと言われると、実は僕にもよくわからない。なんでこんなことになったのか、実際のところ説明出来るような状態ではなく、ただ藍沢さんの顔が浮うかんだ。全部あの人の仕し業わざだけど、それをちゃんと説明しろと言われるとどう説明していいのかわからない。


　結局曖あい昧まいな返事で誤ご魔ま化かすと、野瀬くんは少し考えるように首を傾かしげてからぽんっと古ふる臭くさい仕草で手を打った。


「あ、わかった。遅刻しそうになってパン咥くわえて飛び出したら、角の所でばーんとぶつかったのが美容師で、一目で恋こいに落ちた二人は美容室で髪切りデートってパターンだ」


　真っ直すぐに指を差され、自信満々に言い切る野瀬くんに、戸と惑まどう僕。だ、と言い切られても。


「……そんなパターンなんてあるの？」


「や、知らないけど、昨日の今日で急激なイメチェンって、恋人とか出来たのかと思って。……あれ。そーいや昨日なんか高級車がどうとか誰かから聞いたな。高篠がお出で迎むかえされてたとか、なんとか。それと関係あったりする？」


　しっかりと言い切った割にはあまり根こん拠きよはなかったらしい野瀬くんの、続いた言葉にぎくりとした。


　返す言葉に詰つまる。やっぱり見られていたんだ。いや、そりゃそうだ。だってあれだけ人がいて、藍沢さんはまるで隠れる気がなかったんだから。


　視線を彷徨さまよわせたままなにも答えない僕になにを思ったのか、野瀬くんはまあいいかと笑って、合間を埋うめるように何度も頷いた。


「いや、うん、でもいいよ。似合ってる。だから今度その恋人が誰か教えて。超年上のマダムとかでも引かないから」


「恋人なんていません」


　どういう納得の仕方をしてしまったのか、まったく見当違いのことを言う野瀬くんに、きっぱりと否定をしておいた。


　恋人がどうとか、そんな楽しい話じゃない。


　なんだかよくわからない考えを持った変わった人に、勝手に格好を変えられただけ。


　それだけなんだから、深い意味なんてないんだ。もう会わないんだから関係ない。考えない。そう決めたんだから。











「ずいぶんと雰ふん囲い気きが変わりましたね。なにかありましたか？」


　カズがセットされた場所に向かい、カメラのシャッター音が響ひびき始めてから少しして。今まで黙っていた城戸さんが話し掛けてきた。


　藍沢さんに会いたくないから少しでも会う可能性のある所には行きたくなかったんだけど、カズが僕と一いつ緒しよじゃないと撮さつ影えいに行かないとごねるものだから仕方なくついてきたスタジオ。


　変わった僕を見て、出会い頭がしら城戸さんはほんの一いつ瞬しゆんだけ目を丸めたものの、後は何事もなかったようにいつもの笑え顔がおを浮かべていた。だから特になんとも感じていないものだと思っていたのに、ずっと気になりはしていたらしい。


　まあ確かに結構長い付き合いになるけど、僕が今までこんな風に自分を変えたことはなかったからおかしいと思うのは当然だ。だからって、その状態をどう説明するのがいいのか考えつかず、ただ曖昧に笑うと城戸さんはその質問を終わりにしてくれた。


　本人がモデルでもした方がいいんじゃないかってぐらい整った容姿の城戸さんは、とっても有能なマネージャーさん。


　いつも本当に頭の回転が速いと思うけど、絶えず浮かべられている笑顔のせいでなにを考えているかなんて僕程度には覗のぞかせてくれない。そういうところが、カズが城戸さんを苦手とする理由なんだろうけど。


「こうして見ると、双ふた子ごでもやっぱり雰囲気が違いますね。顔立ちというか……春希さんの方が、色気がありますよ」


　ちらりとした視線、その後に続いた言葉に驚おどろいて横を向いて城戸さんの顔を凝ぎよう視ししてしまった。それからすぐに恥はずかしくなって目を伏ふせる。


「い、色気だなんてそんな……。そういうのは、カズとか……藍沢さんとか」


「藍沢、柊也……？　ああ、確かに彼はそうかもしれませんが」


　僕とはかなり縁えん遠どおい言葉に否定もつかえる。そして混乱のあまり付け足してしまった名前に城戸さんが微かすかに眉まゆ根ねを寄せるのが見えた。どうしてその名前がここで出たのか、きっと不思議には思ったんだろう。けれど直接聞かれはしなかった。よっぽど僕が変な顔をしていたのかもしれない。どちらにせよ聞かれたら聞かれたで墓ぼ穴けつを掘ほるだろうから良かったけど。


「色気とセクシーさは違いますよ。和希みたいにアピールするのがセクシーで、春希さんのように漂ただよわせるのが色気だと、私は思いますけどね」


　城戸さんは藍沢さんのことを深く追つい及きゆうせず、またいつもの読めない笑みを浮かべ、フレームなしのいかにも頭の良さそうなメガネを指先で軽く押し上げた。


「これで後はこちらの世界に少しでも色気を出していただければ、こちら側としては願ったり叶かなったりなんですけどね」


　戸惑う僕に視線をよこし微ほほ笑えむ城戸さんに、とんでもないとぎこちない笑みで返す。


　昔何度か交かわされたやり取り。双子のアイドルって言えば話題性があるからどうかと何度か誘さそわれたこともあったけど、僕には到とう底てい無理なことだし人前に目立つために出るなんて無茶なことだからとそのたび断っていたんだ。


　何度か話しているうちに僕にまったくその気がないということを理解してくれたらしくそれからはあまり言ってこなくなったから、これもまた冗じよう談だんだと思っていた、のに。


「そう思いますよね？」


　城戸さんが話を振ふったのは、撮影の様子を見に来ていたカズの事務所の社長さん。もちろんこっちの話は聞いていなかっただろうに、「彼です。和希の双子のお兄さん。いい素材でしょう？」なんて城戸さんが僕を指して言えばすぐに話に乗ってきてしまって。


「ああ、いっそのこと和希と組んでデビューしてみたらどうだ？　和希がセクシーでいくなら、兄さんの方は清せい楚そな路線でいけそうだよ。凜りんとした上品な魅み力りよくってのは、最近の子はなかなか持ってないからね」


「だそうです。いかがですか、春希さん」


　畳たたみ掛かけるように喋しやべられた内容を締しめくくるように城戸さんがにっこり笑うから、僕は何度も必死で首を振る。


「じょ、冗談やめてくださいよっ。ありえないですそんなの」


　城戸さんは頭のいい人だから、軽い思いつきだけで話を人に広めたりはしない。知っているからこそ驚いて、恐こわくなった僕はその場から逃にげ出した。








　やっぱり髪も顔も全部隠かくしてくるんだった。似合わないことをするものじゃない。


　別に追われているわけではないけれど居たたまれなくなって逃げた僕は、いつの間にか違うスタジオの前に来てしまった。微かにカメラのシャッター音が聞こえてくるから、そこでも撮影が行われているんだろう。


　なんとなく軽い気持ちで誰だれがいるんだろうと中を覗き込んでみて、息を呑のんだ。


　偶ぐう然ぜんにしたって、こんな出来すぎた話があるだろうか。ライトの真ん中でシャッターを切られているのは、藍沢さんだった。


　どこかのファッション誌の撮影なのか、少し先の季節の服はシックでよく似合っている。


　見つからないうちに早く立ち去ろうという考えは、シャッターが切られる音がするたび消えていった。


　当たり前だけど、今まで藍沢さんが仕事しているところを生で見たことはなかった。すごい人だとは知っていたけど、すべての事態を総合すると印象は決していいとは言えないから自分から近付くことはしなかったし。


　だからこれは初めて見る姿。普ふ段だん見るのとは違ちがう、近寄りがたいぐらいの真しん剣けんな様子に見入ってしまう。


　フラッシュが焚たかれるたび、藍沢さんがポーズを変えるたび、服の表情が変わる。服が生き生きしてるんだ。


　自分の個性を殺しているわけじゃない。あくまで藍沢柊也が着る服として、最大限に服の魅み力りよくが引き出されている感じ。藍沢さんが俳優として演技するのと同じように、服にまで演技させているみたい。


　ああ、プロなんだって思った。雑誌の撮影の一枚でさえ決して力を抜ぬかずに魅せる力。


　いつも僕が見るのとは違う姿に思わず見み惚とれてしまい、時間が経たつのを忘れた。


　撮影が一息つき、その人がこっちを向くまで。


「なんだ、いたのか」


「あ、いや、その……」


　僕に気づいた藍沢さんがこっちへ近付いてきて、しどろもどろになってしまう。だって気づかれる前に立ち去ろうと思っていたのに、どうして話しちゃってるんだろう。会いたくないって思っていたのに。ただこのまま頭を下げて帰ればいいのに。


　……なんでだろう、なんだかやけにドキドキする。


「ああ、ちゃんとメガネやめたんだな」


　カメラに向けられていた射るような瞳ひとみが僕に向いた途と端たん和やわらいだ気がして、変に恥ずかしくなる。だってなんで僕ってばこんなにドキドキしてるんだ。


「僕は、その……」


　上手うまく言葉が出てこなくて語ご尾びが消えていく。自分の鼓こ動どうがうるさくて、まともに頭が働かない。


「……また弟の付き添そいか？」


　言うべきことを探して黙だまる僕に焦じれたのか、藍沢さんが問いを重ね、そこで一つ気づいた。


「あれ……？」


　なにか言わなきゃと意識を巡めぐらせていたからか、ほんの少しの違い和わ感かんが僕に一つの考えを思い当たらせる。


「もしかして藍沢さん、熱ありますか？」


　それはほとんど直感のようなもの。実際、撮さつ影えいの様子を見ていた時にはなんとも思わなかった。今だって目に見えて具合の悪そうな様子はない。だからそれは推測の域に過ぎなかったんだけど、あまりに予想外だったせいか藍沢さんは目を丸めて肯こう定ていする問いを返してきた。


「……なんでわかった？」


「いや、なんとなく。熱の匂においと言うか、そんな感じがして。あ、やっぱり熱いじゃないですかっ」


　本当になんとなくだった。会話のテンポが一いつ瞬しゆんずれた気がしたことや、いつもよりも微び妙みように空いた距きよ離りとか、漂う空気が変な気がして聞いてみただけ。


　なにを言っているんだと言われればそれまでの話だったけど、藍沢さんは確かに肯定した。その藍沢さんらしからぬ隙すきというか油断も、もしかしたら具合の悪さが影えい響きようしているのかもしれない。


　そっと触ふれてみた手は思ったよりも熱く、普ふ通つうなら立っているのだってやっとの温度に感じた。汗あせは出ていなかったけれど、逆に汗をかかないくらいの高熱なのかもしれない。


　触れた僕の手を払はらい、藍沢さんは一つため息をつく。


「……違ちがう現場のスタッフに風邪かぜをうつされたみたいだ。まあ、体調管理は自分にも責任があるからうるさくは言えないがな」


　なんとなく、なんていう曖あい昧まいな気づかれ方で白状してしまった藍沢さんは、諦あきらめたように自分の状態を説明した。いくら自分で気をつけていたって、周りに風邪を引いている人がいたらうつってしまうのは不ふ可か抗こう力りよくだと思う。僕だってカズが風邪引いた時に看病していてうつったこともあるし。


「誰にも言ってないんですか……？」


　だけど問題は風邪を引いたことじゃなくて、その状態でここにいるということ。誰も心配していないみたいだし、この様子じゃ藍沢さんが風邪を引いていること自体誰も気づいてないのかもしれない。


「言っていないし、言う必要もない」


「必要ないって、ありますよっ。だって具合悪いなら……」


　さっぱりとした否定の言葉に、こっちが意気込む。だけどそんな僕の口を藍沢さんの熱い人差し指が塞ふさいだ。


「黙っててくれないか。お前以外にはばれていないんだ」


「でも」


　具合が悪いまま仕事を続けていて、倒たおれでもしたら大おお事ごとだ。そうじゃなくったってまともに食べていない人なんだから、少しでも休めないんだろうかと顔色を窺うかがっても藍沢さんは表情を変えない。


「行けるなら後で病院にでも行くが、どっちにしろこれぐらいじゃ休んでられない。……風邪を引いたのだって、最終的には自分の責任だしな」


　これがプロってものなんだろう、きっと。


　具合の悪いことなんて悟さとらせず黙って仕事をこなす。まるで僕にちょっかいを出してきた人とは別人のような、見られる立場のプロである藍沢柊也の姿。


　されたことは別として、その姿勢に尊敬さえ覚えるけど、同時に心配もしてしまう。だって触れた指から熱が伝わってきた。こんな状態で長く続けることは無茶だし、出来るだけ早く帰るに越こしたことはない。


　せめてマネージャーさんにだけでも言ったらどうか。


　聞く耳は持ってもらえないだろうけど、それだけ言おうかどうしようか迷う僕の耳に、聞き慣れた足音と声が響ひびいてきた。


「あーもうハル！　こんなとこにいた！」


　足音の方を向いたと同時に走ってきた勢いで飛びついてきたカズを、いつものように受け止める。きっと撮影が休きゆう憩けいに入ったんだろう。それで僕がいないことに気づいて捜さがしに来たんだ。それまでには戻もどろうと思っていたのに失敗した。藍沢さんのことを気にしつつも、ともかくカズの背中を軽く叩たたいて謝る。


「ごめん、ちょっと迷っちゃって……」


「本当にもうハルはドジっ子なんだから。急にいなくなったら心配するでしょ？」


　いつも外ではここまでしないのに、力ちから一いつ杯ぱい抱だきついてくるカズに少しおかしく思いながらも自分が悪いことだから素す直なおに謝った。


　それでも離はなれてくれないカズに、足りないなら後でもっと謝るから、と体を離そうとしたら。


「わっ」


　カズが耳元で小さく声を上げた。つられて声を潜ひそめてなにと聞くと、やっぱりカズも音量を落として僕の耳に囁ささやいてきた。


「……藍沢さんに睨にらまれた」


　睨まれた？　カズが？


　ゆっくりと僕から離れ、僕の背の方から目線を落として身を縮めるカズ。


「恐こわいから早く行こ」


「あ、ちょっとカズ……」


　どうしてだろうと問う前に、カズは僕の手を取って逃にげるように駆かけ出した。慌あわてて振ふり返った先の藍沢さんは、確かに少し厳しい顔をしていた。








「お疲つかれ様でしたー！」


　明るい笑え顔がおで挨あい拶さつをして頭を下げるカズに合わせて頭を下げ、着き替がえに向かうその背を追う。次の仕事までそんなに時間もないしと、着替えるだけでメイクも落とさずすぐに次の現場に向かうみたい。


「次は……、なんだっけ。歌？」


「歌番組の収録と、バラエティ番組の打ち合わせ、それと次のＣＤのための曲選び。いい加減自分のスケジュールくらい把は握あくしなさい」


「……そのためにマネージャーがいるんだろ」


　城戸さんとはものすごく年が離れてるってわけでもないのに、こうなるとまるで大人おとなと子供だ。その言葉が正しいだけに反論しきれないカズは、ふてくされたように口を尖とがらせた。普通ならそれだけで誤ご魔ま化かされてしまいそうな可愛かわいい仕草だけど、さすがに城戸さんは騙だまされやしない。


　早くと促うながされ、着いた控ひかえ室で不ふ機き嫌げんそうに着替えを始めたカズは、けれどすぐに気持ちを切り替かえたよう。復活した笑顔で僕を振り返ってみせた。女の子に見せれば黄色い悲鳴が上がるくらいの自信満々な満面の笑み。


「ハル、ついてきてくれるよね？　俺の歌聴ききたいでしょ？」


「え、この後……？」


「うん。だってさぁ、このまま帰ったらまた今日も遅おそくまで俺に会えないんだよ？　嫌いやでしょ？」


　僕の両手を握にぎって顔を覗のぞき込み問われるそれは、僕に拒きよ否ひ権を与あたえない。カズお得意の笑顔は断らせる気がない時に見せるものだって知ってるんだ。


　困った、と曖昧に笑い返してカズを怒おこらせない答えを探していると、意外なところから助けが飛んできた。


「和希。いい加減にしなさい。春希さんにも予定というものがあるでしょう。いつまでも子供みたいにわがまま言って困らせて」


　きっぱりとした叱しかり方は、カズの周りじゃ城戸さんしか出来ない。他ほかの人は大たい抵てい笑顔に騙されちゃうから強く言えないんだよね。だから怒られ慣れてないカズは城戸さんに弱い。


「いーんだよ。ハルは俺の面めん倒どうを見たい人だから。ねーハル？」


　正面切って反はん抗こうは出来ないから、カズは僕に向かい合って笑顔を作る。


　面倒を見たい人。たぶんそれは当たってるんだろうけど、この場合はちょっと使い方が違う気がする。だって僕がカズの撮影を見ていたって、なんの世話が出来るわけでもないんだから。せいぜい邪じや魔ま者にならないように気を遣つかうくらいで。


「俺はね、ハルの前だと三割増でかっこよくなんの。それに、ハルは俺が見てないと、頼たよりなくて心配だからね。だから傍そばに置いておかないといけないんです」


　カズは毎回そんなことを言って僕を呼び出すんだ。


　見ていないと心配。僕がいるから頑がん張ばれる。いないと頑張れない。


　色んな理由をつけるけど、結局いつも同じようなこと。小さな子供でもないのに、いつでも僕を目の届く場所に置いておこうとする。


　確かに僕は頼りなく見えるかもしれない。よく失敗をして、ドジだなぁって笑われることもある。だから僕のことを思って心配してくれるのは嬉うれしい。だけどこうやって自分の見えるところにいつでも置いておこうとするのは違ちがうと思うんだ。


　それに元から僕はこういう人の大勢いる雑多な場所が苦手で、出来ることなら早く帰りたくてしょうがない。僕なんて明らかに部外者で、知り合いはカズと城戸さんくらいしかいないから、心細くて仕方ないし。


「カズ、僕帰ってご飯作って待ってるから、ね？　こういう賑にぎやかな所苦手だし」


「ええー。帰んの？　どうしても？」


　基本的に言い出したら聞かないカズの機嫌を損そこねないように帰るのは、実は結構至難の業わざ。手を握り返して僕らしい理由を述べれば、不機嫌そうに膨ふくれられた。眉み間けんに寄せられたしわに罪悪感を搔かき立てられ、流されそうになるのをなんとか留とどめる。


「だってほら、僕この髪かみ型がたまだ慣れてなくて恥はずかしいしさ」


「……そっか。そうだね」


　どうにもカズが気に入っていない髪を摘つまんで首を傾かしげてみたら、すぐに納なつ得とくされた。本当にカズってばこの髪型が気に入ってないみたい。


　これで色が落ちればいい、とでも言うようにぐしゃぐしゃと乱暴な手つきで僕の髪をかき混ぜると、諦あきらめたように息を吐ついて笑顔を作り直すカズ。


「じゃあ、頑張ってくるから、ほらハル」


　指差されたのはカズの頰ほお。させたいことはすぐにわかったから、呆あきれた顔をしながらも見み逃のがしてくれる城戸さんを気にしつつカズの頰に唇くちびるを寄せた。まったく、子供じゃないんだからこういうことをねだらないでほしいのに。


「じゃ、張り切って歌ってくるから、寄り道しないで帰るんだよ」


　だけどカズは逆に、僕を最後の最後まで子供扱あつかいして頭をぽんぽん叩くと、次の現場へ向かうため駆け出した。


　大きなテレビ局と違ってこのスタジオは小さな建物だから、カズもそれほど心配していないんだろう。もちろん僕もすぐにこの場所を出るため、出口に向かったところでその人を見つけた。


　自じ動どう販はん売ばい機きと背もたれのないソファーだけが置かれたロビー。そこに疲れたように座っていたのは藍沢さんだった。


「あ、藍沢さんっ」


　今目覚めたみたいにゆっくりと顔を上げた藍沢さんは、何度か瞬まばたきを繰くり返してから僕を認めて不思議そうな顔をした。そう言えば僕なんでわざわざ自分から話し掛かけたんだろう。このまま通り過ぎても良かったのに。


「……具合、どうですか」


　それでも話し掛けた手前いきなり立ち去ることもできず、素直に気になる病状を聞いた。一応声を潜めたのは内ない緒しよの話だから。


「……ああ、大だい丈じよう夫ぶ。ありがたいことに今日の仕事はこれで終わりだしな」


　藍沢さんはそう答えるけれど、僕から見れば全然大丈夫そうではない。もちろん元から具合が悪いのを知っているからそう見えるだけなのかもしれないけれど。


　返事がワンテンポ遅く、答える声も少し掠かすれているし、やっぱり顔色も悪い気がする。元からあまり喋しやべらない感じの人だから今は誤魔化せているかもしれないけれど、どうせならばれてしまった方がいいのに。


「帰らないのか？」


　カズが出ていくのを見たのか、首を傾げながら聞かれて、出口と藍沢さんの顔を交こう互ごに見やる。


　もちろん僕は帰るつもり。でも、平然とした調子を保ってるように見せかけてる藍沢さんが気になるのも本当。……変に引き止められないのが気になるっていうのもおかしな話だけど、でもやっぱり気になるんだ。


「病院、行きます？」


「いや、帰って寝ねる。大した風邪かぜじゃない。それで治るだろ」


　話すために口を開くのさえ気だるそうにしている藍沢さんの言葉は、僕の世話焼きスイッチを嫌でも押してくる。こんな人、放っておけばいいとは思うのに。


「……やっぱりダメだ」


　放っておけるわけないじゃないか。病人が目の前にいて、しかもこのまま寝るだけって言っているのを見過ごせない。この人のことだ。絶対にこのまま家に帰ってただ寝て終わりにする気に違いない。


　忙いそがしくて時間がないなら、面倒でもちゃんと治してしまった方がいいのに、そんな理り屈くつ聞きやしないってのもわかってしまうから。


「面倒、見させて下さい」


「……なに？」


　今日だけ。今日だけ目をつぶろう。この人がどんな人かっていうのは忘れて、今日だけ面倒見てやるんだ。こうなったら、僕が優位に立って、必要なだけ世話を焼いてやる。


「絶対に、変なことしないでくださいね」


　さすがにここまで具合が悪そうだったら、なにかするような元気は残っていないだろう。それにもしなにかあっても、今の藍沢さんになら勝てる気がする。


　あまり頭が働いていないせいか、僕の言っていることがよくわからずにいる藍沢さんの意思を無視して、僕は強きよう硬こう手段に出ることにした。


　藍沢さんの仕事がすべて終わるのを待って、さすがに自分の車で来るという無茶はしなかったその人をタクシーに乗せて、もう二度と行かないと思っていたマンションへと向かった。








「藍沢さん、もうちょっとですからね」


　車の中ではずっと目を閉じて、眠ねむっているのか黙だまっていた藍沢さん。さすがに抱かかえるには体格が足りなかったから、肩かたを貸すだけにして家へと連れて行く。


　鍵かぎを借りて開け、玄げん関かんに入った所でもうちょっとだから頑張ってと声をかけたら嫌な顔をされた。


「……頼たのむから病人扱いしないでくれ。具合が悪くなる」


「もう充じゆう分ぶん病人です！」


　喉のどの痛そうな掠れた声でバカなことを言う藍沢さんを連れて寝しん室しつへ。ドアの前で少し躊躇ためらったものの、そんな場合じゃないと思い切って踏ふみ込んだ。


　薄うす暗ぐらい寝室は、辛かろうじてベッドにだけ生活している跡あとがあり、一応寝てはいるんだと安心する。ここに伴ともなう嫌いやな思い出は今は忘れるとして。


　ひとまずよろけないように肩を貸しつつベッドにその体を寝かせる。


「ひどい熱だ」


　薄うつすら汗あせを搔く額に手を当てると、思ったよりも熱くなっていた。


　家に戻もどってきて人の目がなくなったからか、一気に熱が上がったみたい。体温計なんてものはなさそうだから詳くわしい温度はわからないけど、かなりまずい感じがする。


　ともかくぐったりと熱い息を吐いている藍沢さんに布ふ団とんをかけて、まずは冷やすのが先決だと部屋を出た。


　バスルームで見つけたタオルを氷水で冷やし、固く絞しぼって額の上へ載のせる。これだけでもだいぶ違うはずだ。


「キッチン借りますからね」


　声をかけ、力なく上がった手を了りよう解かいと受け取る。


　なにか食べてもらってから薬を飲ませないと。……あるのかな薬。とりあえずお粥かゆだよな、こういう時は。


　変わらず食材がたっぷり入った冷蔵庫を勝手に開けて卵を取り出すと、さっさと卵粥を作る準備を始めた。


　これを食べて薬を飲んだのを見届けたら帰ろう。








「起きてますか……？」


　この際だからと勝手に漁あさらせてもらって見つけたトレイにお粥と水と薬を載せて運び、寝室を覗のぞく。暗い部屋にリビングからの明かりが筋状に洩もれ、苦しげに目を閉じている藍沢さんの顔を照らした。


　部屋の中は熱の匂においがして、暖だん房ぼうをつけたみたいに暑い。ベッドサイドのチェストにトレイを置いて額に載せたタオルを手に取ると、さっき替かえたばかりなのにもう熱くなっていた。


「藍沢さん、ちょっとだけでいいんで、食べられますか？」


　寝ているところを起こすのは忍しのびないんだけど、薬を飲んでもらわないと安心出来ないから。


　何度かの呼びかけで重そうにまぶたを開けた藍沢さんは、眉まゆを寄せ訝いぶかしげに僕の顔を見つめた。頭が働いていなくて僕が誰だれかよくわかっていないのかもしれない。


「まだいたのか」


　けれど、藍沢さんはその方面で驚おどろいてたみたいだ。僕がまだ家にいてお節せつ介かいなことしてたのかって方だったようで。


　普ふ通つうならぐさっと来るような物言いだったけど、掠れてひび割れた声は普段ほどに威い力りよくはなく、僕はもう一度「キッチンお借りしました」と告げてからトレイを見せた。


「起きられますか？　っていうか、食べられますか？」


　食欲はないだろうけど、少しでもなにか口に入れてもらわないと。


　ぐったりとした熱い体を支えるように背中に手を入れて起こそうとした、その時。


「春希……」


　掠れた声で名前を呼ばれて、支えるためにとお腹なかの方に置いた手を摑つかまれる。喉が痛いんだろう、その掠れ声は吐と息いき混じりで妙みようにセクシーに響ひびき、自分の心臓が一度だけ大きく飛び跳はねた音が聞こえた。


　こんな時まで色気を振ふりまくなんて、なんて人だ。


「な、んですか？」


　身を屈かがめた状態で動きを止められたから、まるで僕が藍沢さんに覆おおい被かぶさっているような状態で。顔が近くて、熱い吐息が頰ほおにかかる。


　ほんの一いつ瞬しゆん緊きん張ちようしたのは、たぶんその吐息があまりにも熱かったからだ。そうに決まってる。


「もういい。うつると面めん倒どうだから帰ってくれ」


　世話することを拒きよ否ひするように摑んだ手を体から外され、唸うなるような声で返された。面倒、なんて口にしてるけど、僕に風邪がうつったところで藍沢さんが面倒なことなんてない。だからたぶんそれは僕を帰すための方便なんだろう。なんとなく、そう読み取れた。


「大人おとなしく食べて薬を飲んでくれないと帰れません」


　だから力を入れて体を起こし少し偉えらぶって言えば、藍沢さんは反論する元気もないらしくそのままベッドヘッドに寄りかかった。


　……本当に大人しいと、それはそれで心配なんだけど。








　その後、さすがに食欲のなさそうな藍沢さんに少しだけでも食べるよう勧すすめてなんとか薬を飲ませて。布団をかけて寝かせた後、使った食器やコップなんかを片付けていたら結構な時間になってしまった。


　腕うで時ど計けいを見れば、いつもなら夕飯も食べてお風ふ呂ろも入り終わっている時間。


　遅おそくなると言っていたからカズはまだまだ帰ってこないだろう。でもこのままここにずっといるわけにもいかないし、そろそろ帰らなきゃいけない。


　……けど、ずっと眠ったままの藍沢さんも気になる。たぶんそれが彼なりの体力の回復法なんだろうけど、あまりにも人を頼たよらないその態度が逆に気になってしまうんだ。


　変なことばっかりする人のくせして、本当に辛つらい時には頼られないなんて、やっぱり僕は……。


「……違ちがう。なに考えてんだ僕は」


　そこまで考えて、はっとした。


　僕はただ、病人が不ふ摂せつ生せいをしようとしているから気になっただけで、藍沢さんがどうとかって思ったわけじゃないんだ。他ほかの人でも知り合いだったら同じようなことをしていただろうし、だから絶対これに深い意味なんてない。


　場所が場所だからか変なことを考えてしまうんだきっと。戒いましめに自分の頰がじんわりと熱くなるまで叩たたいて、それから様子を見ようとドアを細く開けて寝室の中に入った。一応警けい戒かいは怠おこたらないようにしているつもりだけど、今日の藍沢さんにはたぶん必要ないだろう。


　……だからなんだろうな、こんな変な気持ちになるのは。あの人がいつもと違うから。だから僕も変な風にドキドキしてしまうんだ。


　暗い部屋の中で小さく深呼吸をして、ベッドに近付く。また温まってしまっているタオルを替えようとすると、寝ねていると思った藍沢さんが小さく身じろいだ。


「大だい丈じよう夫ぶですか？　なにか飲みたいものとかあります？」


　体温計がないせいで体温を測るにはこういう手、というか手のひらしかなくて。でも、額に当てた手を、だるそうに上げられた腕うでで払はらわれた。


「……もう帰れ。弟に心配されるだろ」


　態度はぶっきらぼうだけど、たぶん心配してくれているんだろうこれは。


　普通、弱っている時こそわがままになるものなのに、こういう時にだけ大人っぽくなるなんて本当に変な人だ。今さら僕の心配なんて、しなくたっていいのに。


「……本当に帰っていいんですか」


「いい。後は寝るだけだ」


　重ねた問いに、素っ気無い返事。


　吐はかれる息はまだ熱くて、声はまだ険しかったけれど、さっきよりも少し熱は下がったみたいだ。


「あの、でも……っ！」


　それでもやっぱり心配は心配で、せめてなにか飲み物だけでもと顔を近づけた時だった。視界が一転して、背中にスプリングの感かん触しよく、そして目の前には藍沢さんの顔と薄暗い天てん井じようが現れ。いつか見た光景と似た景け色しきに、体がその時を思い出してしまったのか硬こう直ちよくして言葉を失う。


「いい加減、帰れと言っただろ……？」


　僕を押さえつける腕はひどく熱くて、頰に触ふれる熱を持った吐息に身動き一つ取れなくて。押さえ込む手にそんなに力は入っていないけれど、体重がかけられているせいか動けない僕はただただ見下ろしてくる藍沢さんを見つめるしか出来ない。


「このまま俺が命令したらどうするつもりなんだ？」


「……っ」


　掠かすれた囁ささやくような声はそれ自体に迫はく力りよくのあるものじゃなかったけど、その瞳ひとみの力だけは失っていなかった。


　突とつ然ぜんのことに真っ白になっていた頭がゆっくり動き出して、状じよう況きようを悟さとる。いつの間にか、ベッドに押し倒たおされていた僕。


　そのことを忘れてたわけじゃない。僕と藍沢さんはこういう間あいだ柄がらなんだって、わかってたはずだ。それなのになぜか安全だと思っていたのは、僕が言った言葉を聞いていてくれたからだと思ってたんだ。変なことはしないでくださいって、言った言葉を守ってくれてるんだと勝手に思っていた。だから油断した。


　だけど、やけに鼓こ動どうが速い心臓とは別に、頭の中は変に冷静だった。体勢的にも口にされた言葉も怖こわくないはずないのに、どうしてだか僕は藍沢さんを見つめたままで。


「あいざわさ……」


「来てくれて助かったよ。でも、お前にうつしたくないんだ……」


　吐息が直じかに触れるほどの位置で囁かれた唇くちびるはそのまま離はなれ、それと同時に手の力が緩ゆるめられる。


　そして僕の体を避さけるようにしてベッドに倒れ込んだ藍沢さん。


　その隙すきに慌あわててベッドから離れたけれど、その必要はなかったみたい。重そうな体をベッドに横たわらせて大きく息を吐き出す藍沢さんは、変なことに力を使ったせいか、気を失ったかのように体から力が抜ぬけきっている。


　今さらながらに騒さわぎ出した心臓を抑おさえつつ、どうしたらいいのか辺りに視線を巡めぐらしていると、チェストの上に置かれたものに目が留まった。電話のチェックでもしたのか、開かれた形のまま放られた携けい帯たい電でん話わ。


　さっきの言葉と重なって、気づいたのはその中に入っているはずの写真。僕が脅おどされている証しよう拠こ。


　あんなところに無防備に放り出しておくなんて、弱ってるからか気が回っていないのかもしれない。今、あの写真を消してしまったら、僕はもうこの人の言うことを聞かなくていいんじゃないか？　こんな風にいちいちドキドキしなくていいんじゃないか？


「……やっぱ、出来ないよな、それは」


　開いた携帯電話と藍沢さんの背中をしばらく交こう互ごに見比べて、それから深い息を吐いてその考えを消した。


　それはなんだかルール違い反はんの気がした。


　脅されている人に対してそれは甘い考えなのかもしれないけど、それでも携帯電話に手は伸のびなかった。


　だって藍沢さんはなにもしなかった。病人で、脅すネタがあって、だけど結局はなにもせずに帰れと言ったんだ。ただ体がだるかっただけかもしれないけど、それでも僕が風邪かぜを引かないように、カズが心配しないようにと気き遣づかってくれた言葉は噓うそに聞こえなかった。


　もしかしたらこんなに具合が悪い時まで演技出来る人なのかもしれないけれど、わからない僕は信じることしか出来ない。だから。


「……わかりました、帰ります」


　辛そうな姿にちゃんと傍そばで看病したい気持ちはあったけれど、きっと他人がいたら気が休まらないだろうし、体調は気にはなるけれど帰ることにした。


　確かにカズのことも気になる。仕事が終わったら連れん絡らくをしてくれと言ってあるけど、待っていると言った手前、後に帰るのも気まずいもんな。ご飯も作らなくちゃいけないし。


「あのじゃあ僕は帰りますけど、ちゃんと玄げん関かんの鍵かぎ閉めてくださいね。色々温めればいいようにしておいたんで、食べられなかったらせめてスープぐらいは飲んでください。後、ちゃんと水分摂とって暖かくして寝ること。いいですね」


　頷うなずくのもだるそうな藍沢さんに布ふ団とんをかけ、頭のタオルを替かえて、冷たいペットボトルを枕まくら元もとに置いて、火元や出来る限りの戸と締じまりを確かく認にんして僕の役目は終しゆう了りよう。


　これ以上いても寝るのに邪じや魔まになるだろうから、心配しながらも藍沢さんの家を後にした。





　一人で帰る夜道は少し寒く、その中で藍沢さんに触れられた手の熱さだけがまだ残っている気がして。


　その熱に妙みように騒ぐ鼓動を意識しないように、僕は帰り道を急いだ。








「……やっぱり、写真消しとけば良かったかも……」


　授業が終わりに近付くにつれ変な胸むな騒さわぎがして、早足でやってきた校門はやっぱり前と同じようにざわついていた。頭を押さえつつ視線をやれば妙に見慣れてしまった車があった。


　本当は無視して行ってしまいたかったけどそういうわけにはいかない。あの声でもう一度名前を呼ばれるのが嫌いやで、視線が合った時点で諦あきらめて車に近寄った。


　あれから一週間。その間はとても平へい穏おんだったから、このまま忘れられると思ったのに。まあこの様子じゃ風邪はすっかり治ったみたいだから、それだけは良かったと思うけど。


「今日は素す直なおだな」


　窓が開き、覗のぞいた顔はやっぱりサングラスをかけた藍沢さん。乗れよと促うながされて、苦手なざわめきに追い立てられるように助手席に乗り込んでしまう。もしかしてこれがこの人の手だったりするんだろうか。


　ともかくいつものように警けい戒かいは怠おこたらないまま、いざとなったらなんとしてでも車から降ろしてもらう覚かく悟ごで息を吸い込む。


　この前はただこの人が弱っていただけで、例外中の例外。甘く見たら痛い目に遭あうのは僕なんだから、今日こそ油断しないんだ。


「具合、もう大だい丈じよう夫ぶなんですか」


「ああ、寝ねたら治った。悪かったな、せっかくわざわざ看病してくれたのになんにもしないで帰して」


「……そういう冗じよう談だんが言えるくらい元気になったならいいですけどね」


　ひとまず気になっていたあれからのことを聞くと、余計な言葉まで返ってきた。あの時はだいぶ辛つらそうだったから気になってはいたんだけど、本人に直接会いに行くのも遠えん慮りよしたかったし、だからと言って繫つながりのないカズに聞いてもらうのも変だからとそのままにしていたんだ。


　まるで僕がなにかを望んでいたような言い方はもちろんつっこみどころではあったけれど、そういう意地悪を言うのがこの人だっていうのはもう承知してるから頑がん張ばって軽く流してみた。


「で、今度はなんなんですか」


「撮さつ影えいが早く終わってな、時間が空いたんだ。行きたい所があるから付き合ってくれ」


　その上で出来るだけ迫力が出るように声を低めたって、藍沢さんはまったく気にせず自分の用を口にする。僕の了りよう解かいを求めないままに車を進めている辺り、当たり前のように事が進んでいるけれど。


「一応聞きますけど、なんで僕が？」


「ああ、『カズ』に許可を取るか？　弟についてきてもらわないと心配だろ」


　どうして僕が藍沢さんの行きたい所に一いつ緒しよに行く必要があるんですか、と今さらだけど至し極ごくまともな質問をすれば、藍沢さんは僕を見ないままに軽く口の端はしを歪ゆがめた。まるで僕がカズに相談しないとなにも出来ないんだとでも言うように。


　どうやらすっかり調子が戻もどったようだ。あの時の弱り方が可愛かわいく思えるくらい意地悪に戻ってる。


　……これが挑ちよう発はつだっていうことはわかる。だけど売り言葉に買い言葉とはまさにこのこと。


　カズに頼たよっているのを自分でも自覚していたから、余計痛かった胸を誤ご魔ま化かすように、僕は反射的に「カズは関係ない。一人で行きます」なんて答えてしまっていた。


　しまった、と思ったのは、すべての言葉が口から出てしまった後。思う壺つぼ以外のなんでもない僕を藍沢さんは喉のどで笑ってるから、一つ咳せき払ばらいをして話題を変えた。どうせどんなこと言ったって結局は言うことを聞くしかないんだから。


「それで？　今日はどこに連れて行かれれば解放されるんですか」


「今度、映画の舞ぶ台たい挨あい拶さつで着るスーツが必要なんだ。それをお前に見立ててもらいたくてな。一人で見ていてもよくわからないだろう、ああいうのは」


　舞台挨拶で着るスーツ、なんて僕に選べるとは思えないけれど、普ふ通つうに似合うものを選べばいいんだろうか。


「映画……って、あれですよね、『いつかどこかで』ってタイトルの。そっか、そうですよね。主演ですもんね」


「よく知ってるな」


「普通知ってますよ。最近テレビでよく宣伝してるんですから」


「そうなのか？」


「そうなのかって……」


　最近よくテレビでＣＭを見る映画のタイトルを言うと、藍沢さんは感心したように頷いて見せた。感動系の話で、ＣＭがまたよく出来ているから、それを見るだけで涙なみだぐみそうになったことが何度か。


　テレビであれだけやっているんだから知らない人の方が珍めずらしいとも言える状態なのに、主演の本人が、素しろ人うとである僕が知っていたことに驚おどろくってどういうことだ。


　もしかしてこの人って、自分の人気に疎うといんだろうか。そういえば今日もこの前も大学の前に車停とめて僕のこと待ってたんだっけ。もしバレたら大変なことになるだろうに、本人は全然気にしてなかったんだから驚きだ。


　自分がどう見られているか、気にならないってすごい。僕なんか周りを気にしてばっかりなのに。


　改めて本当に僕とは正反対の人なんだなぁって横顔を盗ぬすみ見て、すぐに窓の外に視線を移した。


　藍沢さんの言い方じゃただのショッピングみたいだ。でも、あれだけセンスのある人が、どうしてわざわざ僕を呼んで構うんだろう？


　疑問ではあったけれど、逆に藍沢さんの行動で疑問に思わないことはないし、聞いてもまた返答に困ることを言われるだけだろうと、諦めて口をつぐんだ僕はたぶん正しいと思う。








「春希、お前はどう思う？」


　スーツを選びに来た店で、何人かいたお客さんも一緒に見み惚とれてファッションショー状態の藍沢さんは、それでもまったくその様子を気にすることなく僕に声を投げてきた。


　女の人たちの目が一気に僕の方に向いて、なにかを期待するような視線を送られる。


「あ、えっと……一つ前に着たやつがいいと思いました」


　シンプルだけど上品なブラックスーツは、スタイルのいい藍沢さんに似合っていて特別かっこよかった。だから素直に答えて返せば、藍沢さんは変わらぬ顔のまま一つ頷うなずいて。


「そうか。じゃあそれにしよう」


「えっ！　そ、そんな簡単に決めちゃっていいんですか？」


　それを選んできた店員さんが、まるで告白を受けたかのように喜び、僕は驚き。


　さっきちらりと見えた値札は、そんな簡単に決めていいような値段じゃなかった。もちろん僕の感覚ではあるけれど、やっぱり僕なんかの意見で決めていいようなものじゃない気がする。参考程度のつもりだったのに、いつの間にかそんな重大な決定権を与あたえられていたなんて知らなかった。


「お前はこれがいいんだろ？　なら問題ない」


　試着室のドアを閉め、もう一度サイズを確かめるのに着直したスーツは元から藍沢さんのためにあつらえたようにフィットしていた。足が長いから裾すそを調整する必要もなさそう。


　……というか。部屋や今までの態度を見て思ったんだけど、もしかして藍沢さんって自分のことにものすごく無む頓とん着ちやくなのか？　一見すごくこだわりを持っていそうなのに、部屋には物がないし自分が着るものもこの扱あつかい。


　本人がいいって言うならいいですけど、なんて肩かたをすくめて見ていたら、藍沢さんはそのまま買い物を終わらせず違ちがうものを物色し始めた。見ているところはびしっとしたスーツではない、もう少しだけカジュアルなもの。畏かしこまった感じではなく、どちらかと言えば軽いパーティーに似合いそうな雰ふん囲い気きの服が並んでいる所を見て歩いている。


　まだ他ほかになにか買うんだろうか、と少し離はなれた所で見ていたら、藍沢さんが一着を選び、それを持って僕の所にやって来た。どうやら藍沢さんは、僕を傍観者のままで終わらせるつもりはないようだった。


「これなんかお前に似合いそうだ。着てみたらどうだ？」


「え、いいですよ。僕はそういうの似合いませんし」


「着てみればわかる。ほら」


　それでも藍沢さんが言い出したら聞かないのは、このちょっとの付き合いの僕でももうわかること。


　スーツを押し付けられ、店員さんに連行されるように引っ張って行かれた試着室。








「思った通りだ、似合ってる。これにしよう」


　着て見せて、これでいいですか、とすぐに自分の服に着替えて終わらせるつもりだったのに。


　試着室のドアを開けて僕を見た藍沢さんは、そう告げてさっさとそこから立ち去ろうと踵きびすを返した。このまま着ていくから、なんて店員さんに値札を切らせようとしている、その背を慌あわてて呼び止める。


「これにしようって……ちょっと、待ってください。僕いりませんっ」


「これならフォーマル過ぎないし、持っていても困らないだろう？　この前看病してくれた礼もまだしていなかったし、今日も買い物に付き合ってくれたんだ。気にしないで受け取ってくれ」


　僕がそんなこと言うのは意外だとばかりに首を傾かしげた藍沢さんは、本当に軽く言うけど、はいどうもなんて受け取れるわけがない。その辺で買ったお菓か子しとは文字通り物が違うんだ。


「気にします。こんな高価なものいただけません」


　後半は店員さんの手前声を潜ひそめてだけど、それでもちゃんと藍沢さんに聞こえるように口にすれば、少し困った顔をされた。


　どうして受け取らないのかわからないって顔。でも僕だって困る。こんなもの、そう簡単に受け取れない。この前の服だって、僕には過ぎたものばかりで困ったんだから。これ以上こんな風に簡単に物をもらうわけにはいかない。


　強固な僕の態度に驚きを感じたのか、藍沢さんは僕の目の前まで歩み寄って真っ直すぐと目を見つめてきた。深く輝かがやく黒い瞳ひとみが、突つき刺さすように僕を射い抜ぬく。


「本当に似合ってる。俺がその格好を見ていたいんだ。素す直なおに受け取ってくれ」


　低い美声は直じかに脳に浸しん透とうするみたいで、真っ直ぐに向けられた僕は見事に動けなくなってしまった。


　たとえ演技だとしても騙だまされたいほどの言葉は、それでも僕には真実に聞こえる。


　あまりに真しん剣けんな藍沢さんに、僕は断りきれずに困って悩なやんだ末に、仕方なく受け取りますと頷いたのだった。


　どうしてもあの視線に弱いんだよなぁ、僕……。











　結局着慣れない上質なスーツを着て店を出ることになった僕は、さっきから居い心ごこ地ちが悪くてしょうがなかったりする。車に戻もどってシートベルトをするだけでしわになるのが恐こわくて、やっぱり着慣れないものは着るもんじゃないと心から思った。せめて上着だけでも脱ぬごうか、でもなにか言われそうだし、と逡しゆん巡じゆんを繰くり返し何度も藍沢さんの横顔を盗み見していたら小さなため息が聞こえた。


「……その顔じゃ、俺の家に誘さそうのは無理そうだな。お前の作ったものが食いたかったんだが」


「行きませんよ、藍沢さんの家は」


　困ったように言う藍沢さんのセリフに少しだけ嬉うれしいと思ってしまった自分を抑おさえ込み、きっぱりと告げる。


　この前の看病の件だけは別として。藍沢さんの家に行くと、なんだかんだで結局変な方に流されてしまうし、変なことされるんだから絶対に行かない。自分の中で警けい戒かいしているだけじゃもう足りないから、しっかりと言葉にしてやるんだ。それでも、携けい帯たい電でん話わを見せられたら儚はかない抵てい抗こうで終わるんだけど。


「それなら外で食うか。なにがいい？」


「……僕帰ります。藍沢さんといると、どこに行っても目立つし、嫌いやなんです」


　でもそうとはならず、代わりに外食に切り替かえようとする藍沢さん。どうやら藍沢さんの中では夕食までがセットになっているみたい。だけど元から僕はそんな約束していない。買い物に付き合ったんだから、これでお役ご免めんのはず。


　だってこんな、いるだけで目立つような人と外食なんて、見てくださいって言ってるようなものじゃないか。ただでさえ僕はこの「おめかし」が恥はずかしくてしょうがないのに、これ以上目立つのはごめんだ。


「なら俺も帰るとしよう」


　だけど、帰ると答えた僕になぜか藍沢さんが答えを合わせる。あっさり返されて危あやうく聞き流しそうになったけど、帰るってそんな。


「なんでですか。藍沢さんはちゃんと食べて帰ってください」


　僕は家に帰って夕飯を作るけど、藍沢さんはこのまま帰ったら絶対食べやしない。マネージャーさんが入れてくれるから冷蔵庫に食材はあったけど、わざわざそれを料理して食べるなんて真似まねこの人がするはずない。


　そうは言ってもまったく聞く耳持たずの藍沢さん。僕を見ずに、車線変へん更こうするために車の流れを確認するように外に視線を飛ばしている。


「お前は帰るんだろう？　だったら俺も帰る。一人で食っても仕方ないし、食べなくても誰だれも見てないからな。これから今以上に忙いそがしくなるし、食に関しては諦あきらめるしかないな」


　わざとなのか本気なのか、聞こえよがしに口にするそれは脅おどしにしては可愛かわいらしすぎる。なんだか子供のわがままみたいだ。


　そういえばカズも自分の好きなメニューを作ってほしい時にこんなこと言うなぁ、なんて思ったら急に藍沢さんが可愛らしく思えて笑ってしまった。


　そうなると一気に気が緩ゆるんで、自分の中の警戒レベルが下がるのを感じた。


　外で食事するくらいなら、さすがに変なことはされないだろうし、いつものように目線を下げていれば藍沢さんが注目されていたってわからないだろう。それに、本当に連れて行きたいのなら携帯電話を見せて例の手で無理に連行すればいいだけなのに、それをしないところになんとなく気持ちが和やわらいだ。


「もー、わかりました。食べてくれないのは困りますし、もうちょっとだけなら付き合います」


「それなら決まりだな」


　それでいいんでしょ、とちょっとだけ見上げた横顔。


　ふっと口元に笑えみを浮うかべてハンドルを切る藍沢さんは、一転大人おとなの雰ふん囲い気きで。ほんの少し騙されたかなとは思ったけど、機き嫌げんの良さそうな藍沢さんの様子に、まあいいかと深く気にしないことにした。











　藍沢さんが僕を連れて行ってくれたのはイタリアンのお店だった。一人だったら絶対入れないような、いかにも高級そうなレストラン。だからと言ってギラギラとした高さを売りにしているような見た目じゃなくて、本物の大人の気品を持つ人しか入っちゃいけないような雰囲気が漂ただよっている所。


　行きつけのお店なのか堂々としている藍沢さんの後ろについて中に入ると、どうしてここを選んだのかなんとなく察した。


　白と黒を基調としたシンプルな内装は、過か剰じように明るすぎもせず程ほど良よいライトで照らされていて、藍沢さんのイメージと重なる。どこかに来た、よりも帰ってきた感じに近い店内は僕の緊きん張ちようを幾いく分ぶん解いてくれた。


　だけど席について料理を頼たのんで、リラックスしていたのも束つかの間。


「な、なんだか、すごく見られている気がするんですけど……」


　視線がちくちく刺さるとでも言うのか。上品なお客さんばかりみたいであからさまに見られるわけではないけれど、ちらちらと送られる視線が妙みようにくすぐったい。


　だから嫌なんだ。藍沢さんはどこにいたって目立つんだから。きっと一いつ緒しよにいる僕を見比べるか探さぐるかしているんだろう。自分でもわかっているけれど、不釣つり合あいな見た目は。それにしたってそんな風に見なくてもいいのに。


「……藍沢さん、もうちょっと変装とかしません？」


「見られているのはお前だろう」


　あまりに堂々と素す顔がおを晒さらしているからこんなに見られるんじゃないかと提案する僕に、藍沢さんはさらりと変なことを口にした。それがさも当然という口調で、逆に僕の方を訝いぶかしむみたいに。


　明らかに目立っているのは藍沢さんだけど、という視線の訴うつたえは通じず。出来るだけ気にしないようにしようと決めて運ばれてきた料理に手をつけようとすると。


「やだ柊也じゃない、珍めずらしい」


　席へと案内されていく女の人たちが、通り過ぎ様にこのテーブルに目を留めて声をかけてきた。


　藍沢さんのファン、という感じではないからきっと知り合いだろう。どの人も派手ではないけれど質の良さそうな服をきちんとコーディネートしていて、モデルみたいな綺き麗れいな女の人たちばかり。……もしかしたら実際にモデルなのかもしれない。なんとなく雑誌の中の人ではなく、ショーの方が似合いそうな気がする、そんな感じの人たちだった。


　さすがに藍沢さんの知り合いとなると色んな意味で見み惚とれてしまうような人たちばかりなんだな。きらりと耳元や指に光る宝石も、さり気ない上品さをプラスしている。その人たちが近付いた途と端たん香かおった高そうな香こう水すいの匂においにくらりとした。


「なぁにこの綺麗な子。誰？　柊也のとこの新人？」


　藍沢さんは軽く視線をやっただけでなにも答えなかったから、女の人たちの注目は自然と僕に集まる。顔を四方から覗のぞき込まれて、突き刺さる視線に身をすくめた。


「あ、ねえ、あの子に似てない？　ほら、『らぶナビ』の主役やってた子」


「高篠和希でしょ？　似てる。輪りん郭かくとか鼻の感じとかそっくり」


「でもあの子よりちょっと大人っぽいんじゃない？　あの子ってやんちゃって感じだけど、それよりももうちょっと色気がある感じ。あたしこの子の方が好きだわ。綺麗だもの」


「本当に綺麗な子ね」


「モデル？　アイドル？」


「えっ、あの僕は」


「それぐらいにしといてやれ。困ってるぞ」


　綺麗にマニキュアの塗ぬられた手でぺたぺたと顔を触さわられながら、畳たたみ掛かけるように話される。口を挟はさむ暇ひまのない、本当のマシンガントーク。それについていけず、目を白黒させている僕を見て、藍沢さんは愉ゆ快かいそうに喉のどで笑った。


「なによ、柊也の意地悪。もういいわよ」


「じゃあね、綺麗な新人くん。また会えるといいわね」


　そしてその人たちは喋しやべるだけ喋って自分たちの席へと歩いていってしまった。現れるのも突とつ然ぜんなら去るのも突然で、まるで嵐あらしのような出来事。


　ただただ驚おどろいて瞬まばたきを繰くり返している僕に、藍沢さんは楽しそうに笑い声を立てる。


「そんなに驚かなくてもいいだろう？　言われ慣れてるんじゃないのか？　弟と似てるなんて」


「スタジオとか撮さつ影えい場所に行った時はたまに間ま違ちがわれることはありましたけど、こういうカズと関係ないところで言われたことなかったから。びっくりしました……」


　例えばテレビ局やスタジオに近い、高篠和希がいるのが当たり前のところだったらたまに間違われることはあった。格好が違ってもメガネをかけていても、変装用なんだと勝手に納なつ得とくされて。


　でも大学なんかでは、あまりよくある名字でもないのにほとんど間違われたことはない。テレビの中のカズと僕はまるで別人だから、関係あるはずないって判断されているんだろう。


　だから普ふ段だんのカズのテリトリーじゃないこういう場所で似ているなんて言われたことはなくて驚いた。


「……あの、今の方たちはお友達ですか？」


「まあ知り合いだな。あの様子じゃ、だいぶお前のことを気に入ったようだ。なんでも綺麗なものが好きだからな、彼女たちは」


　なんだかとても楽しげに笑う藍沢さんに、ぺたりと自分の顔を触った。さすがにここでボケるのは難しい。この場合の綺麗なものって僕だよね？


「珍しいもの、っていうことならわかりますけど、綺麗なものっていうのは違うと思います、けど。藍沢さんの知り合いだと思ってからかっていったんじゃないんですか」


「彼女たちは必要のない噓うそはつきやしないさ。……少しぐらい自分に自信を持ったらどうだ？」


　どうしてもそう評されることに戸と惑まどいを覚えて、運ばれてきたパスタをくるくるくるとフォークに巻き付けながら首を傾かしげた。


「あんまり、よくわかりません」


　それは本当。自信、なんて言われてもよくわからない。


　曖あい昧まいな返事をする僕にもめげず、藍沢さんは変わらぬ様子で言葉を重ねる。


「周りの様子、今までと変わったんじゃないか？」


「そういえば、最近よくじろじろ見られたり知らない人に話し掛けられたりするようにはなりましたけど……」


「それだけじゃなく、言われるだろう、言葉で」


「……言われ、ましたけど」


　確かに、野瀬くんにも言われた。いいよ、似合ってるって。


　野瀬くんが意味のない噓をつくわけがないっていうのはわかってる。今の女の人たちだって僕なんかに噓をついて褒ほめるメリットがないってこともわかってる。それでもやっぱりピンと来ない。


「弟があれだけ騒さわがれているのに、どうして双ふた子ごの兄貴のお前はダメだと思うんだ」


「だって、僕とカズって全然似てないし、たぶんいいところは全部カズに行ってるから」


「……確かに『自信』は弟の方に行っているらしいな」


　小さなため息。呆あきれたような響ひびきを帯びたそれに、僕は少し胸が痛くなった。この人にまで呆れられたんだって思うと、妙に悲しくなる。


　どうしても上手うまくいかない。いつもこうなんだ。普通に話してるつもりでも、会話さえ上手く行かない。カズだったらきっと、もっと楽しい時間を作れるだろうに。


　どうしてだろう。双子でも、僕とカズはこんなにも違う。


「ここまで来ると、頑がん固こを通り過ぎて厄やつ介かいだな」


　長い沈ちん黙もくの後ぽつりと呟つぶやかれた言葉に、出来るだけ平静を保った表情で口を開いた。


「僕なんて、なんの取り柄えもないですから。自信なんて、持てません。……いつもこうなんです」


　藍沢さんが、車の運転があるからと僕だけにシャンパンを勧すすめて、沈黙を埋うめる代わりにグラスに手を伸のばしていたから少し酔よったのかもしれない。


　いつもなら言わないような気持ちが、不意に口をついて出た。付け足した余計な一言が、まるで話を聞いてくれって催さい促そくしているみたいで嫌いやに響いたけど、出てしまった言葉は取り消せなくて。


「なにかあったのか？」


　案の定藍沢さんは続きを促うながすように聞いてくれて、その優やさしさにストップが利きかなくなった。自分のコンプレックスなんか、人に話すものじゃないのに。しかもこの人にだなんて。そうは思うのに、聞いてくれる姿勢の藍沢さんに結局は甘えた。


「なんにもないです。なんにもないんですよ、僕には。藍沢さんやカズと違って、僕は毎日地味に暮らしてるだけで、なにか、なんて滅めつ多たにあるものじゃないんです。そりゃあカズの傍そばにいることでちょっとは違うのかもしれないけど、それだって僕自身の話ではないし。僕はどんな時だっていつだって真面まじ目めだって言われて、必要だって言われる時は大体面めん倒どうな問題が起こった時で。ずっとしょうがないと思ってたけど、たまにすごく苦しくなる時があるんです」


　いつもは気にしないようにしてる。だけど、ほんのたまになんでこうなんだろうって思う時がある。上手く行かなくて、不器用な自分が恨うらめしくて。運が悪いのも妙みようなのに引っかかるのも、全部自分が悪いんじゃないかって、そんな気がする時があるんだ。


「真面目っていうのがよくわかんないです。僕はいつも同じようにしてるのに、そうやって言われて違うものみたいに扱あつかわれて。みんなが大勢でわいわいやってるのを見ていいなと思うのに、僕いつも馴な染じめなくて。結局いっつも輪の中に入りそびれちゃうんです」


　だから人が大勢いる所は苦手だ。気後れして、一人で焦あせってしまうから。


　握にぎり締しめた両手が汗あせばんでしまった気がして、解ほぐすようにゆっくりと開いてから、ため息ついて食べかけのパスタを見つめる。藍沢さんの視線が強すぎるからといって、そんな所しか視線の置き場がないなんてちょっと情けないとは思うけど。


「人のため、だなんて思っても摩ま擦さつを起こしたくなくて結局いっつも思ってることと違う行動取っちゃって。そのくせ食べ物のことになるとうるさいって、自分でもわかってるんです。食を粗そ末まつにしてる人を見るとどうしても黙だまってられなくて、相手構わず怒おこっちゃって、後こう悔かいしても何回も同じ失敗してる」


　食べ物のことだって子供の好き嫌きらいじゃないんだから、食生活なんて人それぞれで僕が関かかわることじゃないってのもわかっているのに。


　……カズは、全部上手く出来るのに。


「同じ双子でも、カズと僕は全然違う。カズは、明るくて可愛かわいくてかっこよくて、人付き合いも上手くて、だからいつも色んな人に囲まれてて。すごいなって思うだけで、羨うらやましいって思うだけで、結局僕はいつもなんにもしないで流されてる」


　ライトの当たる輝かがやかしい場所は、僕には関係のない所だと逃にげた。羨みながらも、自分とは違うものなんだと勝手に納得して諦あきらめた。だって流される方が楽だから。


「今の格好だって、カズに良くないって言われて、心の中で藍沢さんのせいにしてた。流されて、僕の意思とは別に勝手に変えられちゃったものだから仕方ないんだって。いい人になりたくてもなれない、なんにも出来ない人間なんです、僕は。だから自信なんて持てるはずがない」


　無意味な自信じゃない、根こん拠きよのある自信なんて持てやしない。


　一気に喋って渇かわいた喉を潤うるおすように、グラスに残ったシャンパンを一気飲みした自分にまた落ち込む。ほら、今だってアルコールのせいにしようとしてる。


「……さて、どこから反論していこうか。とりあえず全部か？」


　そんな僕の話を聞いてしばらく黙っていた藍沢さんは、深々としたため息をついた後、テーブルの上に両りよう肘ひじをついて手を組んだ。


　呆れを通り越こして怒っているような、そんな口調だった。同じミスを何度も繰くり返す生徒を根気強く諭さとすようなそんな態度に、僕は藍沢さんとは反対にテーブルの下で両手を握る。


「まず、真面目のなにが悪いのか俺にはわからないな。意識しなくても真面目に生きられる人間のどこがいけないんだ？　それにとやかく言う奴やつは、自分が恥はずかしい生き方をしてるってわかってるから嚙かみ付いて来るんだ。自分に出来ないことを軽く出来る奴を認めるのは簡単じゃないからな。そんなものをいちいち気にすることはない」


　藍沢さんがあまりにもきっぱりと言い切るから、テーブルに伏ふせていた視線を上げた。するとすぐに真っ直すぐな視線が僕を刺さす。


　これも僕が苦手なことだ。真っ直ぐと人の目を見て話すこと。藍沢さんはいつもいとも簡単にしてみせるけど。


「弟のことで少しは知ってるだろうが、それでもお前が思っている以上に俺たちの世界は綺き麗れいなもんじゃない。見た目は派手で楽しそうで、テレビに出るだけで金を貰もらえるから楽でいいなんて簡単に考えている奴なんて大勢いるだろう。だけどな、そんなもの表面だけだ。真面目に努力しない奴なんざすぐ消える。そんなのはこの世界だけの話じゃないだろ？　どこだってそうだ。だからと言って、自分は努力したと見せびらかしてる奴は違ちがうがな」


　一つ呆れるようにため息をついて見せた藍沢さんは、それでも僕から視線を外さず言葉を続ける。いつもは簡潔に喋しやべって終わらせる藍沢さんが驚おどろくほどきちんと僕に話し掛かけてくれている。僕はその勢いに圧されて口を挟はさめないでいた。


「人との間に波風なんてわざわざ立てるもんじゃない。状じよう況きようを読んで、意識に沿わない意見でも受け入れられるなら、それはそれで処世術の一つだろう。まあそれを認めるには、少々良心が過ぎるみたいだが。俺は波風立てる方だからな。お前のそういうところは素す直なおにすごいと思う」


　目を見つめたままふわりと浮うかべられた笑えみに、微かすかに頰ほおが火ほ照てる感覚。いつもあまり表情を変えない人だから、時たま浮かべられるなんの邪じや気きもない笑顔にどきりとしてしまう時がある。


　その気持ちの表し方は様々でも、きっとこの人はしっかりと自分を持っているんだろう。


「それと、今時人のために怒れる奴もいないってことを少し知った方がいいな。怒れるほど相手のためを思える奴なんて滅多にいないんだから。……人のためを思って行動する。それは『優しさ』っていうものなんじゃないのか？」


　少し突つき放したような冷たく取れる口調も、低い声と相あい俟まってすんなりと染しみ込んでくる気がする。


　人の注意を惹ひき付け聞かせる呼吸を知っている人だからか、その言葉は歪ゆがまず真っ直ぐ僕の中に届いて響ひびく。


「そんな思い悩なやめるお前が、取り柄がないなんてそんなバカなことを言うな」


　呆あきれられるだろうとは思っていたけれど、まさか怒られるとは思ってなかった。


　……この人って、こんな人だったっけ。


　それは純じゆん粋すいな疑問だった。


　だってもっと強ごう引いんでエッチで意地悪で、かっこいいけど僕とはまったく正反対の、住む世界が違う人だと思っていた。ただからかうためにひどいことする人だと思っていた。


　それなのに、言葉が温かい。伝えられる言葉の一つ一つに、その視線に、心の奥から励はげまされる。


「後は、人のことはいいからもう少し自分のことを考えろ、だな。例えば外見」


　他ほかの人が同じことをしたらキザに思われるだろう笑い方も藍沢さんにはよく似合っていて、伸ばされた手が僕の前まえ髪がみに絡からんでも不思議に思わずただその指先を見上げた。


「髪型一つで周りの反応が変わっただろ？　別に変に着き飾かざらなくたって、身に合ったものをつけるだけだ。そんな簡単な話なんだ、人が変わるなんてことは」


　確かに髪型を変えた次の日、色んな人に話し掛けられた。今まで僕なんか目に入っていなかっただろう女の子たちや普ふ段だん話したことのない人たちが喋りかけてきたり、知らない人に見られたりした。


「自分の容姿をもう少し自覚した方がいい。わからないことは罪じゃないが、褒ほめ言葉は素直に受け取っておいた方がいいぞ。少なくとも、俺が口説く意味をもう少し考えてくれ。俺がなんとも思っていない男相手に『綺麗だ』なんて冗じよう談だんを言うと思うか？」


　するりと解かれた指先がまた組まれ、答えを求めるように黒い瞳ひとみに目を覗のぞき込まれる。


　内容が内容だけにほんの少しだけひそめられた声こわ音ねはまるで囁ささやき声みたいで、だけど僕の耳にはしっかり届いて尚なおのこと照れる。


　思います、なんて言葉、冗談でも口に出来ない。だって藍沢さんの言葉に噓うそが感じられないから。


　いつもとは違うたくさんの優やさしさに、鼓こ動どうが速まっていくのを感じた。


　今まで僕のことをこんなに見てくれた人がいただろうか。こんなにちゃんと考えてくれた人なんていただろうか。


　絶対笑われるか呆れられるかだと思っていたのに。一いつ笑しように付されるのが当然だと思っていたのに。予想外の優しさに、戸と惑まどう。


　どうしよう。聞こえてしまいそうなほどに胸がドキドキする。


「……少し喋りすぎたな。俺らしくもない」


　僕が黙ったままなにも答えないからか、藍沢さんは深く息を吐はくと自じ嘲ちよう的な笑みを唇くちびるの端はしに刻んだ。





　その後僕たちは少ない会話を交かわしながら食事を終えた。藍沢さんはその後僕を家に送ってくれて、そのまま別れて。


　夜風に晒さらされた頰はまだ熱を持っていて、しばらく顔の火照りは収まりそうになかった。











「ただいま」


　ほんの少しだけ冷えた頰を叩たたきながら、鍵かぎを開けて出来るだけ普ふ通つうに声をかけて家に入る。


　今日も遅おそいと思っていたカズはもう帰ってきていたようで、玄げん関かんの靴くつを確かく認にんするまでもなく明るいリビングから呼び声が返ってきた。


「はぁ～るぅ～！　どこ行ってたのー？　腹減ったよぉー！」


「ごめん、もっと遅いかと思ってたんだ。連れん絡らくすれば良かったね」


　ばたばたと廊ろう下かを走ってリビングに飛び込み、荷物の入ったバッグを置いてキッチンへと向かおうとして、カズの視線に足を止めた。ソファーに寝ね転ころがっていたカズは、自分の好きなものをねだろうとしたのかこっちに顔を向けたまま固まっていた。


「……ハル、なにその格好」


　声のトーンが落ちる。訝いぶかしげな視線に促うながされるまま自分の体を見下ろして気づいた。そうか、僕スーツだった。


「ちょっと、その、知り合いに誘さそわれてご飯食べてきちゃったんだ。ごめんね、なにも言わなくて。なにか作って置いておければ良かったんだけど。カズ、何時頃ごろ帰ってきた？」


　おかしく思うのは当然。僕がこんな格好することなんてなかったからびっくりしたんだろう。そうだった。せっかくもらったスーツなんだから汚よごしちゃまずい。


　本当は着き替がえてきたかったけど、カズがお腹なか空すかせてるだろうしとジャケットだけを脱ぬいでソファーにかけようとしたら、その手を摑つかまれた。


「なにその格好、って聞いてるんだよハル。答えて？　誰といた？　知り合いって、誰？」


　畳たたみ掛ける強こわ張ばった口調。思ったよりも力強い手で引っ張られ、カズの隣となりに転ぶように腰こしを下ろす。冗談の様子は一いつ切さいなくて、妙みように平らな声音に怒いかりが滲にじんでいた。


「今まで誰といた？　お酒飲んだの？」


　頰に滑すべった手が指しているのはまだ赤いだろう頰。顔を近づけたことでお酒の匂においが香かおったのか、カズの眉み間けんのしわがより一層きつくなる。


「カズ、そんな怖こわい顔しないでよ。連絡しなかったのは謝るって。ご飯も今すぐ作るから」


　いつもとは違ちがうその様子と温度を下げた空気が怖くて、僕は怒りを宥なだめるようになんとか笑顔を作った。だけどそれが逆効果だったみたいだ。


「答えてって言ったでしょ、ハル。今まで誰といたか、話して？」


　怒ど鳴なるような言い方ではなかったけれど、丁てい寧ねいに言い聞かせるようなその口調が逆に怖い。真っ直ぐと目を見み据すえてくる痛いほどの視線に耐たえられなくなって、僕は掠かすれる声で藍沢さんといたことを話した。


　でもそうなると、どうして藍沢柊也と食事に行くことになったのか、というのが今度は問題として出てきて。


　どうして、というカズの短い問いに、結局藍沢さんとの出会いから話すことになった。危ない所を助けてもらって出会ったこと、それからたびたび会っていたこと。……もちろんあのことは話さなかったけど。


　その間、カズはずっと厳しい顔で僕のことを睨にらみつけていた。こんな顔も声に怒りを滲ませる姿も、今まで見たことない。例えば家に帰るのが遅おくれたとしても、今までは心配されて優しく諭さとされるだけだった。それなのに。


「……やっぱり、変だと思ってたんだ」


　僕の話を聞き終えたカズは、大げさに肩かたをすくめて息をついた。それから子供っぽく口を尖とがらせ僕を睨み上げて。


「急に変な格好し出すし、色々理由つけてたけど、急にコンタクトなんかにするし。全部藍沢柊也が原因だったんだ？」


　僕の両りよう腕うでを摑んで、カズが子供に言い聞かせるみたいに調子を和やわらげた。でも、覗き込まれた真っ黒な目の奥に、まだちろちろと怒りの炎ほのおが燃えている。


「ハル、聞いて。あの男に近付いちゃダメだ。俺だって詳くわしいわけじゃないけど、あいつのいい噂うわさなんか聞いたことがない」


　そこで言葉を切ったカズは一度僕から目を逸そらし、それからなにかを決めたように改めて向かい合って苦い顔で口を開いた。


「あんまり、こういう汚きたない話ハルに聞かせたくないんだけど、ハルが危険だから言うよ？　あの男って、どんな相手でも抱だくような奴やつなんだ。恋こい人びとなんて噂になる暇ひまもないくらいどんどん変えるって聞いたことがある。男も女も関係なく、深い意味もなくね」


　言いにくそうに伝えられたカズの話に、胸の奥がずきんと痛んだ。


　どんな相手でも？　恋人なんて、噂になる暇もないくらい？　男も女も関係なく、深い意味もなく？


　カズの言葉と色んな映像がぐるぐると頭の中を巡めぐる。


　初めて藍沢さんの家に行った時に起こったあの出来事。


　それまで優しかったのに、キスマークを見られた後に変わった表情、そしてされたこと。その後も、ご飯を作った後にあんなことされて、それでもまだ逃にげなかったから、ちょうどいいと思って僕をからかったんだろうか。


　……じゃあ、今日レストランで会った綺き麗れいな女の人たちはみんな彼女だったりしたんだろうか？


「実は俺も誘われたことがあるんだけど、断ったんだ。だからかもしれない。ううん、きっとそうだよ。俺の代わりにハルに声かけたんだ。きっとハルが純じゆん粋すいで素す直なおに言うこと聞くから、からかったんだよ」


　一つ躊躇ためらうような沈ちん黙もくを置いて、カズが告げた言葉の衝しよう撃げきに、息が止まった気がした。


　藍沢さんがカズを誘った？　だけど、断ったから、僕に？


「カズの、代わり……？」


　出した声がひどく掠れた。しゃっくりみたいな、変な息が洩もれる。


　僕に優しくしたのも手を出したのも、全部カズの代わり……。


「ああいうタイプの男が、ハルみたいなのに興味示すと思う？　おかしいでしょ？　きっと自分好みに変えて、遊んだら捨てるつもりだったんだよ。この服も、全部そのための手。騙だまされちゃダメだよ、ハル」


　カズの言うこと一つ一つが心臓に突つき刺ささるみたいに痛い。


　そうだよ。僕だってずっと思っていたじゃないか。あんな人が僕みたいのに構うはずないんだって。こんな髪かみ型がただって服だって似合うわけないって。


　カズの話を信じてしまえば、すべてに納なつ得とくがいく。わかりすぎるぐらい理解出来る。


　髪型を変えて服を変えて、本当にカズの代わりにするつもりだったんだってこと。それさえも、遊びの一人に過ぎなかったってこと。


「ねえ、ハル、約束して？　もう二度と、あの男に会わないって。あんな男に近付かないって。ちゃんと俺と約束して。俺の可愛かわいいハルがこれ以上汚れるのはやだよ」


　言い聞かすというよりかは懇こん願がんするように、カズは何度も摑んだままの僕の手を力強く振ふって顔を覗のぞき込む。


　僕はただショックで、なにも考えられなくて。


「ねえハル？　ちゃんと俺の言うこと聞いてくれるでしょ？」


　心配してくれるカズの優やさしい声に、僕は力なく頷うなずいた。








　藍沢さんみたいな人が僕なんかに構うはずない。全部冗じよう談だんだ。からかってるんだ。


　……全部自分で思っていたことなのに。それが事実だったからって、こんなにショックを受けるなんて思わなかった。


　だって藍沢さんはやっぱりテレビの向こうの人で、僕なんかとは住む世界が違ちがう人で、感覚が違ってて当たり前だってわかってたはず。助けてもらって嬉うれしいって、かっこいい人だって思ってたけど、嫌いやなこともされたんだ、色々と。


　だけど、それでもなぜか何度も会った。だって会いにきたから。藍沢さんが、わざわざ僕の所に来るから。


　もしかしたらいい人かも、なんて思った時もあったのに。話を聞いてもらって、優しい人だと思えたのに。


　僕のことを考えて励はげましてくれた言葉も、見せてくれた笑え顔がおも、全部偽いつわりだったんだろうか？


　……だけど藍沢さんを責めるより自分の思いが痛くてどうにもならない。


　一人になって潜もぐり込んだベッドの中で、憤いきどおりより溢あふれてくる涙なみだを抑おさえる方が難しくて辛つらかった。


　一度だけカズが部屋に入ってきて慰なぐさめようとしてくれたけど、一人になりたかったから出て行ってもらった。だって自分でももうどうしたらいいかわからなかったから。





　自覚するのがもっと早かったら、なんて今さら考えても意味のないこと。それでも頭の中はその人のことでいっぱいだった。


　いつの間にか、本当にいつの間にか心の奥まで入り込んでいた存在。





　今さら気づいた僕って本当に鈍にぶい。なんでわかんなかったんだろう、自分の気持ち。





　僕、藍沢さんのこと好きだったんだ。




　　　　５







　次の日、僕はもらったスーツを返すために藍沢さんのマンションの前にいた。


　やっぱり高価で僕には不釣つり合あいなものだし、なによりこれを見ていると胸が痛くなるから返そうって決めてここにやってきた。


　いつも藍沢さんが勝手に大学まで来ていたから仕事について詳しいことは知らなくて、だからどこかの現場に行って本人に渡わたすという手は考えられない。


　それに、正直本人に会ったらどうしていいかわからなかったんだ。


　僕はカズの代わりで遊びだったんですね、なんて問い詰つめるような資格が果たして僕にあるのか、やっぱり自信なんか持てなくて。


　幸い高級マンションであるここにはフロントがあり、そこにはコンシェルジュのお兄さんがいたからその人に渡してもらうのが一番現実的だろうと思った。


「あのすいません。これ、藍沢さんに渡してもらえますか」


「藍沢様、ですか……」


　にこやかに応対してくれたお兄さんがほんの少し表情を曇くもらせたのは、藍沢さんが芸能人だからだろうか。もしかしたらファンの人とかもこうやって押しかけてくるのかもしれない。普ふ段だんは住んでない振りで通すのかもしれないけど、あまりにも真しん剣けんな顔で僕が言い切ったからだろう、お兄さんは困り顔。


　でもここでずっと藍沢さんを待っていて渡すっていうのも出来ないし、僕は半ば強ごう引いんにスーツの入った袋をフロントに押し付けた。


「元は藍沢さんのですから。高篠からと言えばわかります」


「あの、それでしたら……」


　僕の言い方で知り合いだとわかったのか、お兄さんが控ひかえめに奥を指す。促うながされるままその方向に視線をやって、はっと息を呑のんだ。


　エレベーターホールに藍沢さんがいた。すらりとした後ろ姿は遠目で見てもはっきりとその人の存在を教えてくれる。


　そして到とう着ちやくしたエレベーターに乗り込んでこちらを向いた藍沢さんの隣となりにいたのは、同じようにスタイルのいい女の人。あまり細かい造作は見えないけれど、普通にはいないような綺麗な女性。当たり前に隣にいる姿が似合っているその人が、藍沢さんの傍そばに寄り添そうように立っていて。


　明らかに同じ所へ向かうためにエレベーターに乗り込んだ二人の姿に、心臓が直接殴なぐられたみたいに痛みを訴うつたえた。


　衝撃を受けてぽっかり空いた胸の中にカズの言っていた言葉がすとんと落ちてくる。


　やっぱりそうなんだ。男女関係なくどんな相手でも。僕もその中の一人ってだけだったんだ。それなのに、藍沢さんの一挙手一投足に惑まどわされて悩なやんで。


　立ち尽つくしていたのはたぶんほんの数秒。


　閉まりかけたドアの向こうで視線を上げた藍沢さんが、一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を見開いたのが見えた。その視線の先は、たぶん僕。


「春希……？」


　そう唇くちびるが動いたのがわかった。呼ばれただろう名前は、耳元で勝手に音声がつく。何度かしか呼ばれたことがないはずなのに、不思議なほど僕の中に染しみついている声。


　閉まったエレベーターのドアが再び開き切るのを見届けず、僕は踵きびすを返してその場から逃げ出した。


　走ってくる足音がゆっくりと開く自動ドアに阻はばまれている間に、僕は待っていてもらったタクシーに飛び乗ってとにかく出してくれと頼たのんだ。


「おい！　待て春希！」


「出してください、早く！」


　駆かけ出してきたその姿を見ないまま車を出してもらった僕は、荒あらくなった息を整えながら強く拳こぶしを握にぎる。


　そうして、溢れそうになる涙を意地でも零こぼさないように、ただただ唇を嚙かみ締しめていた。











　慌てて帰ってきた家の前で、さすがに少しみっともなさすぎることに気づいた僕は、玄げん関かんの前で息を整えてなるべく平静を装ってドアを開けた。


「……ただいま」


「ハル、どこ行ってたの？」


　出来るだけ普通に、と意識する前に、カズがリビングから飛び出してきて僕の顔を見ると同時に問い掛かけてくる。それに少し驚おどろいて、一度息を吸い込んでからなんとかなんでもない顔を作ってみせた。


「あの、藍沢さんの所にスーツを返しに……」


「俺が会うなって言った奴やつんとこに、わざわざ？」


　だけどカズは厳しい表情を崩くずさず、わざと刺とげを含ふくんだ口調で問い詰めてくる。本人に直接会いに行ったわけじゃないけど、カズには藍沢さんに近付かないと約束したんだから言われて当たり前。


　それに、その言葉をちゃんと聞いてれば、さっきみたいなものを見なくて済んだのに。


「ほらもう、そんな泣きそうな顔して。俺まで悲しくなっちゃうでしょ。こっちおいで。話聞いてあげるから」


　思い出したくないその光景が頭の中に広がって、瞬しゆん間かん的に目元が潤うるんだのをカズはしっかり見ていたようだ。カズはそんな僕の手を引き、自分の部屋へと連れて行った。そして僕は促されるままにカズのベッドの上に座る。カズも隣に腰こしをかけ、心配そうに顔を覗のぞき込んできた。


「藍沢柊也になにかされた？」


「ううん、違ちがう。なんでもないよ」


「こんな顔してなんでもないはないでしょ」


　隠かくしてもわかってるって言うように、僕の頰ほおを指先で摘つまんで引っ張ってカズが苦く笑う。


「言いたくないならいいよ。でもハルのそんな顔は見たくないから……俺が慰めてあげる」


　そしてそっと頰に手が触ふれて、唇を寄せてきた。


「カズ……？」


　そのまま滑すべった手が僕の上着を脱ぬがせて放り投げ、次にシャツのボタンに手をかけてくるから、違い和わ感かんを覚えてその手を摑つかむ。だけどカズはまったく気にせずボタンを外し始めて。


「カズ、ちょっと待って。着き替がえなら自分でするからっ」


　双ふた子ごの兄弟なんだから今さら脱ぐのが恥はずかしいなんてことはないけど、こんな風にするのはやっぱりおかしい。だけどカズは聞き入れてくれない。


「ねえハル、知ってた？　俺がわざわざハルにダサい服選んでたの。知らないよね。ハルは全然オシャレとかに興味なかったから助かってたんだ。髪かみだって服だって、ハルの可愛かわいさ消すのホント大変だったんだから」


　結局全部のボタンを外し終えたカズは、爽さわやかとも取れる笑え顔がおを僕に向けて見せた。


　その笑顔と言葉の違いに頭がついていかない。


　だって、それってどういうこと？　今までカズが選んでくれた服は、わざわざダサいと思う服だった。髪も服も、そういう意図で選ばれていた。それって。


「俺ね、ハルのこと、だいだいだいだいだーいすき。ずーっとハルのこと抱だきたかったんだよ。ずっと我が慢まんしてたの、ハルは知らないでしょ？」


「……え……？」


　肩かたを押されて倒たおれ込んだベッドの上。両手を押さえつけられてその状じよう況きように反応するより早く滑り込んできたカズの言葉に、行動することを忘れるくらい頭が真っ白になった。


「他ほかの、ハルに似てる奴と寝ねたりして我慢してたの。代わりになる奴なんていないってわかってたけど、探して、いなくても、ちょっとでも似てる奴で我慢してた。ハルとの関係を壊こわしたくなかったから」


「……カズ？　なに、なに言ってるの？」


　押さえつけられる肩よりも突つき刺ささる視線が痛い。


　たくさんの処理しきれない言葉が頭の中を回ってパンクしそうだ。


　カズの言ってることがわからない。簡単すぎるほどの言葉は僕の知らなかったカズの気持ちを伝えてくるけど、もうなにもわからないしわかりたくなかった。


　だってそれをわかったら。


「わ、わかんないよカズ……」


「わかんないようにしてきたんだもん。だけどね、その状況を壊したのはハルだよ？　俺はずっと抑おさえてたのに、ハルが他の奴んとこ行こうとするから。引き止めるの、当たり前でしょ？」


　いつもと同じような笑顔。だけどその目の中に滾たぎる欲の色を僕は知らない。こんな目で僕を見るカズを、僕は知らない。


「ハルは誰だれにも渡さない。俺だけのものなんだから」


　まるで別人みたいだった。その視線も態度も言っていることもすべて、僕の知っているカズが消えてしまったみたいに。


「藍沢柊也のあんな話したら、近寄らないよ普通。今までのハルならそうだった。俺の言うことちゃんと聞いてくれた。信じたんでしょ？　藍沢柊也が遊んでるって話。それなのにどうして行ったの？　わかんないよ。ハルは俺のものなのに、どうして離はなれて行こうとするのか」


　だけどカズはそのまま喋しやべり続ける。態度にも、話にも混乱する僕の目の前で。


　話を作った、とカズは言った。じゃあカズが語った藍沢さんの話は噓うそだったんだろうか。でも綺き麗れいな女の人と一いつ緒しよにいるのを僕は見たんだ。それは本当。じゃあなにが噓でなにが本当？


　今は、なに？


「ハルは俺だけのものなの。誰かのことを想おもったり、誰かのことで悲しんだりしてほしくない。俺のことだけ見て、俺のことだけ考えて。俺は、ハルしかいらないから」


　頭が働かず、ただ見つめ返すことしか出来ない僕を宥めるように優やさしく笑ったカズは、そっと僕のベルトに手を伸のばしてきた。その意味と意図に気づいて、一気に血の気が引く。


「カズ、カズやだやめてっ」


　片手で僕の肩を押さえつけたままベルトを外そうと手を動かすカズがどうしようもなく怖こわくて、僕は涙なみだを堪こらえたまま懇こん願がんした。痛いほどに押し付けているその手を離して、すぐに噓だよって笑ってほしかった。


　だけど現実は何一つ思った通りに進んでくれなかった。


「もう俺我慢すんのやめたの。我慢して守って誰かに盗とられるくらいなら、俺はもう我慢しない。今日のでよくわかった」


　普ふ段だんと同じような口調で告げたカズは、そのまま僕の首筋に顔を埋うずめてくる。今までじゃれて頰とか首とか何度もキスされたことがあるのに、今日初めてそれを怖いと思った。


「やだ、嫌いやだ……っ！」


　濡ぬれた唇くちびるが喉のどに張り付いた感覚にぞっとして、僕は覆おおい被かぶさってくるカズの体を力ちから一いつ杯ぱい押しのける。体格は同じくらい。渾こん身しんの力を込めて突き飛ばすと、不安定な体勢だったカズが僕の上から転がり落ちた。


「ハル！」


　出来た隙すきを逃のがさず起き上がった僕はそのまま駆け出し、伸ばされた腕うでをかわして、転びそうになりながら玄関へ走った。どうしようなんてなにも考えなかった。ただ逃にげなくちゃって、その思いだけが僕を走らせる。


「ハル、待ってハル！」


　後ろから追いかけてくるカズの声から逃げるように玄関のドアを開けて外に飛び出した途と端たん、誰かにぶつかって。


「ぅわっ！」


　受け止められた。広い胸むな板いたに驚おどろいて顔を上げると、そこには藍沢さんの、僕と同じように驚いた顔があった。信じられないその姿に、整った顔をただ見上げる。


「あいざわ、さん……？」


「なんだ、どうした？」


　どうやらチャイムに手を伸ばそうとしていたらしく、そこに僕が飛び込んだ形になったよう。まるで抱き締しめられるような格好に、なにより思ってもみなかった藍沢さんの存在が場ば違ちがいに気持ちを落ち着かせる。


「藍沢柊也……？　なんでお前がここに……」


　そんな僕が頭を整理させて状況を説明するより早く、同じように戸と惑まどったカズの声が中から聞こえた。


「どうしたか聞く前に原因がやってきたな」


　呟つぶやく藍沢さんの声。顔を見上げると、安心させるように僕の背中を優しく叩たたいてくれた。そして次の言葉は僕じゃなくカズに向かって投げる。


「人のことは言えないが、この格好で逃げ出されるのはさすがにスマートなやり方じゃないってのはわかってるだろ？」


「ホント、あんたに言われたくないね。いつの間にハルに手出してたんだか。ハルが大人おとなしいからって無理矢理そんな格好させて」


「……本当に変わるのが嫌だったのか？」


　刺とげを隠かくしもしないカズの言葉を遮さえぎり、藍沢さんは僕に問い掛かけてきた。


　ほんの少し考えてから、僕は藍沢さんの腕の中で小さく首を振ふる。


「最初は、嫌でした。こういうの、似合わないと思ってたから。だけど藍沢さんに言われて、いい方に変われるなら僕は……」


　見た目を変えたからすぐにどうってことじゃない。だけど、それに合わせて少しでもいい方に内面も変わっていけるなら、変化は恐こわいものじゃないかもしれない。今そう思えるのは、たぶん藍沢さんが自分に自信を持つことを教えてくれたから。僕でも自信を持っていいんだってことを教えてくれたから。


　そう答えた僕の頭を、まるで子供を相手にするみたいに撫なでた藍沢さんは、幾いく分ぶん呆あきれたような声をカズに投げる。


「変わるのが嫌だったのはお前だろ。こいつが変わらないでいてくれれば、ずっと自分のものにしておけた、とでも思ってるんだろうな、その様子じゃ」


「……勝手に人の気持ちを代弁すんなよ。それじゃあまるで俺が悪者みたいじゃん」


　茶化すように笑ってるみたいなその声は、だけど表情を見てないせいで逆に全然笑ってないことに気がついた。まるで藍沢さんといたことを問い詰つめた時のような、いつもと違ちがう雰ふん囲い気きが怖くてぎゅっと目をつぶる。


「やめてほしいよな、責任転てん嫁かは。全部あんたのせいだよ。ぜーんぶ！」


　張り上げられたカズの声はよく響ひびき、それに気け圧おされて藍沢さんの服を摑つかんだ。


「俺だけのハルだったのに。ずっとずっと守ってきたのに！　お前が出てきたからハルがこんな変わっちゃったんだよ！」


　どん、と鈍にぶい音がしたのは、たぶん廊ろう下かの壁かべが殴なぐられた音だ。それにびくりとしてしまった体を宥なだめるように叩かれて、もう一度深呼吸をする。


「……お前が、兄貴を怯おびえさせてどうする」


　そしてため息混じりの藍沢さんの言葉に、カズが思い出したように僕に声をかけてきた。


「ハル、ねえ、こっち見てよハル」


　大だい丈じよう夫ぶ、カズなんだから怖くない。


　そう自分に言い聞かせて藍沢さんの腕の中から抜ぬけ出しカズと向き合う。


　さっきまでとは違う、いつもより小さく見えるカズの姿はすごく頼たよりなく見えて。


「……そんなにそいつがいいの？　俺がこんなに好きなのに？　ずっと傍そばにいたのに？」


　今にも泣きそうな、なのに嗄かれた声。昔小さい時に二人だけでおつかいに出て、迷子になってしまった時のカズと同じ声だ。心細くて、その中でどこか諦あきらめてるような。


「カズ……」


　カズを傷つけることなんてしたくない。だけど、どうしても結果が変わらないのなら、せめてはっきりさせなくちゃ。僕が、ちゃんと。


　一度大きく息を吸い込むと、しっかりとカズを見つめてそれを告げた。


「ごめん。カズのこと、弟としてしか見られない」


「……俺のこと、嫌きらい？」


　僕の言葉に、カズの声が縋すがる。決して泣かないけれど、泣いてしまった方が楽なくらいの顔で。


「嫌いなわけないよ。好きだよ、カズのこと。弟として、家族として大好きだけど、そういう風に、カズが言うようには、見られない」


　今すぐ抱だきしめて慰なぐさめたい。だけど僕はあの時のようには慰められない。だってこれは僕とカズの問題で、他ほかの誰だれにも任せることは出来ないから僕が引き受けてしっかり足を踏ふみしめて考えなきゃいけないことなんだ。


　睨にらみ合うように視線を合わせ、先に目を逸そらしたのはカズだった。


「ハルは、俺より、そいつを選ぶんだ……。いつでも、俺が一番だったのに。いつだって、俺の言うことならどんなにわがままなことだって最後には聞いてくれたのに。ハルが選ぶのは俺じゃないんだ……？」


　カズの肩かたが力なく落ちる。ごめんねと謝りたかったけど、出かけた言葉はそのまま飲み込んだ。だって謝って、それでカズの気が済むわけじゃないんだから。カズの気持ちは、やっぱりどうしたって受け入れられないから。望む答えが返せないのに、これ以上傷つけるような真似まねしたくない。


「……聞けるよ。カズのわがまま、どんなのだって聞いてあげるよ。だって、僕の大切な弟なんだから」


　答えた僕の言葉を、カズがどう取ったのかはわからない。


　ただ、一度俯うつむくようにして目を伏ふせたカズは、顔を上げてから力なく笑った。


「あんたさ、ちょっとハルのこと連れてってくんない？　一人になりたいし、ハルだって、俺の顔なんか見たくないでしょ？」


「そんなわけないでしょ！　カズは僕の大事な大事な弟なんだから！」


「……ハル、慰めてくれてるのかもしんないけど、それ、俺にとっては逆効果だってわかってる？」


　緩ゆるく微ほほ笑えんで首を傾かしげるカズに即そく答とうしてすぐ、呆あきれたように笑われて、今さら気づいて口に手を当てても遅おそい。これじゃあわざわざ傷を抉えぐっているようなものじゃないか。否定するつもりが、違う意味での否定を強調したような形になって慌あわてる。今、傷つけたくないなんて思ったばっかりなのに僕はまた……。


　またやってしまったと後こう悔かいする僕とは逆に、カズは毒気を抜かれたように頭を搔かいてから大げさに肩をすくめてみせた。


「ま、そういう抜けたとこがハルの可愛かわいいとこなんだけど。なぁ、あんたもそう思うだろ」


「そうだな。たとえ、わざと外見を目立たないように装わせていてもわかるくらい、な」


　急に振られた言葉にうろたえたのは藍沢さん、ではなく僕。


　だって、可愛いなんてセリフにあっさり頷うなずいた上に、カズがわざと僕の服に地味なものを選んでいたと知っていることを平然とした顔で吐と露ろしたんだから。


　表面上は変化のない顔ながらもそれが嫌いや味みだということに気づいたのか、カズは大きく顔を歪ゆがませて足元の靴くつを蹴けってみせた。まるで拗すねた振りをしているみたいな仕草だったけど、振りならもっと上手うまくやることを僕は知ってる。


「ああ、そうだよ。ハルは俺以上に超ちよう美人で可愛いくて絶対狙ねらわれるから隠してやってたの。他の誰もハルの可愛さに気づかないようにって！」


　嚙かみ付くように怒ど鳴なってドア枠わくに手をかけたまま藍沢さんを睨み上げ、その身長差が気に入らなかったのかカズの口から一つ舌打ちが洩もれた。


「……元から俺、身長と態度のでかい奴やつ大だい嫌きらいなんだよね、あんたみたいなの」


「そうか、なら俺とは正反対だ。俺は見た目で選んだりはしないからな」


　ぐいっと腰こしに手を回され引き寄せられて、藍沢さんの見下ろした目と視線がかち合う。その瞬しゆん間かん自分の顔が赤く染まったのがわかって、顔を伏せるとそのまま抱き寄せられた。藍沢さんにこういうことをされると、途と端たんに頭が混乱して上手く対応出来なくなる。


　混乱したまま視線を落として気づいたのはボタンが外されたシャツがだらしなく肌はだを晒さらしている自分の状態。唐とう突とつにさっき起こったことを思い出して襟えり元もとを搔き合わせて摑んだら、藍沢さんが気づいて自分のジャケットをかけてくれた。それを見てカズはドアノブに手をかける。


「ごめん、ハル。怖こわがらせてごめんね。……しばらく一人で考える」


　泣きそうな顔で笑って、そのままドアを閉めた。











「大丈夫、じゃなさそうだな、その様子じゃ」


　車が走り出してしばらく、ずっと続いていた沈ちん黙もくを破って藍沢さんが口を開く。外を流れていく街灯をぼんやりと眺ながめていた僕は、その声で意識を戻もどした。


　何気ない様子を装った言い方だったけど、心配してくれているのが伝わってきて少しだけ口元が綻ほころんだ。だけどすぐにその問いの答えを考えて気分が落ち込む。


「……僕、カズがあんな風に僕のことを思ってるだなんて、考えたこともなかったんです」


　藍沢さんが貸してくれたジャケットの下にはボタンを留め直したシャツがあって、慌てたせいか一つずつずれたボタンがさっきのあれが現実だったという証しよう拠こを残している。


　……カズが無理矢理僕のことを抱こうとした、証拠。


「性格は正反対だけど双ふた子ごだし、仲いいのは当たり前で、もっとわかり合ってるんだと思ってました。……僕、全然カズのことわかってなかったんですね」


　カズが、僕のことを好きだったなんて知らなかった。


　もちろん僕だってカズが好きだ。生まれてから一番一いつ緒しよに時を過ごしてきた人だもの、嫌いなはずがない。


　だけど、カズの思いの質は僕のものとは違っていた。抱く気持ちも、キスする意味も、僕が思っていたものではなかった。


　いつからそんな風に思っていたかはわからないけど、どうして僕は気づかなかったんだろう。仕事のことを心配して食生活を心配して、ずっと見てきたはずなのに一番重要な気持ちのことは見えていなかった。


「外から見ればわかりやすかったけどな、弟の気持ちは。だから俺もてっきり二人はデキているものだと思ってたんだ。まさかお前が気づいてなかったとはな」


　さり気ない口調の端はし々ばしに苦笑いが混じっていて、そんなにわかりやすいならなおさらどうして僕は気づかなかったんだろうと自己嫌けん悪おする。鈍すぎるにもほどがあるじゃないか。


　そして遅おくれて、危あやうく流してしまいそうだった藍沢さんの言葉に驚おどろく。デキてるって、僕とカズが？　藍沢さんにはそんな風に見えてたんだ。


「変だと思ってたんだ。首筋にキスマークをつけていたり見せつけるように抱き合ったり」


　確かに、もしも本当のカップルなんだったらそんなもの人に見せるものではないと思う。アイドルなんてずばり人気商売なんだし、誰であろうとベタベタしているのなんて見せるものじゃないだろう。


　その前に、僕は普ふ通つうにキスマークが本当に見える状態でつけられているっていうのを知らなかったんだけど。


「全部、弟がお前の周りを遠ざけようと思ってしていたことだったんだな」


　僕としては、全部昔からの習慣として受け入れていたから変に思わなかった。


　カズがベッドに潜もぐり込んでくるのも抱き枕まくらにするのも、寝ねぼけてキスをするのも撮さつ影えいについてきてほしいと何度もねだったのも、全部カズの気持ちがわかった今は違ちがう意味を持っていたんだと理解出来る。


　本当に、わかりやすかったんだ。なのに僕はなんにも気づかず、あんな行動に至らせるまで追い詰つめていたんだ。カズに、あんな目をさせるほどに。


「そんなに落ち込むな。あの様子なら、弟もお前の気持ちを理解してくれたようだし、良かったじゃないか。お互たがいの気持ちがちゃんとわかって」


　俯く僕ぼくの肩を軽く叩たたいて、藍沢さんが言ってくれた言葉に頷いた。


「そう、ですね。ちゃんとカズの気持ちもわかったんだし、また元に戻れますよね。カズは、やっぱり大事な弟だし」


「そりゃ前とまったく同じってわけにはいかないだろうが、より良く変わることは出来るだろ？」


「はい。頑がん張ばります」


　確かめるように向けられた視線に、僕は小さな笑えみを浮うかべて答えた。まったく元通りとはいかないかもしれないけど、双子だもん、話せばちゃんとわかり合える。


　そうやって、一つ考えが落ち着くと、


「……あの、藍沢さんはどうして家に来たんですか？」


　そう、藍沢さんの横顔に今さら浮かんできた疑問を投げかける。いや、今まで考える余よ裕ゆうがなかっただけかもしれない。


　あの時はとにかく逃にげたくて、外に飛び出た途と端たん藍沢さんに抱だき止められてほっとして深く考えなかったけど。


　あんなタイミング、普通ありえない。そもそもどうして藍沢さんが家の前にいたんだろうって不思議に思うのは当然のこと。


　改めて今さら過ぎる問いに藍沢さんはほんの少し考え込むようにスピードを緩めた。


「どうして、と言われても、あんな風に逃げられたらおかしくも思うだろう。まあ結果それが幸いだったんだろうがな」


　あそこに藍沢さんがいなかったら、なんて考えたくもない。


　自分で考えたくせに急に怖くなって、頭の中に浮かんだ映像を忘れるように何度も首を振ふる。あの時間だけがまるでどこかから切り取られて貼はり付けられたみたいに別の世界の出来事のようだった。


　どうしてだろう、藍沢さんも同じことをした人なのに。


　もちろん嫌いやだったし、怖かったのは同じ、だけど。


「……どうしてスーツを返しに来た？」


　横目でそう聞かれて、気まずくて少しだけ身を縮こまらせる。


　端たん整せいな顔の藍沢さんはまるで怒おこっているみたいな顔で、すごく怒って問い詰めているわけではないんだろうけど、やっぱり迫はく力りよく負けしてしまうんだ。


「僕、やっぱりからかわれてたんだって思って……」


「からかう？　俺が？　お前を？」


　小声で言ったそれをしっかり聞き取られて、一言一言区切って繰くり返されればもう居たたまれなくて、このまま消えてしまえたらいいのにと出来るだけ体を丸くする。


「カズからそう聞いて……でも、さっき噓うそだったって聞いたから大だい丈じよう夫ぶ、です」


　なにが大丈夫なのか自分でもわからないけど、とにかくカズの話を頭から丸ごと信じた自分が恥はずかしい。カズがいつも見た目からの憶おく測そくだけで色々言われているのを見るのが嫌で、芸能人だから、なんて偏へん見けんは持たないようにしていたはずなのに、たくさん遊び相手がいるなんて失礼な話を簡単に信じ込んでしまっていたんだ。


　だってそれほど僕と藍沢さんは接点もなにもない間あいだ柄がらだから。どうして僕が藍沢さんに構われるのか、そんな理由でもなきゃおかしいと思ったんだ。


　でもそれをカズが作った話だって本人が認めたってことは、全部噓だったんだよね？　だからこそより一層藍沢さんのことを色眼鏡で見た自分が恥ずかしかった。


　助手席で縮こまる僕になにを思ったのか、藍沢さんはその聞いた噂うわさを話せと言ってきた。一度突つっぱねてみても聞いてくれず、結局僕はカズに聞いた話を簡潔に語った。


「噂になる暇ひまもないくらい相手を変える、ね」


　それを聞いて藍沢さんは、呆れきったため息をつく。


「確かに暇はない。唯ゆい一いつ出来た時間はお前のために使っていたからな。……家まで来たならせめて直じかに確かめに来ればいいものを」


　出来たなら一番手っ取り早い方法を語る藍沢さんに胸が痛んだのは、それが出来なかった理由を改めて思い出したから。そうだよ。あれを見てしまったからいけなかったんだ。僕の中の決定打。


「だって、綺き麗れいな女の人と一緒にエレベーターに乗っていて……」


　もし遊んでいるのが本当じゃなくても、それが恋こい人びとがいない証拠にも僕をからかっていない証拠にもならない。


　それどころかあんな似合っている女の人と二人で部屋へ向かう姿を見たら、やっぱりって思ってしまうのも仕方ないと思うんだ。


「ん？　……ああ、お前は俺のマネージャーの顔は知らないのか」


　だけど、一いつ瞬しゆんなんのことだかわからないという風に首を傾かしげた藍沢さんは、すぐに思い当たったようであっさりとその事実を話した。


「マネージャー、さん？」


　おうむ返しに呟つぶやいた言葉の意味がしばらく飲み込めなくて、頭の中が真っ白になる。


　マネージャーさん、ってことは、カズに対しての城戸さんってことと同じ……。


「え、マネージャーさんっ？」


　何拍ぱくも置いてやっとその意味を理解した僕は引っくり返った声を上げてしまった。そういえば確かに知らなかった。だって基本的に藍沢さんが仕事している所を見たことは一回しかないし、その時だってどの人がマネージャーさんかなんて意識して見ていたものじゃないからわかるわけなくて。でも、欠片かけらもそんな可能性を考えなかった。


　そうか。マネージャーさんだったら親しげでも隣となりにいるのが当たり前の雰ふん囲い気きでもおかしくないんだ。


　でも、あれが、マネージャーさんだったなんて。


「言っただろう、家の冷蔵庫に勝手に食材を詰め込んでいくんだと。俺があまりにも手をつけないから、腐くさらせていないかたびたびチェックしに来るんだ」


　あまりに僕が驚きに溢あふれた顔をしていたのか、藍沢さんは苦く笑って付け足す。そのいちいちもっともな説明に、全部勝手に勘かん違ちがいしていた自分が恥ずかしすぎて穴を掘ほって隠かくれたい気分。本当に、全部僕の思い違いだったんだ。


「……でも、あんな綺麗な人と親しげに寄り添そってたら、誰だれだって間ま違ちがえますよ」


　その恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように目線を伏ふせて呟けば、藍沢さんはまたちらりと僕を見た。


「なんだ、嫉しつ妬とでもしたのか？」


「……っ！」


　たぶんそれは軽い冗じよう談だんだったんだろう。だけど言葉で答えるより先に真っ赤になった顔が肯こう定ていしてしまう。


　慌あわてて隠そうとしても、両りよう頰ほおに手を当てたんじゃ逆効果。それがなによりの答えになってしまって、言った藍沢さんの方が驚いていた。


　正しくは嫉妬ではなく憧れなのかもしれない。でも、突き詰つめて考えればやっぱり嫉妬になってしまうんだろう。


　藍沢さんの隣に当たり前のようにお似合いの女の人がいる。それだけで成立している世界に無む性しように胸が痛くて、逃げた。藍沢さんと話すことで真実がわかるのが怖こわくて、僕は逃げ出したんだ。


「まさか。お前は俺のことが嫌きらいだったんじゃないのか？」


　よほど僕の反応が意外だったのか、肩かたをすくめた藍沢さんはそんな聞き方をしてくる。だから嫉妬なんかするはずないって言いたげに。


　その気持ちを認めた時の胸の痛みを思い出して、軽く心臓に手を当てて息を吸い込む。言葉にするのは怖い。自分の気持ちが、思っていた時より重くなる気がするから。口から出てしまったものは取り返せない。


　でも言わなきゃ。ちゃんと。もう逃げちゃダメなんだ。逃げてちゃ、なにも解決しないんだから。


「……そりゃあ最初はもう二度と会いたくないって思ってました。助けてもらって、いい人だと思ったのにあんなことされて……。訳がわからなくて怖かったし、誰にも相談出来ないしどうしたらいいか全然わからなくて本当に悩なやんで」


　人に相談出来るような話じゃない。だから自分一人で考えなきゃいけないことだったけど、キスどころか誰とも付き合ったことのない僕には、訳がわからなかった。


「それでとにかく忘れようと思ったんです。だって僕、今まで誰かと付き合ったこともなくて、こういう時どうするのが一番正しいのかわからなかったから。なのに藍沢さんはことあるごとく僕のこと構ってくるし、意地悪なこと言ってくるから売り言葉に買い言葉であんな態度取ってしまって……」


　犬に嚙かまれたようなものだ、なんて強気で言ったって、そんな風に思えるわけないのに。だから藍沢さんに返されてすぐにうろたえた。口説かれている、なんて冗談だと思ってた。


「でも、一いつ緒しよに過ごすうちに自分の知らなかった姿をいっぱい見つけてもらって、嬉うれしかったんです。今までこんなに僕のこと見てくれる人なんていなかったから」


　髪かみ型がたや服装だけじゃない、自分の気持ちを見つめ直して考えることや自分でさえ気づかなかった部分、そして……人を恋こいしく思う気持ちを教えてもらった。


「最初は藍沢さんのこと、訳わかんなくて、変でとても意地悪な人だと思ってました。でも、話してみて、笑え顔がおを見せてくれて、弱いところも見ちゃって、違ちがう一面を見るたびとにかく気になって」


　今だって、なにも言わずに前を向いたままだけどちゃんと聞いてくれてるのがわかる。なにも言わなくたって、さり気ない優やさしさが溢れてるんだ。


「だけど、カズに藍沢さんの噂うわさ話ばなしを聞いて、それで妙みように納なつ得とくしてしまったんです。だってそうでもなきゃ自分なんか相手にされないだろうってずっと思ってたから。僕なんか藍沢さんみたいな人と全然釣つり合わないし、だからスーツを返して関かかわりを断ってそれで終わりにしようと思ってました」


　だからあそこで会わなかったら、もうそれで終わり、会うことなんてないと思っていたのに。


　もやもやと霧きりのような心の中から浮うかび上がった気持ちは今まで感じたことのないくらい鮮せん烈れつで、ひどく胸が痛かった。その気持ちを諦あきらめようと思ったところにこんなことがあって、藍沢さんが来てくれて、それで思い知らされたんだ。


　やっぱり僕は藍沢さんがいいんだってことを。藍沢さんが好きなんだってことを。


「……ずっと謝ろうと思っていたんだ。俺の勘違いで手て酷ひどく抱だいてしまったこと」


　信号で停とまった車の中に、藍沢さんの心ここ地ち良い声が響ひびく。赤い信号の微かすかな光に照らされたその顔は、いつもより大人おとなびて見えた。


「初めてお前に会った時からずっと気になってたんだ。あんな風に一いつ所しよ懸けん命めいに俺に怒おこってくる奴やつなんて今までいなかったからな。その後ようやく再会出来て、そこで俺のことを憧あこがれてたなんて言われたら誰だって舞まい上がるだろ？　それなのに……」


　気まずげに外に視線をやり、語ご尾びを濁にごす藍沢さん。


　苦味の混じったその顔を、不思議な気分で見てた。藍沢さんが、あの時から僕に対してそんな印象を持ってたなんて。


　……正直すごく嬉しい。だって気にしているのは僕だけだと思っていたのに。


　でも、だから藍沢さんはあの時急に雰囲気が変わったんだ。僕に恋人がいるんだって勘違いして。だからあんなことに……。


「……っ」


　思わずあの時のことを思い出してしまってぶるりと体が震ふるえたのを見られたらしく、藍沢さんはより一層苦い顔付きになった。窓まど枠わくに片かた肘ひじを乗せたままゆっくりとアクセルを踏ふみ込む姿は本当にドラマの一場面のように整っていて、この人が今話し掛かけているのが自分だってことを、気を抜ぬくと忘れてしまいそうになる。


「悪かった。てっきり慣れているものだとばっかり思っていたから、だいぶ無理をさせただろ？」


「……平気です。ほんとに、大だい丈じよう夫ぶでしたから」


　本当は、自分でもどうしてこんな風に思えるのかわからない。普ふ通つうならあんなことされた人にこれ以上近付きたくないって思うだろうに。


　もしかしたら藍沢さんは最初からどこか『特別』だったのかもしれない。


「しかしお前にも少しは責任があるんだぞ」


「ぼ、僕ですか？」


「俺のことを散々褒ほめて気を持たせておいて、その上でキスマークなんて見せられたら俺だって頭に血が上る。仕事で海外に行っている間に誰かのものになっていたんだったら、俺はなんて間抜けなんだろうってな」


　弟につけられた、なんて恥はずかしいから口にしたくなかったその躊ちゆう躇ちよが、変に勘かん繰ぐらせてしまったんだろう。あの時に、しっかりとふざけてつけられたものなんだって告げていたら、もしかしたら結果は違ちがったのかもしれない。もちろんそれは今さらの、たられば話ではあるけれど。


「でもお前の口ぶりからいってそうでもなさそうだったから、これなら強ごう引いんに押せば手に入るかもしれないと思って俺らしくもなく焦あせった」


　この人でも、焦ることなんてあるんだ。いつも少し余よ裕ゆうを持って行動しているような藍沢さんが僕のことで焦っていたなんて、そんなのまったく気づきもしなかった。


「嫌いやがられているのはわかってたんだが、お前の反応が可愛かわいくてついつい手を出してしまったんだ。脅きよう迫はくなんてこと、したくはなかったのにどうしても逃にがしたくなかったからずいぶん大人気ない真似まねをしたのは自覚してる。すまなかった」


　今まで疑問に思っていたことが、藍沢さんの言葉によって氷解していく。


　こんなことなら一人で悩まないでもっと話し合えば良かったんだ。藍沢さんとも、カズとも。もっとちゃんと話していれば、こんな風にこじれずに済んだかもしれないのに。


「もういいんです。逃げてばっかりの僕もいけなかったんですから」


　勇気を出して立ち向かうこと。きっとそれも藍沢さんから教えてもらったことの一つだ。


　肩をすくめて周りに目を向ければ、いつの間にか地下駐ちゆう車しや場に停まっていた車。エンジンを切られると、途と端たんに辺りが静まった。


「それと」


　そんな中、藍沢さんの声はとても静かに響く。直接耳の奥に浸しん透とうするみたいな、染み込むようないい声は油断するとただただ聞き惚ほれてしまいそうになる。


「あ……」


　シートベルトを外そうとした手を摑つかまれ、自然と上がった視線が絡からみ合った。藍沢さんの真っ黒な瞳ひとみが僕を捕とらえるようにしっかりと見つめてきて。


「言っておくが一度としてお前を弟の代わりだと思ったことはないぞ。最初からお前しか目に入っていない」


　どきりとしたのは摑まれた手のせいもあるけれど、言われたことが実は僕の一番気にしていたことだったから。


　カズの代わりじゃない。僕のことをちゃんと見ててくれた事実。


　まるで予想外のところから肩を叩たたかれたみたいなドキドキを隠かくしながら、その顔を見つめ返す。


「でも、カズとか他ほかの人の方が僕より可愛いと思いますけど」


「だが他の奴は食事のことで俺を怒ったりはしないだろう？」


　口端に小さく刻まれた笑みに、言葉を詰つまらせる。


　褒められている、のだろうかこれは。確かに普通の人は他人の食事のことなんかで怒ったりしないけど、笑わなくたっていいじゃないか。


　思わずむくれたほっぺたが子供っぽいってことに気づいて、誤ご魔ま化かすようにしかめ面つらを作った。元から大人っぽい顔じゃないんだから、こういうところに気をつけないとすぐバカにされちゃうんだ。


　出来るだけ大人っぽい難しい顔を、と意識しながらもう一度藍沢さんの顔を見る。


「……本当に、僕でいいんですか？」


「あいにく、遊んでるような暇ひまはないんだ。それに、一時限りじゃなく傍そばに置いておくつもりじゃなきゃ、身なりを整えて自信をつけさせたりしない」


　くどいようだけど、僕にとっては大事なことなんだ。それでも藍沢さんは呆あきれずにきちんと答えをくれた。


「俺は、偽にせ物ものは選ばない。人のために思い悩なやんで怒れるところも、華きや奢しやな見た目と反対にしっかりした意志を持っているところも、そうやって真っ直すぐ見つめ返してくる瞳も笑顔も料理の腕うでも、お前のすべてが魅み力りよく的だ」


　僕なんかのどこがいいんですか、なんて聞かせてもくれない。


　目を見つめられたまま囁ささやかれるその声は、まるで魔ま法ほうの呪じゆ文もんみたいに僕の心を捕とらえていく。


　疑えない、信じたい。


「好きだ、春希。俺のものになってくれ」


　はっきりと告げられた気持ちに、心臓がぎゅっと摑まれたみたいだった。目を逸そらせない。他の答えなんて出て来ない。


「僕も、藍沢さんのことが好きです」


　自分の気持ちに素す直なおになれば、それは自然と言葉となって出てきた。「好き」と一言口にしただけで温かいものに包まれたみたいに心が火ほ照てる。そのまま引き寄せられて降らされた唇くちびるも素直に受け止められた。


　言葉だけじゃなく、もしかしたらそれ以上の気持ちが伝わることがあるなんて初めて知る。


　それぐらい藍沢さんの唇からは温かい気持ちが伝わってきた。


「……あの、一つだけお願いがあるんですけど……」


「なんだ？」


　一度離はなれた藍沢さんは、だけどまた僕を抱き寄せ首筋に唇で触ふれて。ぞくんとしたのはくすぐったいだけじゃないってもうわかってるから、尚なおのことこれだけは言っておかなきゃいけない。


　きっと僕、これ以上触れられたらどうにかなっちゃいそうってわかってるから。


「あの……もう、ソファーでは、やめましょうね？」


「…………ぶっ」


　僕的にはとても真しん剣けんな重要事じ項こうだったんだけど、どうやらタイミングを外したらしい。


　一いつ瞬しゆんにして破顔した藍沢さんは、吹ふき出してそのまま笑い続けた。





　お腹なかを抱かかえて大だい爆ばく笑しようする藍沢柊也なんて珍めずらしい図、見たのはたぶん僕が初めてだろう。








「ん……まって、待ってくださいっ……ぁ、もぅ……っ」


　玄げん関かんのドアを閉めた途と端たん藍沢さんは僕なんかが太刀たち打うち出来るはずもない濃のう厚こうなキスを仕し掛かけてきて、拒こばめない僕はあっさり翻ほん弄ろうされた。


　何度も唇を重ね、熱くなった頰ほおにも触れられてまた求められるキス。


　藍沢さん以外としたことのない僕はすぐに力が抜けてしまって、腰こしを支えられてなかったらその場に崩くず折おれていたと思う。


「藍沢さん、待って、ここ玄関っ」


　首筋に移った唇がゆっくりと舐なめ上げてきたことに危険を感じて、控ひかえめに肩かたを押す。そうしたら濡ぬれた唇を拭ぬぐった藍沢さんが、熱っぽい瞳で僕を見つめてきた。暗くら闇やみなのに、それだけは見えるほどの至近距きよ離り。その視線だけで体の温度が上がってしまいそうだ。


　まだ玄関の鍵かぎを閉めただけで、廊ろう下かの明かりさえもついていないのに。


「腹が減ってるんだ」


「え、じゃあなにか作りましょうか？」


「……ここまで来てとぼける気か？」


　セクシー、なんて言葉じゃ足りないくらいの色っぽさに今は流されないように、話に乗って話題を変えたつもりが、軽く睨にらまれてしまった。


「お前のことが食いたい、って言ってるんだよ」


　そして低音で囁かれて、一いつ瞬しゆん遅おくれて体に火がついたみたいに熱くなる。間ま抜ぬけな話かもしれないけど、僕は全然流れが読めてなくて普ふ通つうにお腹が減ってるのかと思ったんだ。


　だから僕にとってそれはとても予想外の返事。だからこそより一層恥ずかしくて、でも心は完全に溶とかされていて。


　先を促うながされるようにもう一度キスされれば、なにもかも捨ててその獰どう猛もうな瞳に従ってしまいたくなる。


「まさか俺がこんなに餓うえるとはな。……責任、取ってもらおうか」


「え、うわっ！」


　囁くのと同時に背中に片手を当てもう片方の手を膝ひざ裏うらに当てられ、そのまま掬すくい上げるように抱だかれてしまった。


　僕が驚おどろいているうちに、藍沢さんはそのまま僕を運び寝しん室しつのドアを蹴けり開けてベッドの上に放り投げるようにして下ろした。そして流れるような手つきで羽織っていたジャケットを落とし、シャツのボタンも見る間に外されすぐに肌はだが外気に晒さらされた。鮮あざやか過ぎる手並みに、僕がただ見み惚とれてるうちに事が進んでいく。


　寝ね転ころがった僕の上に伸のし掛かかってきた藍沢さんが手をつき、二人分の体重を受け止めたベッドが軋きしんだ音を立てた時点でやっと思考が追いついた。


「あ、あ、あの……っ！」


「もう待ってはナシだ。悪いが躾しつけの悪い犬なんでな」


　意地悪く笑った唇に言葉を封ふうじられて、覚かく悟ごを決めた。


　藍沢さんに指や唇で触れられるたび、そこから熱が体中に広がっていく。本当にもう僕はこのまま溶けてしまうんじゃないかと思った。それほどに熱くてたまらない。


　藍沢さんは身を屈かがめ、まるで子供みたいに色んな所に跡あとをつけて楽しんでる。こっちは時折触れる舌の熱さに思考がとろけきってるっていうのに。


　とにかく必死で唇を嚙かみ締しめ洩もれそうになる声を堪こらえていると、ふと気づいたように顔を上げた藍沢さんが髪かみを搔かき上げて僕の顔を覗のぞき込んできた。


「一応言っとくが、これからこれ以上のことをするからな」


　見惚れていたその顔がにやりと笑い、すごいことを宣言された。今さら、わざわざそんなことを告げるなんて、なんて意地悪な人だ。


「……一応聞いときますけど、それって僕に拒きよ否ひ権はありますか」


　上はなにも着ていなくて、息は完全に上がってる、まな板の上の鯉こい状態であるベッドの上の僕。


　情けないことにもうすでに立ち上がる力はない。その思いを込めて迫はく力りよくのないだろう睨みを利きかせてみる。すると藍沢さんは男前に微ほほ笑えんでみせた。次いで乾かわいた唇を舐めるのにちろりと覗いた舌が、やけに赤いのが目に付いてぞくっとした。


　元からよく動かない体ではあるけれど、その情欲の浮うかんだ瞳ひとみで見つめられてもうアウト。本当に食べられちゃいそう。怖こわいのに、それでも逃にげたいなんて思わない。


　きちんと僕の気持ちを汲くみ取ってくれた藍沢さんは、腰こし元もとから手を滑すべらせベルトを外したジーンズを脱ぬがしてくれようとする。せめてもの意思表示としてあまり力の入らない足を突つっ張ぱって腰を浮かすと、「積極的だな」と意地悪く笑われた。


　藍沢さんの手にかかれば生まれたままの姿になるのなんてあっという間。恥はずかしいと思う暇ひまさえなかったから、遅れてきた羞しゆう恥ち心しんを隠かくすのに藍沢さんの服を引っ張った。


「藍沢さんも、脱いでください。僕一人じゃ嫌いやです」


　一いつ所しよ懸けん命めいしかめ面つらを作ったつもりなのにまた頰が膨ふくれていたのか、藍沢さんは僕の頰を楽しげに撫なでてから躊ちゆう躇ちよなく服を脱ぎ捨てた。


　なにも纏まとわない体は飾かざるものがないっていうのにどこもかしこもかっこいいから嫌になる。決してムキムキってわけじゃないけど、細いと思っていた体にはつくべきところに筋肉がちゃんとついていて、少しも隙すきがない。


　暗い部屋の中は薄うすいカーテンの向こうから届く月の光のおかげで、しっかりと貧相な体や、さっきから温度の下がらない、真っ赤になっているだろう顔も見られなくて済むし。


　だけど視覚に頼たよらない分、嫌でも耳の方に意識がいってしまう。


「膝ついて。そう、その方がお前が楽だからな」


　だから響ひびきの良い藍沢さんの声に従うがまま体勢を変えていたら、いつの間にか四つん這ばいの状態になっていて驚いた。意識したら恥ずかしくて悶もん死ししそうになって、慌あわてて後ろを振ふり返る。


「あ、藍沢さ……っ」


「ここまで来てまだ名字か？」


　これはさすがに、と意見しようと思ったんだけど、遮さえぎられた言葉に声を詰つまらせる。確かにこの状態で名字呼びっていうのもちょっと違い和わ感かんがあるかもしれない。でも今さら名前を呼び捨てにするわけにもいかないし。


　散々迷って躊躇した挙げ句、自分が呼べて一番無難に聞こえるのはなにかと思い浮かんだ呼び名を、恐おそる恐る口にしてみる。


「……柊也、さん」


「ま、お前らしくていいか」


　結局そんなところで落ち着いてみれば、小さな吐と息いきとそんな返事。呼び方に関しては最初からあまり期待していなかったのかもしれない。


　それでも僕としては頑がん張ばった方で、初めて口にした名前にむずがゆさと照れを感じて顔を前に向けた。


　……なんか誤ご魔ま化かされた気がする。


　気づいて抗こう議ぎをしようとしたけれど、それはすぐに飲み込むはめになった。たらりと落とされた冷たい液体が反った背中と足の方へ垂れてきて、そのなんとも言えない感かん触しよくに体を震ふるわせて。


「ゃ、つめたい……」


「すぐ熱くなる」


　そして解ほぐすように入り口を触さわっていた指が妙みように粘ねん着ちやく質しつな音を立てて入り込んでくる。


「ぅ、んっ……」


「本当に俺以外に誰だれともしてないんだな？」


「し、してないですよっ」


「そうか」


　この人って、どうしてそういう答えるのが恥ずかしいようなことを平然と聞くんだろう。


　今さら聞かずとも当然じゃないか。わかってるくせに。


　そんな文句が考えられたのもそこまで。


　根元まで埋うめられた人差し指が動き出し、内ない壁へきを引っ搔くように出し入れされる。そのたび洩れる水音が耳から僕の理性を侵おかしていく気がした。


「あああ、っんぅ、んっ」


　決してゆっくりとは言えない動き。探さぐるように何度も折り曲げられる指先が、ついに探り当てた。


「ん……ぁんっ！」


　それはまるで快感の雷かみなりを落とすスイッチ。背筋を走った刺し激げきが強すぎて、思わず洩れた声が自分でも信じられないくらい甘ったるかった。恥ずかしすぎて引き寄せた枕まくらに顔を埋めても、ビリビリくる痺しびれにどうしても変な声が洩れてしまいそうになる。


「はぁ、ん、やだ、そこばっか……！」


　見つけた弱点をここぞとばかりに引っ搔いたり押したりと刺激してくる藍沢さんに、身を捩よじらせて抗議する。だけど答えは二本に増やされた指で与あたえられた。


「最初の時も思ったんだが、慣れてもいないのにこの感じ方は問題だと思うぞ俺は」


「んっ、だ、だから、感じてなんかいませ、んってば、ぁっ」


　自分でもわかってる。それが真実じゃないってことは。だって藍沢さんによって体はどんどん受け入れる準備を整えていくし、なにも違和感はないんだ。ただ恥ずかしいってだけで。


　それをしっかり見み抜ぬいている藍沢さんは、真面まじ目めな声で追い討うちをかけてきた。


「そう言ってこの前散々喘あえいでたのは誰だ？」


「あ、喘いでなんか……」


「気持ち良くないのか？　それならここでやめても俺は構わないが」


「……ぁっ」


　言ったことを実行するようにずるりと抜ぬけていった指の感覚に、思わず振り返って縋すがる目で藍沢さんのことを見てしまった。


　そんな僕ににやり、と口元を歪ゆがませた藍沢さんは、腿ももの内側を指で撫で上げながら意地悪に笑えみを返してきた。


「『目は口ほどに物を言う』という言葉を知っているか？」


　焦じれったい刺激にシーツを握にぎり締める僕。だけど攻こう撃げきはそれだけじゃ終わらなかった。


「ひどく物欲しそうな目をしているぞ、春希」


「……！」


　そっちこそ凶きよう悪あくな獣けものみたいな目をしてるくせに、低めた声は妙に優やさしげに僕の名前を響かせるから勝てやしない。見事に撃げき沈ちんした僕に、抗あらがう力なんてないんだ。


「こ、ここで名前呼ぶなんて卑ひ怯きようですよ！」


「欲しいなら欲しいと言ってみろ。俺だけが良くなるためにしてるわけじゃないんだからな」


　そんなところで名優ぶりを発揮しなくてもいいのに。強気かと思えば気き遣づかうような絶ぜつ妙みような声こわ音ねのセリフ。


　真しん剣けんな声が本心なのか、はたまたいじめるための演技かなんて僕に見分けがつくはずもなく。見られないのを幸いに火を噴ふきそうなほど熱い顔を少しだけ枕からずらして、小さくお願いしてみた。


「……気持ち良くしてください」


「どれぐらい？」


「……柊也さん、絶対からかってるでしょ」


　静かな部屋の中だから、聞こえないともう一度答えを求められるなんてことはないだろうという僕の考えが甘かった。予想外の返しに泣きそうになる。


「からかう？　俺は真剣だぞ」


「それはそれで厄やつ介かいです……」


　本当に真面目に言われるんだからたまったものじゃない。


　僕はもう「……いっぱい」と蚊かの鳴くような声で答えるのが精せい一いつ杯ぱいで、それでも通じてくれたことに変に感謝して大きく息を吐はいた。


　腰こしを摑つかまれ固定されて、宛あてがわれたのは藍沢さんの欲に滾たぎった熱。


　藍沢さんも僕で興奮してるんだ、と思うと急にたまらなくなってシーツを力ちから一いつ杯ぱい握にぎった。荒あらくなる息が止められない。


　それでも僕が望んでいるのはただの快楽じゃなくて、認め合う気持ちの確かく認にんだから。ちゃんと自分から望まないと与えられないってことを知らなくちゃいけない。ただ与えられるものを受け入れるだけじゃダメなんだ。努力しない中ちゆう途と半はん端ぱはもうやめたんだから。


「も、早く入れて、くださ……っ」


　内側からの衝しよう動どうに従って掠かすれた声で懇こん願がんすれば、望みはすぐに叶かなえられた。もしかしたら藍沢さんも結構限界が近かったのかもしれない。


　待ち望んで受け入れた熱は、最初の時よりも大きな衝しよう撃げきだった。


「ぁ……ふ、あぁっ、ああ！」


　最初の一いつ瞬しゆんだけ恐きよう怖ふが襲おそってきたけど、それもすぐに解けて藍沢さんを体の中で感じた。奥へ奥へと侵しん入にゆうしてくる熱の塊かたまりに、どうしようもないくらい体が震えてしまう。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


「だいじょぶ、です……っ」


　心配げな藍沢さんの声に出来るだけ平静を保って答えたけど、正直大丈夫どころの話じゃない。


　どうして？　どうして痛くも気持ち悪くもないの？　どうしてこんなに……気持ちいいんだろう。


「動いても平気そうか？」


　……どうしてこの人はこういう時にばっかり優しいんだか、了りよう解かいを求めてくれるその声の振しん動どうにさえ感じてしまう。


　下手へたに声を出したら泣いてしまいそうで、枕に顔を埋めたまま何度も頷うなずいた。


「んっ、あああっ、しゅ、やさんっ……」


　まるで体の中を全部持っていかれるような感覚に上うわ擦ずった声が引きずり出され、そしてまた押し込まれる。何度も繰くり返される頭がオーバーヒートしそうな感覚に、僕はシーツに爪つめを立てた。


「やらしいな、お前の中。熱くて、からみついてくる」


「柊也さん、も、すごく熱い……っ」


　藍沢さんが囁ささやく声が色っぽく掠れていて、ちゃんと同じように感じてくれてるって嬉うれしくなる。だって藍沢さんっていつでも飄ひよう々ひようとしていて、僕をからかう余よ裕ゆうを残してるように思えるから、こうやって一いつ緒しよに上り詰つめられることが嬉しい。


「あ、待って、そこ、僕……んっ」


「そんなに食いつくな。……欲しいのはここ、か？」


「ふぁっ！　……ああっ、や、そこダメっ」


　指だけで気が遠くなるような感覚だったそこを擦るように突つき上げられて、甘ったるい嬌きよう声せいが洩もれる。だけど藍沢さんは抉えぐるようにそこばかりを突き上げ、それだけじゃなく触らなくても濡ぬれているのがわかる僕自身にまで手を伸のばしてきた。


「いや？　こんなにわかりやすく感じといて？」


「んぁっ、やだ、柊也さんやだっ、触んない、で……！」


　今まで感じたことのない二方向からの強い刺激に、目の前でフラッシュが焚たかれているみたいにチカチカ白い光が瞬またたいてる。いくつもの濡れた音が卑ひ猥わいに響ひびいて、欠片かけらだけ残っていた理性が崩くずれ落ちていく気がした。


「頭ん中、真っ白で……っ、良すぎちゃうと、ダメ……っ！」


「くっ……、お前は、意図しないで煽あおるのが問題、だな」


　完全に容量オーバーの頭は火を噴いているも同然で、その限界を超こえた快感が藍沢さんにも伝わったみたい。刺し激げきに収縮した僕の中が藍沢さん自身を刺激して、循じゆん環かんする気持ち良さに零こぼれてきた涙なみだが枕を濡らした。


　それでも容よう赦しやない突き上げと僕自身を刺激する手は休まず、藍沢さんの掠れた吐と息いきを耳にした瞬しゆん間かん我が慢まんの糸がぷっつり切れた気がした。


「柊也さ、僕、あ、も、だめ……──っあああ！」


　まるでどこからか落ちたみたいな浮ふ遊ゆう感かん。痙けい攣れんするように体を震ふるわせて藍沢さんの手の中に欲を吐き出す。


「っ……！」


「ぁあ、ゃ、奥……っ」


　それと同時に背中から息を詰める音。弛し緩かんした体の中に熱い欲を感じて、再び僕の中のなにかに火が点ついた気がした。


　力が抜けきってベッドにうつ伏ぶせる僕を心配したのか、藍沢さんが僕の背中に手を置いて顔を覗のぞき込んできた。


「春希、大丈夫か……？」


「柊也さん……」


　少し汗あせばんだ額に張り付いた前まえ髪がみを搔かき上げる仕草がたまらなくかっこよくて見み惚とれてしまう。色っぽい顔をうっとりと見つめていたら、「まだ嚙かみ付かれたいのかお前は」って怒おこられてしまった。


　それでも僕は懲こりずに藍沢さんの顔をよく見るため、あまり力の入らない手をついてなんとか仰あお向むけになった。それから整った顔に手を伸ばして触ふれてみると、その手を取られてキスを落とされた。唇くちびるが触れた場所からジンと熱が広がって、体が疼うずいた気がする。ううん、たぶんそれは気のせいじゃない。


「そういう可愛かわいいことをされると、いじめてやりたくなる」


　唇にかじりついてきた藍沢さんは、そのまままた首筋に顔を埋うずめてきて。


「あ、ちょっ、柊也さん……っ！」


「まだ春希が足りない」


「あっ……」


　内うち股またを撫なで上げてきた手に声を震わせてしまったら、顔を上げた藍沢さんが口の端はしに笑みを刻んだ。


「どうした、春希？　言いたいことがあるなら、俺の目を見て言ったらどうだ」


「……柊也さんのいじわる」


　わかってるくせにわざわざ問うなんてずるい。その視線はとても強力で、僕が拒こばむことなんか出来やしないのに。


　悔くやしいけど逃にげる気がない僕が返したのは、行動。


　言えない言葉の代わりにたくさんの思いを込めて、初めて自分からキスをした。




　エピローグ







「ん……」


　心ここ地ち良い眠ねむりから僕を目覚めへと引き上げたのは、明るい陽ひ射ざしと朝の気配、そして暖かなぬくもり。


　寝ね返がえりを打とうとしたけど体は動かなくて、ほんの少し違い和わ感かんを覚えて眠気の残るまぶたを押し上げる。


「……っ」


　途と端たん目に飛び込んできたものに危あやうく声を上げそうになった。その口を、嚙み締しめるように無理矢理閉じる。


　本当にすぐ目の前にいたのは藍沢さん。体が動かないのはその腕うでに抱だかれていたから。しっかりと抱き締められて眠っていたようで、体勢的に目を開ければそこに顔があるのは当たり前なんだけど。


　それでもやっぱりこのかっこいい顔が間近にあれば驚おどろくのも当然だ。


　よく寝ねている藍沢さんを起こさないように、出来るだけゆっくり、そしてそっと腕を外して、ベッドを揺ゆらさないように起き上がった。


　剝むき出しの肩かたと白いシーツだけで寝ていてもかっこいい姿の藍沢さんに、つくづく感心する。いつ写真を撮とられても平気なぐらい、すべての要素が整っている。本当に隙すきがない人だ。


　ほんの少しの間だけそんな姿に見惚れて、それからまたちょっと悩なやんだ末にシャワーを借りることにした。さっぱりしてから朝食を作ろう。


　そんな風に通り過ぎようとしたリビングで、携けい帯たい電でん話わが鳴っている音に気づいた。


　少しくぐもった、だけど聞き慣れた音に、僕は慌あわててバッグの中から鳴っている携帯を取り出す。そして相手を確かめることもなく出た。だってそれは専用の着信音だったから。


「もしもし、カズ……？」


『ごめんね、朝早くに』


　静かな部屋の中では妙みように自分の声が響いてしまう気がして、なんとなく声を潜ひそめた。返ってきたのは電話の向こうにはにかんだ顔が見えるカズの声。


　少し弱々しかったけど、いつものカズの声だったから安心して見えない向こうに笑いかける。


「大だい丈じよう夫ぶ、起きてたよ」


『……あのさ、ハルは、俺のこと嫌きらいじゃないんだよね？』


「もちろん！　カズを嫌いなわけないでしょ。そんなの、嫌いになれって言われたってなれないよ」


　これは本当。だってやっぱりカズを嫌いになるなんて出来ない。


『そっか。……うん、今はそれで充じゆう分ぶん』


　その僕の答えを受けて、カズは一度軽く返事をしてからもう一度重ねて答えた。しっかりと、まるでなにかが吹ふっ切れたみたいに。


　わかってくれたんだと嬉うれしくなって、その喜びを伝えようとした矢先。


『ハル。俺、絶対諦あきらめないから』


「……え？」


　カズが放った言葉の衝しよう撃げきが、僕の頭の中から考えるという行こう為いを奪うばっていったみたい。


　いっそ爽やかとも取れるその声。


　その声にどう答えていいのか、どうやって返すべきかなんて真っ白になってしまった頭ではなんにも思いつかなくて。


「……往おう生じよう際ぎわが悪いなお前」


「わ、しゅ、柊也さん？」


　ただ呆ぼう然ぜんとしていた僕の手からするりと携帯電話を抜ぬき取って向こうに返したのは藍沢さん。そこにいるとは思わなくてびっくりした。


　いつの間に起きてきていたのか、軽く髪かみに寝ね癖ぐせのついた姿もかっこいい藍沢さんは呆れたように眉まゆを寄せていた。どうやらカズの言葉が聞こえていたみたい。


　そのカズは電話の向こうからなにか大きな声で言っていたけど、電話を取られたことに気を取られてた僕にはよく聞き取れず。


　急にオモチャを取り上げられた子供みたいにあたふたしてる僕を見て小さく笑った藍沢さんは、僕の前髪をそっと搔かき上げ額にキスを落とす。


「悪いが春希は俺のものだ」


『今はね』


　そして電話の向こうのカズにはっきり告げた藍沢さんに対しての返事は、近付いたせいかよく聞こえた。とても短い、余よ裕ゆうありげに気取ったカズの声。


　それが気に障さわったらしく、藍沢さんが眉み間けんのしわを深くする。普ふ段だんから怒おこってるような顔だけど、今は明らかに不ふ機き嫌げん一直線だ。


『せーぜー今だけ自分のものだって主張してればいいよ。なんたって俺にはずっとハルと過ごしてきた年月があるんだから。あ、ハンデとしてハルの弱点教えてやっても……』


「大きなお世話だ。わざわざ聞かずとも自分で見つける」


　そうきっぱり宣言した藍沢さんは、カズの言葉の途と中ちゆうで電話を切ってしまった。そしてそのまま僕をじっと見てきた。


「しゅ、柊也さん……？」


「いい手があった」


　その顔に妙な不安を感じて戸と惑まどう僕を置いて、藍沢さんは携帯電話を持ったままなにも言わずに寝しん室しつへ消えて行った。そしてすぐに戻もどってきたその手の中には、僕のとは別の黒い携帯電話が。


　その両方の画面を見て無言のままなにかの操作をする藍沢さんに恐きよう怖ふを覚え、恐おそる恐る問い掛かける。


「柊也さん？　あの、一体なにを……」


「弟に写真を送る。春希が俺のものという証しよう拠こにな」


　とても簡潔な答えに一度流しそうになったその言葉の意味。


　写真と言われて思いつくものはただ一つ。すっかり忘れてたけど、いわゆる「脅きよう迫はくのネタ」にされていた、あの時の画像。どうやら思った以上にカズの態度に腹を立ててるみたいだけど、だからってなんて対たい抗こうをしようとするんだこの人は！


「ちょっ、ちょっと待った！　だめだめだめ！　それはダメです柊也さん！」


「なにをそんなに慌ててるんだ？」


　慌てて携帯電話を奪い取ろうとした僕を軽くかわして、藍沢さんは不思議そうに目を丸める。その様子に驚おどろいて、追う手を止めて藍沢さんを見返した。


「え、だってその、僕のことを脅おどした時の写真を送る気じゃ……？」


「ああ、なんだ。そういうことなら心配しなくてもあの時のじゃない」


　僕が焦あせっている理由がわかって肩かたをすくめた藍沢さんは、少しだけ気まずそうに眉を寄せた。


「というか、実はないんだ、そんな写真は。……騙だまして悪かったな。お前がちょうどひっかかってくれたから、ある振ふりをしてただけなんだ」


「え、じゃあ……」


「だからこれは昨日撮とったやつ。ほら、可愛かわいいぞ春希」


　まるで愛犬の写真でも見せるかのように見せられたその画面に映っていたのは、裸はだかの僕……。


「って、より一層ダメー！」


　ていうかいつの間にそんなもの撮ったんだ！


　いい加減少し付き合いが長くなったからか、よく見ればわかるとても上じよう機き嫌げんの顔で画像付きのメールを送ろうとする藍沢さん。それを止めようと伸ばした手を取られて、宥なだめるように手の甲こうにキスを落とされた。


「悪いな、春希」


　にやりと意地悪に笑った藍沢さんが僕の指先に嚙かみ付いたのと送信ボタンを押したのはほぼ同時。


「あー！」


「残念ながら俺は躾しつけが悪いんでな」


　送信しました、の文字が表示された画面を僕に見せ付けて告げる藍沢さんは、最高に楽しそうな笑え顔がおを浮かべていた。








　身勝手でちょっぴり強ごう引いんなところがある僕の王子様は、どうやらかなりの負けず嫌ぎらいのようです……。




身み勝がつ手てな王おう子じ様さま





相さが楽らゆづる
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